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第１話　【小銀貨と空の涙】





　あのころ彼女はまだヘルガではなかった。

　もうずいぶん前の出来事だ。

　父と遠乗りに出かけた。

　森にたどりつくと、父がいつもより大きく見えた。彼女は嬉うれしくなった。それでいて、父や付き人たちの注意が自分からそれる瞬間をうかがっていた。幼い彼女はいつもそうして遊んでいたのだ。彼女が姿を隠すと、父は半分うろたえ、半分怒った声で彼女の名を呼んだ。彼女はいつだって父に捜してもらいたかった。

　それだけだった。

　迷子になるつもりなんてなかった。

　深い森だった。周りには木と草しかない。父や付き人の声が聞こえた。どこからだろう。遠くだ。近づこうと歩いた。歩けば歩くほど声は遠ざかった。

　前や上ばかり見ていた。下を見ていなかった。

　気がついたら、転げ落ちていた。

　生まれて初めてだった。彼女は死を覚悟した。どこまでも落ちた。

　彼女は死ななかった。そこは谷の底だった。身体からだのあちこちが痛かった。動けないほどじゃない。でも、斜面は急すぎた。とても登れそうになかった。

　父の声はもう聞こえなかった。

　泣いたり、泣きやんだり、また泣いたりしているうちに、夜がやってきた。

　森の夜は不思議と彼女にやさしかった。

　父とは二度と会えないかもしれない。

　そのことだけが悲しかった。

　大木の根元に腰を下ろして、木々の合間から星空を眺めていた。

　何かを踏む音がした。足音だった。

　なぜだかちっとも怖くなかった。

　一頭の狼が近づいてきた。

　こうして彼女はバルツアと出会ったのだ。



　　　



「さあ！　互いに棒を一本ずつ持って向かいあい、互いの棒と棒とで打ちあって、最初に棒を地面に落としたほうが負け！　ルールは簡単！　相手はまだ子供よ！　掛け金はたったの１ベール！　ほら、そこの色男！　そう！　あなたよ、あなた！　いいお小遣い稼ぎだとは思わない!?　あ！　なぜ逃げるのよ！　もう！　この臆おく病びよう者もの！」

　ユユの口上は相変わらず堂に入っている。ユユはきれいだし、惜しげもなく肌をさらしているので、目立ってもいる。でも、皆、ものめずらしそうに、あるいは好色そうな目でユユを眺めたり、遠くから囃はやし立たてるだけだ。棒勝負の挑戦者は現れない。

　もうすぐ日が暮れはじめる。

　大ブルノー連合王国ロイスレン公領、ネルリン。

　クルク川のほとりにあるこの街は、けっこうにぎわっている。大きな街道が通っていて、船着き場まであるのだから、栄えない道理はない。ユユが言っていた。この街は陸運と水運の拠点なのだ。人の出入りが多いので、余よ所そ者ものに対する風当たりも強くない。そうだと思っていたのだけれど、見込み違いだったようだ。

　もうやめようよ。何度、ユユにそう声をかけようとしたことだろう。

　怒られるだけだ。言えるはずがない。だけれど、レーレは腹が立っているのだ。レーレはいい。空がすっかり暗くなるまで、棒を持ってここに突っ立っていたってかまわない。問題はユユだ。ユユがあんな目で見られることには耐えられない。

　しまりのない顔をした中年男が、わざとらしく何回もユユの前を通りすぎている。

　あの若い男は、ユユの胸ばかりをじろじろ見ているのだ。

　卑ひ猥わいな言葉をユユに投げかける不心得者も少なくない。

　ユユはよく平然としていられるものだ。

　この棒であいつらをぶん殴ってやろうか。

　だめだ。ユユに叱しかられる。それに、騒ぎを起こしたら、面倒なことになりかねない。

　何より、金を稼がないといけないのだ。

　ベール小銀貨一枚と、カトレ四分の一銀貨五枚か、四枚。三枚だったかもしれない。それがレーレたちの全財産だ。これではとても宿に泊まれない。何かの間違いで一泊できたとしても、たぶんそれで終わりだ。

「さあ！　そこのおにいさん！　あなた、力が強そうね！　勝負したくてうずうずしているんじゃないの!?　ちょっと、どこへ行くのよ！　いいわ！　じゃあ、あなた！　え？　勝負するなら、わたしと？　別の勝負？　上等だわ！　棒勝負に勝ったら受けて立ってやろうじゃない！　え？　でも、お金がない？　消えなさい！」

　ユユもだいぶ焦っている。レーレは祈るしかない。このままうまくゆかなかったら、絶対に八つ当たりされる。

　救い主は突然、現れた。

「通してくれ！」

　救い主、なのだろうか。

　聞き覚えのある声だ。

　その男は人垣を強引にかきわけて進みでてきた。

「私が挑戦しよう！」

「あなた――」

　ユユは絶句してレーレを見た。どんな顔をすればいいのか。レーレは迷った。

　まだ若い男だ。銀髪で、目は青く、背が高い。腰にさげている剣の鍔つばは「×」の形をしていて、柄つか頭がしらから短い鎖が垂れ下がっている。聖せい騎き士し団だん魔ま女じよ討とう伐ばつ隊たい“〝星の鎖”〟の剣だ。

「レーレ！　まさか忘れてはいないだろうな！　君はこの私と約束した！　また勝負してもらうぞ！」

「……約束、したっけ」

「ああ、した！」

　男はなぜか誇らしげにベール小銀貨をとりだした。

「掛け金は１ベールでよいのだったな！」

「まあ……そうだけど」

　ユユがちらりとレーレに視線を投げてよこした。約束。本当は覚えている。またどこかで会ったら、勝負してほしい。そう言われて、レーレはうなずいた。何の因果か、あのあとすぐに顔をあわせる羽目になったけれど、勝負どころではなかった。

　今がそのとき、ということなのだろうか。

　正直、気がすすまない。でも、約束は約束だ。レーレはうなずいた。

「じゃあ、１ベール」

　ユユが小箱を差しだすと、男はその中に小銀貨を落とし入れた。

「よし！　ヨナハン・クロムスティード、参る……！」

「待ちなさいよ」

「む？」

「棒は？　素手でやるつもりなの？」

「おお！　そうだった！　気合いが入りすぎて忘れていたようだ！」

　ヨナハンは笑いながらユユから棒を受けとった。ちょっと間が抜けているけれど、腕は立つ。しかも、手の内を知られている。油断のならない相手だ。

　レーレは息を吸いこんで、一度、全身に力を入れ、すぐさま抜いた。



    

  
    
      



    

  
    
      　息を吐くと、あたりが静まりかえった。もう一人の敵しか目に入らない。敵の声や息づかいしか聞こえない。

「それでは、始めるとしようか！」

　ヨナハンは半身に構えて、棒の先を小刻みに動かしはじめた。

「レーレ。二度は負けないぞ。今回は私が勝つ。必ずだ」

　気負いは感じられない。引き締まった表情だ。それでいて、余裕がある。自信があるのか。何か考えているのかもしれない。いつかレーレを打ち負かすため、ああでもない、こうでもないと策を練っていた。この男ならありうる。それとも、所しよ詮せんは実戦じゃない、棒勝負だからか。そういうやつじゃない。きっと何かあるのだ。

　ヨナハンは膝ひざを曲げて、前後に体重を移動させだした。棒の先は絶えず揺れている。出てこないのか。らしくない。ちょうどいい。ヨナハンは体格がよくて、力がある。調子に乗らせたらまずい。先だ。こっちが先に動く。先手をとれ。行け。

　頭はそう命令を出している。身体からだが従ってくれない。

「どうした、レーレ」

　ヨナハンはほとんどまばたきをしない。じっとレーレを見ている。

　隙すきがない。

　だめだ。どこから攻めても通用しない。弾はじかれる。受け流される。反撃される。

　あれは防御の構えだ。守りが堅い。待つべきか。ヨナハンはそのうち痺しびれを切らす。焦じれて、乱れる。それか、攻めてくる。そうとは言いきれない。けっこうしつこい男だ。我慢比べもわりと得意かもしれない。いやだ。冗談じゃない。相手がどう思っているのかは知らないけれど、レーレにとっては単なる１ベールの棒勝負でしかないのだ。さっさと終わらせたい。でも、勝たないと。負けたらユユに怒られる。

　レーレは棒の持ち方を変えた。今までは、ヨナハンと同じように１ソール（約30cm）くらいの棒の片端を右手で握っていた。これをやめて、片方の端を右手で、もう片方の端を左手で握り、棒を水平にした。

　ヨナハンは眉まゆをひそめて低く唸うなった。

　レーレは前に出た。ヨナハンは動かない。レーレはさらに距離をつめた。もうヨナハンの間合いだ。さあ、どうする。きた。

　速度以上の迫力だ。ヨナハンはレーレの棒を思いきり打ちすえた。一発。二発。三発。なんて力だ。それでも、棒のちょうど中間で受け止めれば、なんとか耐えられる。四発目は右からきた。次は左からだ。上。左。上。左。右。ヨナハンはそこから畳みかけてきた。上、上、上。三連打だ。レーレは歯を食いしばった。やばい。手が。無意識だった。

　足が出てしまった。レーレの右足がヨナハンの左足を払おうとした。ヨナハンは左足をすっと上げてやりすごした。少し下がって、すぐさま右足を繰りだしてきた。

　レーレは飛びさがってヨナハンの右足をかわした。しまった。そんなつもりはなかったのだ。身体からだが勝手に動いた。ヨナハンは薄く笑ってみせた。

「なるほど。この勝負、棒を落としたほうが負けというだけで、あとは何でもありなのだな。心得た！」

「……いや」

　そういうわけじゃないんだけど。言おうとした。そんな余裕はなかった。

　ヨナハンが迫ってきた。今までとは違う。ほとんど体当たりだ。先に棒じゃなく自分の膝ひざをレーレの膝にぶつけてきた。レーレが怯ひるんだところに、棒が襲いかかってきた。狙ねらいはレーレの棒じゃない。脳天だ。まともに食らったら、死んでしまうかもしれない。レーレは後ろに転がった。起きあがろうとしたら、ヨナハンの蹴けりが飛んできた。そっちがそのつもりなら、こっちも。レーレはヨナハンの右足を棒で撥はね返した。

「――ずおっ！」

　ヨナハンは尻しり餅もちをつきそうになった。こらえたが、体勢が崩れている。レーレは突っこんだ。組みついてゆくと見せかけて、棒で左ひだり膝ひざを狙った。ヨナハンはとっさに左足を持ちあげて、脛すねでレーレの棒を受けた。おかげで片足立ちになった。レーレはその瞬間を逃さなかった。今度こそ組みついて、一気に押し倒した。途中で肩を棒で叩たたかれた。気にしなかった。レーレは両手で持った棒をヨナハンの喉のど頸くびに押しつけた。

　ヨナハンは棒から手を離した。

　棒が地面に落ちた。

「私の……負けだ！」

　レーレはため息をついて立ちあがった。

　歓声があがって、拍はく手しゆが弾はじけた。

　起きあがったヨナハンがレーレの左手をつかんで、高々と掲げた。

「勝者に誉ほまれを！　どうか彼を称たたえてほしい！　彼はすばらしい戦士だ！　英雄だ！」

　群衆が手拍子をとりながら、英雄、英雄、と叫びはじめた。何が英雄だ。大おお袈げ裟さなんてものじゃない。ヨナハンは得意満面だけれど、どう考えてもあれは皮肉だろう。みんなひやかしているのだ。実際、レーレはすごく恥ずかしい。顔が熱くて、目が回りそうだ。とても顔を上げられない。

　数枚の四分の一銀貨が投げこまれて、ユユが群衆を煽あおりたてると、さらに何枚か飛んできた。それだけが救いだった。

　でも、この有様では、棒勝負の挑戦者なんて現れないだろう。曲芸をする気にもなれない。気分が乗らなくても、やれ、と命じられたら、やるしかないのだ。

「レーレ」

　ユユが目で合図をしてきた。やっぱりか。レーレはうなずいてみせた。

「あの、ヨナハン。手、放して」

「ん？　ああ、すまない！」

　ヨナハンはやっとレーレの左手を自由にしてくれた。そうかと思ったら、今度は両肩をつかまれて、激しく揺さぶられた。さっき棒で叩たたかれたところが少し痛かった。

「しかし、レーレ！　君は不明者の扱いで、おそらく戦死したのだろうと見なされていたのだ！　私はそのことをあとから聞かされて大変残念に思っていたのだが、よかった！　生きていたのだな！　レーレ！」

「……あんたこそ、死んでなかったんだね」

「うむ！　魔王の一撃でな！　死にかけた！　死に損ねたというべきか！　面めん目ぼくない！　だが、このとおり、もうすっかり元気だ！　昔から身体からだは丈夫でな！　殺しても死にそうにないと隊でも言われているのだ！　私の取り柄だな！　というわけで、怪け我がはもうほとんど癒いえたのだが、早めに休暇をもらうことになってしまった！　隊長のご配慮だ！」

「そ、そう」

　レーレはちらりとユユのほうを見た。ユユはこっちを睨にらんでいる。

「あの、ヨナハン、おれ」

「そうだ！　レーレ！　どうだろう！　再会を祝して、これから食事でも！　もちろん、私がご馳ち走そうする！　私が誘っているのだから、当然だな！」

「え。いや……」

「そういえば、こんなところで会うとは奇遇だな！　旅の途中なのか？　宿は？」

「いや、まだ……」

「そうか！　ならば、私と一緒の宿に泊まればいい！　なかなかいい宿だぞ！」

「でも、金が」

「何だ！　そんなことか！　心配しなくていい！　私がどうにかしよう！」

「いや、それは……」

「悪くない話ね」

　いつの間にかユユが近くにいた。

「せっかくのお申し出だし、無下に断るのも失礼じゃない？　お受けしましょうよ」

「そうだぞ、レーレ！　遠慮など無用だ！」

「あ、いや、だけど……」

　レーレはユユに耳打ちした。

「こいつ、聖騎士だよ。星の鎖の。やばいんじゃないの」

「何がやばいのよ」

「だって」

　レーレはヨナハンを横目で見た。ヨナハンはとくに不審がっている様子はない。それどころか、あえてこちらから視線をそらして、悠然と構えている。思うぞんぶん二人で相談するがいい、結論が出るまで、私は待っている、とでも言わんばかりだ。

「ユユは、その……」

「気づいていたら、あんな態度をとると思う？」

「……思わない」

「人を騙だまし討うちにするようなタイプでもないでしょう」

「まあ、それは……ね」

「たぶん、そんなことは考えつきもしないわ。頭が悪そうだもの」

　ユユはヨナハンに笑いかけた。

「お誘い、ありがたく受けさせていただくわ」

「おお！　そうか！　では、行くとしよう、レーレ！　それから――」

「わたしはユユよ。ユユ・イジュール。似ていないけど、レーレの妹なの」

「なんと！　レーレの妹君とは！　いや、だが……」

　ヨナハンはユユの胸元を一いち瞥べつして、頬ほおを赤らめた。

「い、いかん、いかんぞ、ヨナハン・クロムスティード！　私にはアラベラという許嫁いいなずけがいるのだ！　そうだ！　もうすぐアラベラに会える！　ああ！　待っていてくれ、アラベラ！　きっと君は驚くだろうな！　驚く君の顔が見たい……！」

「ね？　大丈夫よ、この人は」

　ユユが薄笑いを浮かべてみせた。レーレはうなずきながら、別のことを考えていた。どうすればユユは、他の女たちのように肌が隠れる服を着てくれるだろう。



　　　



　馬小屋があって、二階建てだけれど間口が広く、奥行きもだいぶある。石造りで、扉も立派だ。「拍車とランプ亭」の外観には高級感がある。たしかに、いい宿だ。レーレとユユの二人では、こんな上等な宿には絶対に泊まれないだろう。

「食事もなかなかのものだぞ！」

　ヨナハンは扉を開け放って中に入るなり、カウンターの向こうでこの宿の亭主らしい中年男が口を開ける前に声をかけた。

「ヨナハン・クロムスティード、ただいま戻った！　ご亭主！　少し早めだが、夕食を頼む！　いや！　四人分だ！　昼食にいただいた、川魚の――そう！　それだ！　あの魚の焼き物とパイ包みだな！　あれはたいそう美味だった！　もう一度味わいたいし、私の友人にも是非食してもらいたいのだ！　必ずつけてくれ！　さあ、レーレ、ユユさん、こちらへ！　私が食堂まで案内しよう！　といっても、すぐそこだが！」

　レーレとユユはヨナハンに先導されて、玄関ホールの隣にある食堂へと足を踏み入れた。今まで泊まったことのある宿の食堂とは違う。テーブルや椅い子すの配置が妙にきっちりしていて、清潔そうで、かえって落ちつかない。

「まだ私たち以外は誰だれもいない！　場所はやはり真ん中だな！」

　ヨナハンはど真ん中のテーブルに駆けよっていって、椅子を二つ引きだした。どこでもいいのなら隅のほうがいいのに、なぜよりにもよって真ん中なのか。

　レーレは渋々椅子に腰を下ろした。突然、ヨナハンが後ろから椅子を押してきたので、驚いた。この男はいきなり何をするのだろう。ユユも同じことをされて、でも、平然としている。ヨナハンは座らなかった。

「しばし待っていてくれ！　連れが上にいるのだ！　呼んでくる！」

「え。連れって」

　訊きこうとしたときにはもう、ヨナハンは身をひるがえしていた。止める間もなかった。何を言っても、どうせ耳に入らないだろう。ヨナハンは食堂から出ていってしまった。

「何なんだよ、あいつ……」

「元気があって、単純そうで、いいじゃない」

　きっとユユは、利用しやすそうだ、という意味で言っているのだ。それくらいわかっているけれど、少し気分が悪い。あんな男を褒めるなんて。褒めているわけじゃないか。

「でも、連れって誰なのかな」

「わたしにわかるわけがないでしょう。よく知らないんだから。レーレはどうなのよ。心当たりはないの？」

「おれ？　いや、おれだって、ちょっと話をしたけど、それだけだし」

「騎士なんだから、お金持ちよね」

「たぶん。おれたちよりは」

「手持ちが少ないし、どこにも泊まれないわ」

「そうだけど」

「野宿はいやよ。せっかく街にいるんですもの」

「うん。わかってる」

「休暇をもらったと言っていたわね。里帰りでもするのかしら」

　ユユは腕組みをして、斜め下に視線を向けている。話がぽんぽん飛んで、独り言に近い。何か考えているのだろう。

「あの人、出身は？」

「どこだったかな。聞いたような気はするんだけど」

「覚えていないの？」

「思いだすよ」

「バカなレーレ」

　ユユは呆あきれ顔がおでため息をついた。仕方ないじゃないか。レーレはユユみたいに記憶力がよくない。どちらかといえば、何でもすぐ忘れてしまうほうなのだ。

　ほどなくヨナハンが食堂に戻ってきた。レーレは頭を抱えたくなった。

「やあ！　待たせてしまったな！」

　ヨナハンは連れとやらを前に押しだした。

「レーレは知っているな！　私の同僚で、幼おさな馴な染じみでもある！」

「セルジュ・フレンドールだ」

　赤茶色の瞳ひとみが射るようにレーレを睨にらみつけた。それから、ユユに視線を向けたときだった。セルジュはわずかに目を瞠みはりながら少しだけ首をひねり、唇の端を舌の先でちろりと舐なめた。驚いて、それを隠そうとしながら、心の中で何か企たくらんでいる。そんな感じだ。

　レーレはユユを見た。

　ユユは笑みを浮かべて椅い子すから立ちあがり、優雅に一礼した。

「ユユ・イジュールです。その節は兄がお世話になりました」

「とくに世話をした覚えはない」

　セルジュはレーレを鋭く一いち瞥べつしてから、つめたい微笑をユユに向けた。

「レーレの妹いもうと御ごか。兄上にはむしろ、こちらのほうが助けられた」

「まあ。そうなんですか？」

「平民のくせに腕が立つ。頼もしい兄上だな」

「ぼんやりしている兄ですけど、身体からだを動かすことだけは得意みたいです」

「俺おれには兄弟がない。うらやましいかぎりだ」

　セルジュの声音はおかしい。無理やり低い声を出しているからだ。ユユは気づいているだろうか。このレーレよりも少し背の低い騎士は、男じゃない。女なのだ。

「さあ！　立ち話も何だ！　座ろう！」

　ヨナハンにうながされ、セルジュが席について、ユユも座りなおした。ヨナハンはいったん椅子に腰かけ、すぐに立ちあがって厨ちゆう房ぼうのほうへと向かった。

「食事の用意は進めていただいているだろうか！　おそらく、ご亭主から話は伝わっていると思うのだが！　何？　私の声が聞こえていた？　そうか！　それならいいのだ！　例の川魚は？　あるのだな！　それはよかった！　少々心配していたのだ！」

「せわしない男だ」

　セルジュは肩をすくめて苦笑した。その途端、わずかに雰囲気がやわらいだ。気のせいかもしれない。次の瞬間、向かいのレーレを射すくめた眼まな差ざしは、鋭く研いだ剣のように殺気すらはらんでいた。

「おまえはあの戦いで命を落としたものとばかり思っていたが、しぶとく生きのびていたのだな。無事で何よりだ」

「……どうも」

「しかし、解げせんな。おまえは義勇兵の分際で魔王をしとめた殊勲者だ。クローデルに戻っていれば、多額の褒美がもらえただろう。ひょっとしたら、聖騎士に推挙されていたかもしれない。言うまでもなく、大変な名誉だ。なぜ行方をくらましたりした」

「そういうのは、べつに興味がないし」

「金が欲しくないというのか」

「あればあったで、いいけど」

「おまえたち平民には、俺おれたちのように領地があるわけじゃない。金がなくてどうやって生きる」

「それは……適当に稼いで」

「結局、金が必要だろう。それなのに、興味がない？　ふざけたことをぬかすやつだ」

「兄はバカなんです」

　ユユがにっこり笑ってみせた。

「昔から、身体からだを動かすだけしか取り柄がなくて」

「そうか。そんな兄を持つと、妹は大変だな」

　セルジュは顔の右半分をゆがめて、人差し指でテーブルを叩たたきはじめた。

「まあ、いい。いろいろと事情があるんだろう。誰だれしも同じだ。事情がない者なんていない。そうだろう、レーレ」

「よくわからない。おれはバカだから」

「馬ば鹿かのわりには、小こ賢ざかしい逃げ口上だ」

「兄はバカだって言えば何でも許されると思っているんです。バカで、そのうえ妙に図ずう々ずうしいんですよ」

　ユユはくすくす笑った。おそらく、セルジュの追及をごまかそうとしているのだと思う。でも、そこまでけなすことはないのに。レーレはだんだんいたたまれなくなってきた。ヨナハンが戻ってきてくれて、ちょっと助かった。

「間もなくだ！　もうすぐ待ちに待った食事が運ばれてくるぞ！　おお！　きた、きた、きた！　どうだ！　じつにおいしそうだろう！　さあ！　ユユさん、レーレ！　遠慮なく食べてくれ！」

「はい。いただきます」

「……いただきます」

「おっと、待った！　あやうく忘れるところだった！　祈らなければ！」

　ヨナハンは星印を切り、両手を組みあわせて目をつぶった。

「主よ感謝致しますエルウ・ラナ・レイン……！」

　食前の礼拝で、こんなに力強く主しゆへの謝辞を述べる人間には、いまだかつてお目にかかったことがない。

　ヨナハンにつづいてセルジュが、そしてユユが星印を切った。レーレも久しぶりに祈ってみた。

「よし！　食べよう！」

　魚の香草焼きと、鶏のパイ包み焼き、それに、シチューと白パン。テーブルに並べられた料理を見ているだけで、口の中が唾だ液えきでいっぱいになった。香りがいい。湯気が立っていて、あたたかそうだ。焼き物はかなり熱そうなので、レーレは白パンをシチューにひたして食べてみた。ため息が出た。

「……うまい」

「そうだろう、そうだろう！」

　ヨナハンは魚の香草焼きを手づかみしてかぶりついた。

「うん！　やはりこれは絶品だ！　食材が新鮮だからだな！　とれたてが一番なのだ！　む？　どうした、セルジュ？　食べないのか？」

「俺おれはまだ腹がすいていない」

「だが、昼もほんの少ししか食べていなかったではないか！」

「おまえと比較するな。俺にとってはあれが適量だ」

　セルジュは腕組みをして、そっぽを向いてしまった。ヨナハンは、困ったものだ、とでも言わんばかりの表情で、だが、手を止める様子はない。またたく間に魚を平らげて、今度はパイ包みにとりかかった。

「ううむ！　これは……！　ううむ！　すばらしい！」

　つられてレーレもパイ包みを食べてみた。熱いけれど、なんとか大丈夫だ。というか、何だ、これ。肉汁があふれてくる。味なんてもうよくわからない。目が回りそうだ。とにかくうまい。うますぎる。

「たしかに、けっこうなお味ね」

　ユユはいつもどおり木のスプーンと串くしを器用に操って、丁寧にほぐした魚だのパイだのを少しずつ口に入れている。なぜわざわざあんな面倒くさそうなことをするのだろう。いまだにレーレにはよくわからない。でも、ユユが食事をしている姿は、騎士のヨナハンよりずっと上品だ。そんなユユを眺めていると、レーレはいつもちょっと誇らしい気分になる。ユユはそんじょそこらの人間とは違うのだ。

「ところで」

　セルジュはユユを横目で見ながら、白パンを指でちぎった。口の中に入れず、そのまま指先で弄もてあそんでいる。

「おまえたちはなぜこんな場所にいるんだ。クローデルの者じゃなかったのか」

「わたしたち、旅をしているんです」

　ユユは笑顔で答えた。作り笑いが、すぐに曇った。

「じつは、わたしたちの両親が……。そのあと、いろいろ事情があって、故郷にいられなくなってしまったんです。頼れるような親類もいないので、どこか二人で働ける場所はないかと思って」

「おお！　そうだったのか！　ご両親が！」

　ヨナハンは大仰に顔をしかめた。

「それは大変だっただろうな。いや！　お悔やみを申しあげる！　時機を失しているかもしれないが」

「いえ。そんなことは」

　ユユは寂しげな微笑を浮かべて、軽く頭を下げた。レーレは少し面食らっていた。ユユの両親がいったいどうしたというのだろう。お悔やみ？　ということは、ヨナハンは死んだと解釈しているのか。首を傾かしげていたら、ユユに足を踏まれた。

「――っ……な、なんで」

　レーレはすかさず抗議しようとした。やめておいた。ユユが睨にらんでいる。いいから、あなたは黙っていなさい。そういうことか。

　ふう、と息を吐いて前に向きなおると、物騒な赤茶色の瞳ひとみにぶちあたった。



    

  
    
      



    

  
    
      　なんだか、すごくあやしまれているようだ。

「働き口を探して、兄妹で旅を、か」

　セルジュはまた白パンをちぎった。

「その旅の途中、義勇兵に？　金目当てというのなら、わからないでもないがな」

「兄も最初はそのつもりだったんです」

　ユユは平然とセルジュの視線を受け止めた。

「でも、最後の最後で気持ち悪くなってしまったみたいで。結局、逃げてきてしまったんです。兄が話したがらないので、わたしもくわしくは聞いていませんけど、やっぱり戦場って怖いところなんでしょう」

「相手は人間じゃない。獣や化物どもだ。たいしたことはないさ」

「魔女は人間なんじゃないですか？」

「違うな」

　セルジュは白パンを握りつぶした。

「あいつらは人類の裏切り者だ。煮ても焼いても食えないからな。獣以下だ」

「セルジュ！」

　ヨナハンが眉まゆをつりあげた。

「食事中にするような話ではないぞ！　それに、食べ物を粗末にしてはいけない！」

「黙れ、ヨナハン。おまえに説教される筋合いはない」

「私は人として当然のことを言っているまでだ！」

「やかましいやつだ。食べればいいんだろう。食べれば」

　セルジュは白パンを口に放ほうりこんだ。握りつぶしてあるとはいえ、拳こぶし大だいだ。明らかに大きすぎる。かなり苦しそうだが、セルジュはなんとか口を閉じて、無理やりという感じで咀そ嚼しやくしている。あれではしばらく喋しやべれないだろう。

「まったく」

　ヨナハンは口をへの字に曲げて鼻から息を吐いた。

「昔からこうなのだ、セルジュは。私が思うに、人見知りが激しいのだな！」

　それはちょっと違うんじゃないの。言いたかったけれど、やめておいた。余計なことを喋ったら、きっとユユに怒られる。

　ヨナハンはレーレとユユに向かって頭を下げた。

「いや、すまない、レーレ、ユユさん。セルジュに代わって私が詫わびさせてもらう」

「あんえおあえあ」

　セルジュが謎なぞの言葉を発して口を押さえた。まだパンが入っているのだ。

「気にしないでください」

　ユユは少しだけ首を傾けてにっこり笑った。

「旅をしていると、よくあることなんです。わたしたちはどこへ行っても、結局、余よ所そ者ものでしかありませんし。あやしまれても仕方ないと、わたしも思います」

「むう！　申し訳ないが、その意見、私は賛同しかねるな！　善良な信徒であるなら、貴族だろうと平民だろうと旅人だろうと同じだ！　主しゆの許もとには皆、平等であるべきだと私は考える！」

　ヨナハン・クロムスティード。おめでたいやつだ。レーレは少し冷めた川魚を手でほぐして食べた。やっぱりうまい。うますぎて、苦い。騎士はいつもこんなものを食べているのだろう。黴かびの生えた黒パンなんて、きっと捨ててしまうのだろう。

　微妙な空気だ。

　黙っているのはレーレだけじゃない。ユユも目を伏せて無言でスプーンと串くしをいじっている。

「ところで」

　ヨナハンは咳せき払ばらいをした。

「旅をしているとのことだが、何かあてはあるのだろうか」

「北のほうに」

　つい答えてしまった。レーレはユユの顔色をうかがった。ユユはちらりとレーレを見ただけで、何も言わないし、何もしてこない。ほっとした。

「製鉄所があるって聞いて。一応、そこを目指してるけど」

「なるほど、製鉄所か。それならば、私の国にもたくさんあるぞ。我がスタンリー公国は、ファルモーと天空山脈を擁する有数の産鉄国だからな」

「製鉄所なら、このロイスレン公領にだってあるだろう」

　ようやく白パンとの格闘を終えたらしい。セルジュが仏頂面で口を挟んできた。

「クルク川沿いに北上すれば、剣けんヶが峰みねのあるカダーランに行きあたる。その途中に、製鉄で栄えている街がいくつかあるはずだ」

「うむ。セルジュ。もちろんそれは私も知っているがな。旅は道連れ世は情けという言葉が、我がスタンリー公国にはあるではないか」

「知らんな。聞いたこともない」

「では、覚えておくことだ！　旅は道連れが多いほうが楽しい！　圧倒的に！　それに、どうせなら私はレーレやユユさんに我が故郷を見てもらいたいのだ！」

　ヨナハンは勝手に盛りあがっている。レーレは眉まゆをひそめた。この男はいったい何を言いたいのだろう。道連れ？　祖国？　見てもらいたい？　セルジュは苦虫を噛かみつぶしたような顔をしている。レーレもたぶん、似たような表情をしているはずだ。

「どうだろう！　レーレ！　ユユさん！」

　ヨナハンは身を乗りだしてきた。

「じつは、私とセルジュは里帰りの途中なのだ！　そして、ちょうど我が故郷からそう遠からぬところに、小さからぬ製鉄所がある！」

「まあ」

　ユユはなぜかにこにこしている。ヨナハンは勢いづいた。

「ここは一つ、私たちと道行きをともにするというのはどうだろうか！　よければ、私の故郷を案内させてもらう！　製鉄所にはそのあとで行けばいい！」

「でも、わたしたち、その……路銀が……」

　ユユはうつむいて唇をきゅっと噛かんだ。ヨナハンは力強くうなずいた。

「心配は無用だ！　レーレにはひとかたならぬ恩義もある！　道中の宿や食事については私に任せてくれ！　というよりも、どうか任せてもらいたい！」

「恩義なんて――」

　べつにないから、放ほうっておいてくれ。言おうとしたら、腿ももをつねられた。もちろん、ユユの仕業だ。そんなに力いっぱいつねらなくても。痛いよ。いくらなんでも。

　ユユはわざとらしく手で口を押さえて目を見開いた。

「そんな……だけど……」

「遠慮は無用だ！　レーレとはいつかじっくり話をしたいと思っていた！　私にとっては願ってもない機会なのだ！」

「そこまでおっしゃるなら、ご厚意に甘えさせてもらいましょうか。レーレ」

「……うん。そうだね」

　レーレは心を無にして首を縦に振った。仕方ない。そう答えなかったら、またつねられるだろう。いや、きっとそれだけではすまない。ヨナハンは声も高らかに笑った。

「そうかそうか！　よかった！　これで旅の楽しみができた！　ああ、そういえば、宿の件だが、基本的には相部屋ということになる！　むろん、私とレーレ、それからセルジュとユユさんだな！」

「なっ――」

　セルジュはあんぐりと口を開けた。

「え」

　レーレはユユを見た。ユユと目を見あわせる恰かつ好こうになった。ユユは驚いているというよりも、戸惑っているようだ。ヨナハンは両手を強く打ちあわせた。

「ああ！　すまない！　まだ言っていなかったか！　これは一応、秘密なのだが、実際は周知の事実だから、いわば暗黙の了解だな。セルジュは女性だ！」

「よ、ヨナハン、貴様……！」

　セルジュがテーブルを叩たたいて立ちあがった。ヨナハンはきょとんとしている。

「どうしたのだ、セルジュ。突然、血相を変えて」

「どうしたもこうしたもあるか！　俺おれはフレンドール家の跡取りなんだぞ！　男として洗礼を受けたし、聖騎士としての俺も当然、男だ！」

「そんなことはわかっている。だが、君は女性だ。それもまた、隠しようのない事実だろう。少なくとも、幼いころから見知っている私に隠し立てする必要はあるまい」

「貴様はやむをえなくても、こいつらは違う！」

　セルジュはレーレとユユを指さした。

「赤の他人だ！　しかも、平民だぞ！」

「平民か。君はずいぶんこだわるのだな。我々騎士は、その平民とともに額に汗して働くこともある者たちではないか。爵位持ちの諸しよ卿けいではないのだぞ」

「アラベラさまと結婚すれば、ゆくゆくはその爵位持ちの諸卿になる男が！　そんな台詞せりふ、いけしゃあしゃあと、よくも言えたものだ！」

「たとえ子爵家を継ぐことになっても、私の考えは変わらない！　主しゆの許もとでは貴族も騎士も平民も平等だ！　私はレーレの技量に敬服している！　彼を友人として遇することに、何らのためらいも覚えない！」

　レーレとしては、友人として遇してほしくなんかない。むしろ、友人なんて思わないでほしい。レーレはいつの間にかセルジュに肩入れしていた。こんなやつに負けるな。がんばれ、セルジュ。

「好きにするがいいさ！　だが、俺を巻きこむな！」

「そんなわけにはいかない！」

「なぜだ！」

「君も私の友だからだ！　私は君に干渉するし、君もそうしてくれてかまわない！　迷惑をかけることもあるだろう！　だが、お互い様だ！　それが友というものだろう！」

「何が――」

　セルジュは言葉を詰まらせた。顔が真っ赤だ。頭にきているのか。それとも、恥ずかしいのか。なんだか悔しがっているようでもある。セルジュは身をひるがえした。

「勝手にしろ！」

　そうして足早に食堂から出ていってしまった。

　ヨナハンは深々と息を吐いた。

「すまなかったな。あのとおり、少々気難しいところもあるのだが、あれで心根は悪くない。あとでよく言って聞かせるし、問題ないと思う」

　ないわけがないじゃないか。

　レーレはやけになってパイ包みにかぶりついた。

　ユユは無表情でテーブルに目を落としている。たぶん、何か考えているのだろう。それだけしか、レーレにはわからなかった。



　　　



　意外だった。部屋で二人きりになったら、まず間違いなくクローデルでの出来事について追及されるだろう。ユユは覚悟していたのだ。そうならなかった。

「寝台は俺おれが使う。おまえは床だ。文句があるなら言え」

「……そんな、文句なんて。ご厄介になるのは、こちらですから」

「まったく迷惑な話だ。ヨナハンめ」

　セルジュは毒づきながら部屋から出ていって、ほどなく盥たらいと布を手に戻ってきた。そうして突然、服を脱いで素っ裸になった。これにはユユも驚いた。思わずセルジュの裸体を凝視してしまい、恥ずかしくなった。

「どうした」

　セルジュは鼻で笑った。

「おまえも女なんだ。べつにめずらしくもないだろう」

「え。あ、はい。めずらしくはありませんけど」

「おまえは？」

「はい？」

「禊みそぎだ。旅の間はなかなかできないだろう。毎日宿に泊まれるわけじゃない。できるときに身を清めておいたほうがいいんじゃないのか」

「そ、そうですね」

　答えてしまってから後悔した。サイオンの教えでは一週間に三度ということになっているけれど、ユユはできれば毎日でも身体からだを清めたい。ただ、昨夜、レーレに見張らせて川で水浴びをしたし、我慢しようと思えばできる。

「でも、わたしは」

「亭主か女房に言えば、禊の道具を貸してくれる。行ってこい」

「……じゃあ、セルジュさんの禊が終わったあとで」

「ふん。そうだな。そのほうがいいか」

　セルジュは床に膝ひざをついて、濡ぬらした布で身体をふき清めはじめた。ユユみたいに自己流じゃない。サイオンの密儀で定められたとおりのやり方だ。女。この人は女なのだ。筋肉質だけれど、男の人とはぜんぜん違う。首がほっそりしていて、肩幅は狭い。腰も細くて、おしりには丸みがある。腕も、足も、レーレみたいにごつごつしていない。乳房だってふくらんでいる。決して小さくはない。けっこう大きいかもしれない。鍛え抜かれ、余分な脂肪が削そぎ落おとされて、いくつもの傷を負い、治りかけていても、女の身体だ。

　どこからどう見ても女だからこそ、余計に無残で、痛ましい。

　禊みそぎが終わると、セルジュは胸に布を何重にも巻いて肌着を身につけ、服を着た。

「悪いが、ついでに俺おれが借りてきた道具を返してきてくれ」

「わかりました」

　やむをえない。ユユはセルジュが使った盥たらいと布を持って亭主のところへ行き、別の盥と布を貸してもらった。部屋に戻って、服を脱ごうとした。セルジュの視線が気になって、なかなか思いきることができなかった。

「……あの、できれば、向こうを見ていてくれると」

「ああ、そうか。すまない」

　セルジュは顔をそむけた。ユユはそっと息をついて裸になった。禊の正式な手順は覚えている。さっきセルジュを見て確認したので、大丈夫だろう。まずは手から。額。頬ほお。顎あご。首。つめたい布で身体からだをふいていると、視線を感じた。

　当然、セルジュだった。少しだけ眉まゆをひそめ、唇の端を噛かんで、ユユをじっと見つめている。何なのだろう。この人は。ユユはあえて身体の正面をセルジュに向けた。

「めずらしいですか」

「周りは男ばかりだ」

　セルジュは引きつった薄笑いを浮かべた。

「あたりまえだ。女は騎士になれない。だから、俺は男として育てられたし、男として振る舞っている。周りはそう見ていないがな。当然だ。いくら男のふりをしても、身体は女だ。こればかりはどうしようもないだろう？」

　ユユは答えられなかった。返事を期待されているわけでもなさそうだ。

「たまに、わからなくなる」

　セルジュは氷のようにつめたいのに、それでいて奇妙な熱をはらんだ瞳ひとみで、なぶるようにユユの胸や下腹部を見た。

「俺は男なのか。女なのか。結局、女を捨てきることはできないと思うこともある。だが、もう女じゃないような気もする」

　怖い、この人。危険だ。ユユはあとずさりしそうになった。なんとかこらえた。

「こうしておまえを見ていると、余計にわからなくなってくる」

　セルジュは唇を舐なめた。今度の薄笑いは引きつっていなかった。

「俺は女なのか。それとも、男なのか。どっちなんだろうな」

　地ち下か牢ろうの看守を思いだした。あの目。血走った目。野獣の目。あの下げ衆すはユユに劣情を催していた。屈辱だった。あの外道はまだ生きているのか。魔女の襲撃を切り抜けただろうか。もし生きているのなら、今すぐクローデルに戻ってこの手で息の根を止めたい。消し去りたい。あの記憶を。人間たちの憎悪。悪意。罵ののしられ、石を投げられ、殺されかけた。思いだすと、怒りで胸が灼やける。絶望が蘇よみがえってきて、気が狂いそうになる。

　それ以上に、恐ろしい。とてつもなく恐ろしい。恐ろしくてたまらない。いや。一人はいや。もう絶対にいや。レーレ。助けて。助けなさいよ。だめ。そんなことを考えたら、弱くなってしまう。立っていられなくなる。

　ユユは禊みそぎを再開した。

　セルジュが喉のどを鳴らして笑った。

「冗談だ。冗談に決まっているだろう。いくらなんでも、女に欲情したりしない。安心しろ、ユユ・ビューレ。おかしなことはしないさ」

「わたしはユユ・イジュールです」

「そうか。そうだったな」

　セルジュはいきなり近づいてきて、ユユの肩に手を置いた。

　それから首に指を這はわせ、耳みみ許もとで囁ささやいた。寒気がした。

「そういうことにしておいてやるよ、ユユ。とりあえず今は、な」



　　　



　レーレは床に藁わら布団を敷いて、その上で横になっている。野宿とは比べものにならないほど快適だ。でも、寝つけない。眠れるはずがない。

　すぐそばの寝台でヨナハンが寝ている。

　その気配だけで、どうもだめだ。さらに、鼾いびきはさほどでもないのだけれど、寝言がうるさい。寝言のわりには、やけにはっきり喋しやべるのだ。

「そこから剣をとってくれ！」

「まさかりなのだな。ようするに。だから、風邪をひいたのだ……」

「イェレミー！　そうじゃない！　上段の構えだ！」

「いや……もう一度、頼む……空が泣いているようだな、石を拾って……」

「アラベラ……」

「一面識もないのだ！　そういうことになっていた。うん。そうだ……」

　何なんだ、こいつ。夢でも見ているのか。だとしたら、さぞかしめちゃくちゃな夢に違いない。まったく脈絡がなくて、意味不明だ。つい耳を傾けてしまうから、よくないのか。聞かなければいい。

　レーレは寝台に背を向け、頭を抱えるようにして耳をふさいだ。

　いきなりだった。大声で名を呼ばれた。

「レーレ！」

「え？」

　身を起こして寝台のほうを見た。ヨナハンは寝ている。眠っているのに、笑いだした。

「ははははは……そう、目がな。とんでもないことだぞ、それは……うん……レーレ、私はよくないと思うが……ははははは……いや、先に行ってくれ、馬で……」

　頼むから、勝手に人を夢の中に登場させないでほしい。いったい目がどうしたのか。何がとんでもないことなのか知らないけれど、馬か。

　ヨナハンとセルジュは騎士だ。きっと騎馬の旅だろう。この宿には馬小屋がある。二人の馬もそこにいるはずだ。馬。先に行ってくれ、と言っていた。いっそのこと、お言葉に甘えようか。ヨナハンの馬を頂ちよう戴だいして、ユユと二人で宿屋を飛びだすのだ。馬には一応、乗れる。二人乗りの経験はないが、練習すればなんとかなるだろう。馬を売り払って、金に換えてもいい。

　レーレはふたたび身体からだを横たえて、ため息をついた。

　だめだ。盗人ぬすつとみたいな真ま似ねはできない。もともと、棒勝負や見み様よう見み真ま似ねの曲芸を始めたのも、他人から盗まずに金を稼ぐためなのだ。本当は、店先から品物をかすめとったり、民家に忍びこんで泥棒を働いたりすることもできる。おそらくレーレにとっては、そっちのほうが簡単だ。でも、ユユが喜ばない。それどころか、必ず怒る。

　そこらの人間に、なぜ盗みはいけないのか、と尋ねたら、きっと、主しゆが禁じているから、と答えるだろう。ユユはたぶん、違う。ユユなりの理由があるはずだ。というより、以前、聞かされた覚えがある。何だったか。忘れてしまった。

　いずれにしても、ユユの気が変わるまでは、毎晩、ヨナハンの寝言に耐えないといけない。そういうことなのだろう。ユユに逆らうことはできないので、あきらめるしかなさそうだ。

　ふと思った。

　ヨナハンとセルジュは、きっと馬に乗っている。レーレとユユはもちろん、徒歩だ。一緒に旅をするとしたら、ヨナハンたちは馬を引いて歩くのか。それとも、レーレとユユを馬に乗せてくれるのか。だとしたら、二人乗りすることになるだろう。

　ヨナハンと二人乗り……？

　寒くもないのに、鳥肌が立った。いやだ。考えたくない。ヨナハンのことは頭から追い払おう。別のことを考えよう。ユユ、どうしてるかな。セルジュとうまくやっているだろうか。あのセルジュと？　絶対、無理だ。せめて、何か変なことになっていなければいい。だんだん心配になってきた。ヨナハンの寝言はやまない。今夜は眠れそうになかった。



    

  
    
      
第２話　【嘘つきと純真】





　あのころ彼女はまだヘルガではなかった。

　もうだいぶ前の出来事だ。

　谷の底で出会った狼は、彼女に危害を加えなかった。少し離れた場所に座って、じっと彼女を見つめていた。彼女はすぐにわかった。あの狼はいい狼だ。

　彼女が手招きすると、狼はゆっくりと近づいてきた。彼女は狼の頭を撫なでた。

　すごいなあ、と誰だれかが言った。誰なの？　彼女はびっくりしてあたりを見まわした。彼らは間もなく姿を現した。木陰に隠れていたのだ。小さな人間だった。幼い彼女よりも小さかった。彼らは、キュム、ロンロ、と名乗って、狼は、バルツア、という名前なのだと教えてくれた。

　キュムとロンロ、バルツアに連れられて、彼女は森の隠れ家を訪れたのだ。

　森の隠れ家には魔女がいた。彼女は魔女の怖い話をたくさん知っていた。それなのに、本物の魔女はなぜだかちっとも怖くなかった。

　森で迷子になってしまったのだね。きっと親おや御ごが捜しているだろう。すぐ街に帰してやりたいが、少し時間がたってからだ。人間は魔女を恐れているからね。ポルモや狼も、人間にとっては敵だからね。ほとぼりがさめたら、街に送り届けてやろう。

　彼女は魔女の言葉を信じた。何より、彼女はキュムとロンロやバルツアのことがいたく気に入っていた。彼女は森の隠れ家で何日かすごした。帰るときはとても悲しかった。

　いいかい。この隠れ家やわたしたちのことは、決して誰にも言っちゃいけないよ。

　言わなければ、また会える？

　それはわからないね。でも、キュムも、ロンロも、バルツアも、お嬢ちゃんのことは決して忘れないよ。

　彼女は家に帰った。父はたいそう喜んでくれた。泣きながら、彼女を大いに叱しかった。

　いけない子だ。心配したのだよ。いけない子だ。おまえを愛しているのだよ。

　父は彼女を家に閉じこめた。いつも父か他の誰かに見張られていた。彼女は家の中でかくれんぼをして父の手を焼かせながら、絶えず森のことを考えていた。

　森にはいい魔女と彼女の友だちが住んでいる。彼女は森が恋しかった。



　　　



　クルク川を渡って東へ向かうごとに、森は深まる一方だった。

　人の通り道はいつ森に侵されるかわからない。木々はまるで魔物のようだ。きこりたちが懸命にまさかりを振るっても追っつかない。木はどんどん芽を出して、空き地を埋めつくそうとする。

「人は森と戦いつづけなければならない！　それはいわば宿命なのだ！」

　ヨナハンの馬はアルフォンスという栗くり毛げの牡おすだ。もとは軍馬だったらしいけれど、今は戦場には出ていない。人間でいえば初老だが、堂々たる体格で、ヨナハンとレーレを乗せ、そのうえ荷物を載せて歩いても、疲れ知らずだ。

　馬はちっとも悪くない。自分の足で歩くよりずっと速いことも事実だ。でも、馬上にいる間は、ヨナハンにつかまっていないといけない。それがたまらなくいやだ。

「私の故郷、父の領地ということになるが、猫の額ほどの広さでも、森との戦いは、それはもう熾し烈れつなのだ！　もちろん、猫の額よりは広いがな！」

　それは前にも聞いたよ。声を出す元気もない。レーレと同じように、セルジュにしがみついているユユも静かだ。めったに口を開かない。

「私も帰郷すると、よくきこりの真ま似ね事ごとをしたりする！　あとは狼だな！　連中は本当に油断も隙すきもない！　こちらが少しでも気を抜くと、家畜を襲う！　おととしは、警戒のために飼っていた犬までやられてしまった！　食べるためだけではないのだ！　殺すために殺すこともある！　そうして我々に恐怖心を植えつけようとしているのだろうな！　じつに狡こう猾かつで、厄介な敵だ！」

　狼か。あの隻せき眼がんの狼は、たしかにかなり頭がよさそうだった。ユユが言っていた。あの狼は魔女の一味で、ルカオンという名前なのだという。あいつに率いられた狼の群れなら、簡単に人間たちを手玉にとってしまいそうだ。

「かといって、我々はもちろん、負けるわけにはいかない！　人々の生活がかかっているのだ！　星の鎖で実験的に使っている火ひ打うち銃じゆうは、とりわけ狼に対して、非常に有効だということがわかっている！　あれが一般化されれば――」

「ヨナハン！」

　前を行くセルジュが、首だけ振り返らせて声を荒らげた。

「隊の機密をべらべら喋しやべるな！　それでも聖騎士か！」

「おお！　私としたことが！　ついうっかり！　だが、レーレは義勇兵としてあの戦いに参加したからな！　火打銃のことは知っているはずだ！」

「火打銃って……あの、魔女を怪け我がさせた？」

　岩山の魔女砦とりでの手前だった。戦いのさなか、騎士たちが魔女の軍勢に迫り、急停止した。彼らは棒のようなものを持っていた。すごい音がして、その先端から小さなものが飛びだした。それを浴びせられた金髪の魔女の胸や腕には、円い穴があいていた。

「そうだ！　火薬というものを使って、銃弾を撃ちだす仕組みなのだ！　これは、もともと魔女たちが――」

「ヨナハン！　いいかげんにしろ！」

「おっと、すまない！　だが、まあ、セルジュ！　そう怒るな！　いちいち声を荒立てていたら、疲れてしまうぞ！」

「おまえのせいだろうが！」

「言われてみれば、そのとおりだ！　心しよう！」

　ヨナハンは楽しげに笑った。レーレはヨナハンの背中にしがみついているので、笑い声が音としてだけでなく、振動としても伝わってくる。ヨナハンの体温も。なんだかもう、本当にいやだ。もともと好きじゃないけれど、かなり本気で嫌いになってきた。

　次の街についたら、ヨナハンたちとは別れよう。ユユと話しあってみよう。ユユだって、ずっと浮かない顔をしている。大丈夫かと訊きいても、平気よ、という答えしか返ってこない。でも、べつにこいつらと一緒にいたいと思っているわけじゃないはずだ。レーレは歯を食いしばった。それまでの辛抱だ。



　　　



　街道から少し入ったところにきれいな泉があるというので、今日はそのそばで野宿することになった。

　ネルリンの街を出てから四日たつ。昨日、国境を越えたので、ここはもうスタンリー公国だ。明後日、フォースターという街にたどりつくことができれば、ヨナハン・クロムスティードの故郷まで、あと少しらしい。

　レーレとヨナハンが火を熾おこしたり寝場所を整えたりしている間に、ユユとセルジュは先に泉で禊みそぎをすることになった。

　相変わらずセルジュはいい脱ぎっぷりだった。泉を前にすると、あっという間に全裸になって地面に膝ひざをついた。泉の水で濡ぬらした布で身体からだをふきながら、セルジュはちらりとユユを見た。

「恥じらいがない女だとでも思っているのか」

「女同士でしょう」

　ユユも服を脱いで、セルジュの隣で禊を始めた。

「わたしだって、恥ずかしくなんかないわ」

「嘘うそをつけ。おまえは俺おれに怯おびえている」

　セルジュは突然、ユユの腕をつかんだ。ユユは悲鳴をもらしかけて、我慢した。弱みを見せたらだめだ。セルジュはじわじわとユユを追いつめようとしている。ユユが音を上げるのを待っているのだ。それか、ユユが逃げだすのを。

「どうしてわたしがあなたに怯えないといけないんですか」

「知っているからだ」

　セルジュは唇の端を舐なめて、ユユの腕から手を離した。そうかと思ったら、首を絞めてきた。いや、ふれているだけだ。絞めてはいない。今はまだ。

「くわしく言わないとわからないのか。俺はあの魔女審判を見物していた。ヨナハンは興味がないとかぬかして、剣の練習か何かしていたらしいがな。俺は魔女の顔を拝みたかった。何を話すのか聞いてみたかった。魔女は俺たちの敵だ。戦いは敵を知り己を知る者が勝つ。俺は知りたかった。人間のふりをした魔女がどんな面ツラをしているのか。どう言い逃れしようとするのか。ぶざまに哀れみを乞こうのか。開きなおって呪じゆ詛その言葉でも吐くのか。おまえはそのどれでもなかったな、ユユ・ビューレ」

「何度言ったらわかるの？　わたしはユユ・イジュールよ」

「ほざくな。俺は見た。そう言っているだろう。俺は覚えている。おまえの顔を。はっきりとな。その声も。間違えようがない。おまえはあの魔女だ」

　信じない。信じてはだめだ。もしセルジュが本当に確信を持っているのなら、もっと早く何らかの手を打っていたはずだ。きっとセルジュは嘘をついている。魔女審判を見物したのは事実かもしれないけれど、たぶんユユを近くで見たわけじゃない。もしかして、ユユ・イジュールはあのユユ・ビューレなのではないか。セルジュは疑っているだけだ。少なくとも、今のところは。

　それに、星の鎖の隊長が言っていた。刑は執行された。記録上はそうなっている、と。ユユ・ビューレは魔女として刑死したのだ。ユユ・イジュールがユユ・ビューレであるためには、ユユ・ビューレが生きていなければいけない。裁きを受けて死んだはずの魔女が、じつは生きていた。そんなことをセルジュが証明できるだろうか。できっこない。

「手をどけて」

「勘違いするなよ、魔女。おまえは俺に要求できる立場じゃない。せめて懇願しろ」

「冗談じゃないわ。わたしは悪いことなんて何もしていないのよ」

「おまえみたいな女が、大手を振って歩いているだけで罪だ。おまえの存在自体が。女のくせに白昼堂々肌をさらして。男を誘っているのか。とんだ淫いん売ばいだ」

「わたしがどんな恰かつ好こうをしようと、わたしの勝手でしょう」

「勝手なものか。主しゆが許さない」

「奇跡の書オルタメントにそんな教えはないはずだわ。主は姦かん淫いんや獣じゆう姦かんを禁じられただけよ。女の自由を奪ってきたのは主しゆじゃない。男たちでしょう」

「平民の分際で。聖職者でもないのに、騎士に向かって教義を講釈するのか」

「女は騎士になれない。それだって男が決めたことじゃないの？」

「黙れ、魔女。俺おれは女じゃない」

「どこからどう見たって、あなたは女よ」

「貴様……！」

　セルジュはとうとうユユの首を絞めはじめた。女の人の力じゃない。すごい形相だ。怒りに我を忘れている。ユユは違う。冷静だ。セルジュが感情的になればなるほど、熱くなればなるほど、ユユの心は冷えてゆく。

　きっとセルジュは、ユユが反撃してくるなんて夢にも思っていないだろう。無警戒だ。簡単だった。ユユはセルジュに組みついて押し倒した。そこまではよかった。セルジュはすぐにユユをはねのけようとした。ユユは必死に押さえつけようとしたのだけれど、筋力に差がある。だめだ。上下が入れ替わる。転がった。そっちは地面じゃない。泉だ。

　大きな水音がした。つめたい。セルジュは両手でユユの首をつかみ、泉の底に押しつけた。泉は浅い。とはいえ、人間が横になれば沈んでしまう程度の深さはある。苦しい。息ができない。でも、両手は自由だ。ユユは手をのばして、セルジュの顔やら首やらを引ひっ掻かいた。

「――つっ……！」

　セルジュが怯ひるんだ。その隙すきにユユはセルジュを押しのけた。逃げはしなかった。やられっぱなしでは腹の虫が治まらない。ユユは起きあがるなり、セルジュの胸を蹴けりつけた。セルジュは低く呻うめいて仰あお向むけに倒れた。水しぶきがあがった。ユユはセルジュに飛びかかろうとした。果たせなかった。セルジュが倒れた姿勢のまま足をのばしてきた。おなかを蹴られた。ユユは尻しり餅もちをついた。立ちあがったセルジュが、ユユの髪の毛を引っつかんだ。痛い。頭皮が剥はがれてしまいそう。きっと顔面から泉に突っこませる気だ。無我夢中だった。ユユはセルジュの脚にしがみついて、太ふと腿ももに思いきり噛かみついた。

「あっ……！」

　セルジュの手がユユの髪の毛から離れた。ユユはセルジュの足首をすくいあげて転倒させた。今だ。ユユは駆けだした。泉から出て自分の服を拾い、振り向くと、セルジュが追いかけてこようとしていた。まずい。今度は本当に殺される。セルジュが油断せず、本気になれば、ユユに勝ち目はない。足がもつれた。ユユは転んだ。セルジュが笑った。追いつかれる。つかみかかってくる。その寸前だった。

「どうした！　セルジュ！　何事だ……！」

　ヨナハンだ。その後ろから、レーレも。二人が茂みの向こうから飛びだしてきたのだ。

　ユユはとっさに隠すべきところを服で隠した。

　セルジュはヨナハンに目をやって、それから自分の身体からだを見た。

「はっ――」

「おお……」

　ヨナハンはあとずさった。剣の柄つかに手をかけて、裸のセルジュを凝視している。レーレはユユと目があうと、慌てて後ろを向いた。

　セルジュは自分の服を拾った。着るのではなく、ヨナハンめがけて投げつけた。

「消えろ、失うせろ、死ね……！」

「むおっ！」

　セルジュの服はヨナハンの顔面に命中した。ヨナハンはセルジュの服を頭から被かぶるような恰かつ好こうになった。あれでは前が見えないだろう。ヨナハンはかまわず踵きびすを返した。レーレもつづいた。セルジュは地面を蹴けって叫んだ。

「馬ば鹿か！　服を返せ！　裸のままでいろっていうのか！」

「ああ、そ、それもそうだな、すまない！」

　茂みの中から服が飛んできた。セルジュは拾いあげた服を大急ぎで着はじめた。ユユも一つため息をついてから、服を身につけた。セルジュはせっかく着終えたのに、上だけまた脱いだ。

「ええい、さらしを巻くのを忘れた！　くそ……！」



    

  
    
      



    

  
    
      　ユユはセルジュがいつも胸に巻いている長い布を手にとった。セルジュはユユから布をひったくろうとした。させなかった。

「手伝うわ」

「余計なことをするな！」

「ごめんなさい」

　ユユは素早くセルジュの後ろに回りこんで、意外と大きな胸に布を巻きつけた。

「引ひっ掻かいたり、噛かんだりして」

「何を謝ってるんだ！　あたしはおまえを絞め殺そうとしたんだぞ！」

「でも、ごめんなさい」

　布をぎゅっと締めると、セルジュは、ふ、と小さな吐息をもらした。ユユは意地悪をしたわけじゃない。セルジュが自分で胸に布を巻いている場面を何度か見たので、ユユも心得ている。かなりきつく巻かないといけないのだ。

「顔に傷をつけてしまったわ」

「そんなの、しょっちゅうだ」

　セルジュはあらがうのをやめたようだ。

「魔女討伐隊は、同じ聖騎士団の中にあっても、お飾りの教都防衛隊とは違う。実戦に次ぐ実戦だ。生傷が絶えない」

「本当に、傷だらけ」

「勲章みたいなものさ。さっきのことだってな。裸を見られたのだって」

　セルジュは短く笑った。どこか寂しげな、苦しそうな笑い方だった。

「たいしたことじゃない。男どもの中で生活しているんだからな。しかも、連中はあたしが女だと知っている。おまえは男を嫌っているようだし、だいたい想像はつくだろう。あいつらがどんなことを企たくらむか。いや。きっと無理だな。やつらの下劣さは想像を絶する。やつらは――」

　セルジュの肩が震えだした。怒りや口惜しさをこらえているのだ。さぞかしひどい目に遭ってきたのだろう。あの看守の欲望に濁った目を思いだす。身震いするほどの嫌悪感。セルジュは日常的にああいう眼まな差ざしにさらされてきた。今もさらされているのかもしれない。かわいそうに。ユユは布の端を結んだ。

「できたわ」

「背中で結んだのか。ほどけないじゃないか」

「わたしがほどいてあげればいいことでしょう」

　セルジュが振り返った。ユユは微笑ほほえんでみせた。少しぎこちない笑みだったかもしれない。セルジュはすぐにうつむいてしまった。

「……まあ、いい。巻きなおすのも面倒だしな」

「次は気をつけるわ、セルジュ」

　この人はかわいそうだ。そして、弱い。つけいる隙すきはたくさんある。そう考えた瞬間、見えない針がユユの心臓をちくりと刺した。でも、やむをえないのだ。

　逃げるわけにはゆかない。もし逃げたら、セルジュが騒ぎだすだろう。やっぱりあいつはユユ・ビューレだ、魔女に違いない、と。

　ユユだってわかっている。ユユ・イジュールはユユ・ビューレによく似ているかもしれない。ただそっくりなだけで、赤の他人だ。いざとなれば、そんな理屈は通らない。逃げたりしたら、追っ手がかかるかもしれない。捕まったら、また魔女審判を受けさせられて、火あぶりにされる。いや。絶対にいや。冗談じゃないわ。二度と御免よ。

　セルジュ・フレンドール。この人を丸めこむしかない。それが最善なのだ。

　でも、レーレはセルジュの裸を見たのだろうか。レーレは目がいい。まず間違いなく、ばっちり見ただろう。あのスケベ。許さないんだから。



　　　



　フォースターの街には日暮れに入って宿で一泊しただけだった。朝食をとってすぐ発たったので、何の印象もない。

　ヨナハンの父の領地は、フォースターから北に三日ほど歩いた場所にあるらしい。レーレたちにはヨナハンとセルジュの馬があるので、一日半か、せいぜい二日だろう。

　このあたりは農地が多い。たいていは畑や草むらに囲まれた丘があって、その上に大きな家が建っている。

「あれは騎士の館やかただ！　丘の上にある館を中心とした農村、これがだいたい一般的な騎士の領地の姿だと思ってくれてかまわない！」

　ヨナハンは栗くり毛げのアルフォンスを並足で進ませている。この速さなら、ヨナハンの背中にしっかりとしがみつく必要はない。

「ちなみに、精強をもって鳴る黒くろ金がね騎士団を擁する我がスタンリー公国では、ことのほか武が重んじられる。武官が文官よりもあらゆる面で優遇されているわけだな！　武官は騎士になれば領地を持つことができるが、文官はそうはいかない。ここだけの話、俸給は決して高いとはいえないから、領地がないとなかなか大変なのだ！」

　ここだけの話というわりには、やたらと大声だ。道沿いで草むしりをしていた農夫が、手を止めてヨナハンを見上げている。ヨナハンは農夫の視線に気づいて、やあ、と声をかけた。農夫は何か挨あい拶さつらしいことをごにょごにょ言って、どこかへ行ってしまった。

「我がスタンリー公国では、出自が平民であろうと、やりようによっては騎士になることができる！　たとえば、レーレ！　君ほどの者ならば、私の従卒として少し戦場を経験すれば、必ずや諸しよ卿けいの目にとまるだろう。諸卿が公王に推挙してくれさえすれば、君は准じゆん騎士だ！　その先、領地持ちの騎士になるのは少々大変だが、とりあえず准騎士として俸給はもらえる！　ちなみに、私やセルジュも身分は准騎士だ。騎士の子なのでな！　騎士修練を受けて十六歳になれば、自動的に准騎士に叙されるのだ！」

　ヨナハンはアルフォンスに声をかけながら手綱を操って、少し速度を上げた。セルジュとユユを乗せて前を行く葦あし毛げの馬が足を速めたからだ。

　泉での一件以来、あの二人はろくに口をきいてくれない。ヨナハンだけじゃなく、レーレともだ。あんなことがあったので、しょうがないか。でも、わざとじゃない。裸を見るつもりなんてなかった。争っているような物音や声が聞こえて、レーレは本気で心配したのだ。セルジュは変なやつだし、喧けん嘩かっ早ぱやい。ユユのことをあやしんでいるようでもあった。とうとう二人の間に何か起こったのではないか。場合によっては、ユユを連れて逃げださないといけない。レーレはとっさにそこまで覚悟していた。

　それなのに、どういうことだろう。

　泉をあとにしてから、ユユとセルジュは妙に仲がいい。ヨナハンやレーレには目もくれずに、二人だけでよく何か話している。あのセルジュがかすかな笑みをのぞかせることもたまにある。ユユと喋しやべっているときのセルジュは、なんだか普通の女みたいだ。表情がやわらかくて、いつものぴりぴりした感じがだいぶ薄らいでいる。

　やっぱり女なのだ。身体からだもちゃんと女だったし。あたりまえだけど。

　つい思いだしてしまった。慌てて打ち消そうとした。なかなか消えてくれない。一瞬だけだった。でも、目に焼きついた。ユユは服で胸や下腹部を隠していた。セルジュは違った。初めて見た。素っ裸だった。もやもやした変な気分になってくる。だめだ。忘れよう。女の裸を見るなんて、つぶさに覚えているなんて、よくないことだ。ユユも怒る。なんで怒るのかわからないけれど、実際、無視されている。

「どうだ、レーレ！　星の鎖の従士になる気はないか！」

「……それ、前に断らなかったっけ」

「念のためだ！」

「しつこいと、嫌われるよ」

「むう!?　ひょっとして、君は私が嫌いなのか!?」

「いや……」

　馬に二人乗りさせてもらっているのだ。旅費も出してもらっている。嫌いなのかと訊きかれて、ああそうだ、とは答えにくい。口に出さなくても、態度でわかりそうなものだけれど、ヨナハンは鈍いのだ。

「べつに、そんなことはないけど」

「それならばよかった！　友に疎うとまれるほど悲しいことはないからな！」

　だから、誰だれが友なんだよ。レーレはぐっとこらえて、別のことを言った。

「セルジュには嫌われちゃったんじゃないの」

「ああ！　あれはだな――」

　ヨナハンは首を振り返らせて声をひそめた。

「よくあることなのだ。ああいうことが、というわけではないぞ。それは断じて違う。私は女性のその、そういう、何だ、つまり、覗のぞきを働いたりはしない。そうではなくて、セルジュが何かで腹を立てて、私と目もあわせない、そんなことはこれまで何度もあった。こういうときは、何を言ってもたいてい無駄なのだ。長いつきあいだしな。セルジュのことは理解しているつもりだ。まあ、しばらくしたら機嫌も直るだろう。時間だけが解決してくれるということだな」

　考えてみれば、ユユにもそういう部分がないとは言えない。女だから、似ているのだろうか。女同士だから、二人は打ち解けているのか。

「……でも、あれはさすがに、ちょっとまずくないかな」

「うむ。じつは私も多少不安だ……」

「見たんでしょ。あんたも」

「思いきり直視してしまった」

「……まさか、ユユのは見てないよね？」

「それはない。ユユさんはしっかり隠していたからな」

「見たんじゃないか！」

「いや！　ちらっとだ！　ほとんど見ていない！　本当だ！　信じてくれ、レーレ！　聖騎士の誇りにかけて、私は嘘うそをついたりしない！」

　どこをどの程度まで見たのか、あとでくわしく吐かせないといけない。でも、そんなことを聞きだしてどうするのか。どうにもならない。ヨナハンの記憶を消してしまえるわけではないのだ。

　誰にもユユを見てほしくない。ユユのことを知っていて、覚えていて、そばにいることができるのは、レーレだけでいい。ユユと二人きりになりたい。他には何もいらない。違う。そうじゃない。他には何もないほうがいい。

　そんなことを言ったら、ユユはたぶんいやがるだろう。きっとレーレから離れてゆこうとするだろう。

　離ればなれにはなりたくない。あんな思いをするのは一度でいい。二度はいらない。

　だから、ユユのそばにいられるのなら、もう何でもいい。どんなことにも耐えられる。耐えてみせる。

「レーレ！　しっかりつかまってくれ！　セルジュが我々を置き去りにしようとしているようだ……！」

　ヨナハンが、ヤアッ、とアルフォンスに掛け声をかけ、馬ば腹ふくを足で叩たたいた。レーレはやむをえずヨナハンの背中にがっちりとしがみついた。前から思っていたのだけれど、こいつ、人より体温が高いのか。身体からだ中じゆうがやたらと熱い。もう炎えん星せい月づき、７の月だし、汗ばんでもいる。

「いいぞ、アルフォンス！　この調子なら、すぐに追いつける！　ああ、いい風だ！　爽そう快かいだな、レーレ……！」

　おれはその反対だよ。かなり気持ち悪い。

　言わなかった。レーレはひたすら黙って我慢しつづけた。



　　　



　ヨナハンと面識がある騎士に一夜の宿を求めて、領内の空き家を貸してもらった。

　旅は終わりに近づいている。明日にはヨナハンの父、ルイス・クロムスティードの領地フェアロンドにたどりつくことができそうだ。セルジュの父、マーカス・フレンドールの領地フェアサイドはその隣なので、フェアロンドまで同行してくれるらしい。

　セルジュはユユに背中を向けて、静かな寝息を立てている。今は眠っているけれど、そのうちびくっと身体を震わせて目を覚ますだろう。一晩のうちに、それを何度も繰り返す。ユユは知っている。注意深く観察しているからだ。ひどいときは、飛び起きて剣を抜こうとすることもある。

「――ふっ……！」

　ほら。始まった。セルジュは上体を起こして、剣を捜した。見つけた剣を、でも、すぐに手放して、肩で息をしている。

「セルジュ……？」

　ユユは目をこすりながら、ぼんやりした声を出した。

「どうしたの……？　大丈夫……？」

「ああ」

　セルジュは懸命に呼吸を整えようとしている。

「何でもない。起こしてしまったみたいだな。すまない。平気だ」

「そう……」

　ユユはゆっくりと身体を起こして、あたりを見まわした。たぶん、半分寝ぼけているように見えるだろう。レーレとヨナハンは別の部屋にいる。部屋というか、外だ。小さな家で、部屋は一つしかないから、男どもは馬小屋に追いやった。ここにはユユとセルジュしかいない。セルジュはもう、むしろそのほうが落ちつく、と思っているはずだ。ユユがそうさせたのだ。

「何か、悪い夢でも見たの？」

「いや……」

　セルジュは首を横に振って、それからうなずいた。

「そうだな。夢のような、記憶のような……実際にあったことだ。でも、微妙に違う」

「何があったの？」

「言葉にはできないようなことだ」

　でも、セルジュはそれを話したがっている。誰だれかに打ち明けて、楽になりたい。それがセルジュの望みだ。ユユは叶かなえてあげればいい。そうすれば、セルジュはもっとユユに心を許すようになるだろう。かといって、焦ってはだめだ。口を割らせるのではない。話したい気分にさせて、ユユはただそれを聞いてあげればいい。

　ユユはセルジュに躙にじり寄よって、そっと肩を抱いた。セルジュは身体からだをこわばらせただけで、拒まなかった。ユユはその耳みみ許もとで囁ささやいた。

「ずっとつらかったのね」

「……そんなことはない。そんなことは。そう思ってしまったら、あたしの負けだ。負けたら、あたしは……立っていられなくなる」

　一人もいなかったのだ。誰もセルジュ・フレンドールの心の声に耳を傾けなかった。ヨナハンはセルジュを心配していたかもしれない。でも、あの男は鈍感だ。女の子が欲するような気づかいなんてできない。男たちはセルジュをからかい、欲望の目で見て、何かひどいことをしたのだろう。セルジュは孤独だった。寂しくて、苦しくて、追いつめられていた。自分を守ることで精一杯だったはずだ。なんてかわいそうなセルジュ。

「たいしたことはないんだ。本当に、たいしたことは。言葉にできないなんて、そんなの大おお袈げ裟さだ。やつらにとってみれば……単なる悪戯いたずらなんだろう。あたしの服を隠したり、着替えているところをじろじろ見たり。あたしの前を裸でうろついたり。変なものを見せつけたり。何度か寝込みを襲われたこともある。当然、追い払った。あたしは何もされてない。何も。やつらの汚らわしい手にさわられたくらいで、それが何だ。何でもない。何でも。あたしは……平気だ」

　嘘うそつき。ぜんぜん平気じゃないくせに。でも、今までセルジュは強がりを言うことさえできなかったのだ。その相手がいなかった。誰かに慰めたり励ましたりしてほしい。そう願っていたはずだけれど、あきらめるしかなかった。周りは敵だらけ。孤立無援。希望なんてない。その気持ちはユユも理解できる。痛いほど。

　本当に痛い。石の床と壁の、あのつめたさ。ありとあらゆる屈辱。憎悪。殺意。無力感。ユユは心の底から望んだ。世界よ、滅びろ。愚かな人間たちは残らず死んでしまえばいい。現実は逆だった。滅ぼされようとしていたのはユユだった。ああ、わたしは死ぬんだ。もう死んでしまうんだ。まだ何もしていないのに。なぜ？　なぜ？　なぜ？　どうしてわたしが死ななければならないの？　死にたくない。死にたくない。死にたくない。でも、死ぬんだ。殺されるんだ。ぜんぶ終わってしまうんだ。

「ユユ……？」

　窓の板戸の隙すき間まから月明かりが射さしこんでいる。

　セルジュがユユを見ていた。目を瞠みはっている。

「ど、どうした。おまえ、泣いて……」

「ごめんなさい」

　ユユは涙をぬぐい、セルジュの肩を抱いている手に力をこめた。

「わたしが泣いても仕方ないって、わかっているけど。でも、たいしたことじゃないなんて、わたしにはとうてい思えない。連中にとっては悪戯いたずらにすぎなくても、セルジュにとっては違うでしょう」

「どうしようもないさ。女なのに、男のふりをして騎士を気どっている。そんな者が身近にいれば、誰だれだって」

「だけど、そんなこと、主しゆだってお許しにならないわ」

「……あいつらも、悪気があってしているわけじゃないかもしれないし」

　セルジュ・フレンドール。かわいそうで、弱い女。下劣な同僚を憎みきることもできない。きっと、憎んで、憎んで、憎みきった連中と轡くつわを並べないといけないのは、つらいからだ。自分が誉ほまれ高い聖騎士だということにも、誇りを持っていたい。聖騎士といえども、所しよ詮せんはただの人間で、くずみたいな下げ衆すも大勢いる。そうは思いたくない。自分を守りたい。支えたい。そうしないと、セルジュは立っていられないのだ。

　いいわ。セルジュ。だったら、代わりにわたしが憎んであげる。

「わたしは許さないわ。あなたにそんなことをした連中が今ここにいたら、こう言ってやるのに。恥を知りなさい、跪ひざまずいて、セルジュに謝りなさいって。そして、もう二度としないと誓わせてやるのよ。騎士なら潔く自らの非を認めて謝罪するべきじゃない？」

「……そうだな」

　セルジュは身体からだの力を抜いて、ユユの肩に自分の頭をもたれさせた。そんなことをした自分に驚いたようだ。セルジュは慌てて頭を持ちあげた。それでも、ユユから離れようとはしなかった。きっと人のぬくもりに餓うえているのだ。

「申し訳なかった。ユユ・イジュール。あたしはおまえを誤解していたようだ」

　ユユは無言で首を横に振った。声を出したら、笑ってしまいそうだった。いいのよ、セルジュ。それでいいの。可お笑かしいのに、胸が苦しい。痛い。とても痛い。

　セルジュは弱い女だ。でも、セルジュだけじゃない。弱みにつけこまれたら、誰だって同じだ。人間は弱い。ユユはよくわかっている。あのとき、もし助けてやるからああしろこうしろと誰かに要求されたら、ユユだって応じていたかもしれない。何だってしたかもしれない。どんな辱はずかしめを受けることになろうと、死ぬよりはましだと考えたかもしれない。そんなことはないと思いたい。でも、今だからだ。今は喉のど元もとに刃やいばを突きつけられていないから。死の運命が目前に迫っていたら、どこまであさましくなるかわからない。それが人間だ。弱くて、醜い、人間だ。哀れで、愛らしい、かわいそうなセルジュ。わたし、あなたのこと、嫌いじゃないわ。



　　　



「おお！　見えたぞ！」

　ヨナハンが前方を指さした。

「あれだ！　あそこがフェアロンドだ……！」

　ちょうど小さな山のてっぺんまで登りきったところだった。ゆるやかな下り坂の先だ。畑と野原が広がっている。野原のそこかしこでうごめいている白い生き物は羊だ。小川の水面がきらきらと輝き、水車が回っている。中央あたりにある丘は、やけにきれいな台形だ。あれはたぶん、もとからあった丘じゃない。土を盛って造ったのだろう。丘の上に、麓ふもとの家々を従えるようにして建っている一軒の館やかた、あれがヨナハン・クロムスティードの家なのだろうか。そうに違いない。

「どうだ、レーレ！　あれがフェアロンド！　私の父が一代で築きあげた領地だ！　もともとは深い森だったのだぞ！　父が主導して一から開拓したのだ！　見事だろう！　美しい村だと思わないか！　私は思う！　父とこのフェアロンドは私の誇りだ！」

「……すごいね」

「そうだろう！　そうだろう！」

　ヨナハンは高笑いしながらアルフォンスの馬ば腹ふくを蹴けった。下り斜面だということもあって、アルフォンスは一気に加速した。あっという間に前を行くセルジュの馬を追い越してしまった。

　フェアロンド。畑はよく耕され、家畜の数も多い。耕地や牧草地には柵さくが巡らされていて、道もきちんと整備されている。今まで見てきた村とはちょっと雰囲気が違う。たしかに美しい村だ。すごい、とレーレが言ったのは、べつにお世辞じゃなかった。あんな村が丸ごと父親のもので、それをいつか自分が受け継ぐことになる。すごい、としか言いようがない。レーレの境遇とはあまりにかけ離れている。

　ヨナハンは立派な騎士なのだ。

　レーレは平民だ。いや、故郷を捨てた根なし草は平民以下だろう。

　おれ、こんなとこで何やってるんだ。おれみたいなやつを後ろに乗せて、こいつはいったい何を考えてるんだ。

　山を下りたところで、セルジュが馬を止めた。ここでセルジュとはお別れだ。セルジュはユユを馬から下ろして、自分の父親の領地へと向かうのだ。

「それじゃあ、ユユ」

　セルジュは最後までユユの顔しか見なかった。

「おまえと話せてよかった。いつかまた、どこかで会えるといい」

「そうね。わたしもそう願っているわ、セルジュ。それとも、やっぱり、セルジュさんと呼んだほうがいいのかしら。騎士だから、セルジュさま？　セルジュ卿きようとか？」

「今さらよしてくれ」

　セルジュは馬上で少しだけ苦い微笑を浮かべた。どうやら、本当にユユと親しくなってしまったらしい。

「セルジュでいい。あたしは誰だれかと違って、出世のあてもないしな。騎士なんて、戦場に出なくなったらただの村むら長おさだ。あたしの父だって、気まぐれで農作業を手伝ったりすることもある。実態は意外とそんなものさ」

「だけど、わたしみたいな住む家もない平民とは、いくらなんでもお友だちにはなれないでしょう」

「そんなことはない」

　セルジュは首を横に振った。

「あたしの父は狷けん介かいな人だが、一人だけ友がいる。アルフレッドという男で、彼は従卒上がりの平民だ。形としては父に仕えていることになっている。でも、アルフレッドがいないと、父は何もできない。実務も、日々の暮らしも。父はアルフレッドを信頼しきっている。あたしだって、ほとんどアルフレッドに育てられたようなものだ」

「じゃあ、わたしをあなたのお友だちにしてくれる？」

「喜んで」

　セルジュはにっこりと笑い、そのことを恥じるように馬首を巡らせた。

「さよならは言わない！　また会おう、ユユ！　おまえに主の加護をエクト・レム・エルウ！」

「ええ！　その日を楽しみにしているわ！　あなたに主の加護をエクト・レム・エルウ！」

　ユユは両手で喇らつ叭ぱを作って叫んだ。

　セルジュを乗せた葦あし毛げの馬が駆けてゆく。どんどん速度を上げて、あれだとほとんど全力疾走だ。まるで名残惜しさまで振りきろうとしているかのようだった。セルジュはついに一度も振り返らなかった。ユユはセルジュの姿が見えなくなるまで、その場から動こうとしなかった。

「そうか、そうか」

　ヨナハンは目をつぶってしきりとうなずいている。もしかして、涙をこらえているのか。何なんだ、こいつ。バカ……？　いや、わかってるけど。

「よし、では行くとしよう！」

　ユユはここから徒歩だ。ヨナハンとレーレも馬を下りた。どうせたいした距離じゃない。フェアロンドはもう目と鼻の先だ。

　ヨナハンがアルフォンスの轡くつわにつけた引き綱を握って先頭に立ち、その後ろをレーレとユユが並んで歩いた。

　レーレは周りの風景なんてそっちのけでユユを見ているのに、ユユは少しもこっちに視線を向けてくれない。まだ怒っているのだろうか。いつになったら機嫌が直るのだろう。でも、あなたに主の加護をエクト・レム・エルウ、なんて、ユユらしくない。ユユとあのセルジュが友だちになってしまうなんて。変な揉もめ事ごとが起きるよりは、もちろんましだ。そうはいっても、あまりおもしろくない。友だちなんて。相手は騎士なのに。

　丸太組みの門をくぐると、近くの草むらで遊んでいた子供たちがヨナハンを見つけて騒ぎだした。

「あ！　ヨナハンさまだ！」「ほんとだ！」「わあ！　ヨナハンさま！」

　またたく間だった。レーレたちは子供たちに取り囲まれてしまった。

「ねえねえ、いつ帰ってきたの？」「今だろ！　今だよね、ヨナハンさま！」「一緒にいるのはだあれ？」「ヨナハンさま！　遊ぼ！」「ヨナハンさまは忙しいのよ！　聖騎士さまなんだから！」「でも、前に約束したもん！　ね！　ヨナハンさま！」

「ははは！　そうだ！　ヨナハン・クロムスティード！　ただいま帰った！　彼らは私の友人だ！　そうだな、マーチン、たしかに約束した！　だが、遊ぶのは待ってくれ！　まずは父上や母上にご挨あい拶さつしなければならないからな！」

　まるで年の離れた兄が弟や妹をかわいがっているかのようだ。ヨナハンはいちいち受け答えして、子供たちの頭を撫なでたり、抱きあげたりしている。領主の息子にしては、ずいぶんとおやさしいことだ。

　子供たちを引き連れて少し進むと、道沿いの畑から農夫が飛んできた。

「おお！　これはこれは！　ヨナハンさま！　お帰りで！　次の里帰りは８の月の終わりごろだとうかがっておりましたが！」

「うむ！　事情があってな！　少し早まったのだ！」

「では、ルイスさまや奥さまはこのことを？」

「まったく知らないはずだ！」

「そ、そうでございますか……」

　農夫はうつむいて、短いため息をついた。すぐに顔を上げて笑みを浮かべたが、ちょっと引きつっている。なんだか様子がおかしい。レーレはユユを見た。ようやく目があった。ユユはすぐに横を向いてしまったけれど、間違いなく怪け訝げんそうな顔をしていた。たぶん、レーレと同じだ。ユユも農夫の態度をあやしく思ったのだろう。

「それでは、わたくしめがひとっ走り行って、ルイスさまにヨナハンさまのお帰りをお伝えしてまいりますので」

「いや！　不要だ！　皆を驚かせたい！」

「そ、そうでございますか」

「ああ！　行こう、レーレ、ユユさん！」

　そのあとも老若男女と出くわすたびに歓声や笑顔が弾はじけた。ただ、大人たちはやっぱり、何か隠しているのではないか。レーレにはそう思えてならなかった。

「あの丘の上だ！　あれが私の家だ！」

　ヨナハンは丘の麓ふもとまでくると、もうたまらない、とばかりに駆け足になった。自分の家族と再会するのがそんなに嬉うれしいのか。レーレにはよくわからない。会いたい家族がいないからだろうか。ユユはどうなのだろう。両親が恋しくないのか。訊きいても、そんなことはない、と答えるに決まっている。でも、本音は違うかもしれない。

　丘を登ると、柵さくに囲まれた館やかたから誰だれか出てきた。女だ。まだ若い。レーレやユユと同じくらいだろう。まばゆいばかりの金髪だ。女はこちらを見るなり駆けてきた。

「お兄さま……！」

「エヴァリン！」

　ヨナハンもアルフォンスの引き綱を放ほうり投なげて走りだした。

　二人は抱きあって、というよりもヨナハンが女を抱えて、くるくる回った。

「お兄さま！　お兄さまだわ！　本物のお兄さま！」

「ああ、エヴァ！　君の兄だ！　ヨナハンだ！」

「どうして!?　お帰りになる日はまだ先だと思っていたのに！」

「戦で負傷してな！　隊長のご配慮で、早めに休暇をいただくことになったのだ！」

「まあ、大変！　お怪け我がを!?」

「もう大丈夫だ！　すっかりいい！　それよりエヴァ、なぜ外に？」

「何か騒がしいから、様子を見ようと思ったの！　そうしたら、お兄さまが！　ああ、お兄さま！　お会いしたかったわ！」

「むろん、私もだ！」

　二人はまだくるくる回りつづけている。いつまで回っているつもりなのだろう。

「お、お兄さま、わたくし、目が回ってきたわ……！」

「そ、そうか！　じつは私もだ……！」

　言わんこっちゃない。

　ヨナハンはエヴァリンを下ろした。二人とも足あし許もとがふらふらしている。でも、こうして見ると、二人はまさしく兄妹だ。ヨナハンの銀髪を金色にして、身体からだつきをぐっと華きや奢しやにし、雰囲気をやわらげたら、エヴァリンみたいになるだろう。

「あっ！　兄さまだ……！」

　さらにもう一人、今度は小さな金髪のヨナハンが館やかたから出てきた。確かめるまでもない。ヨナハンの弟だろう。

「おお！　イェレミー！　元気にしていたか！」

「兄さま！　ぼくは元気だよ！　わーい！　兄さまだ！　兄さまが帰ってきた！」

　イェレミーはヨナハンに飛びついた。ヨナハンは片手で弟を抱え、もう片方の手で妹を抱きしめて、二人の頬ほおに口づけをした。

「エヴァ！　イェレミー！　挨あい拶さつがまだだったな！　ヨナハン・クロムスティード、君たちの兄が、ただいまフェアロンドに帰参した！」

「お帰りなさい、お兄さま！」「お帰り、兄さま！」

　妹と弟も代わる代わるヨナハンに接せつ吻ぷんした。嬉うれしそうで結構だけれど、なんだか胸焼けがする。勝手にやってろ。

　レーレは三人から目をそむけて、ユユの横顔を見た。ちょっぴり意外だった。ユユは少しだけ目を細めて三人を眺めていた。つめたい眼まな差ざしじゃない。むしろ、あたたかい。それでいて、うらやましがっているようでもある。

　ユユは寂しいのかな。

　おれがそばにいるのに。おれじゃあ、だめなのかな。

　ヨナハンがこっちを一いち瞥べつした。妹と弟にレーレとユユを紹介しようとしたのかもしれない。口を開きかけた。その前に館から一組の男女が飛びだしてきた。

「ヨナハン！　ヨナハンではないか！」

「お帰りなさい、ヨナハン……！」

　男は銀髪で、口くち髭ひげを生やしているけれど、ヨナハンにそっくりだ。女は金髪で、ヨナハンよりは、やはりエヴァリンに似ている。どう考えてもヨナハンの両親に違いない。

「父上！　母上……！」

「ああ、ヨナハン！」

　まず母親が、妹と弟もろともヨナハンを抱きしめた。父親はしばらくその光景を見守っていた。やがて母親がイェレミーを抱き、エヴァリンをヨナハンからそっと引き離して、そのあとだった。父親はヨナハンを力強く抱いた。べつにいいけど、ちょっと強すぎじゃない……？

「ヨナハン！」

「父上！」

「ヨナハン！　戻ったのだな！　早めの休暇だ！　何かあったのか！」

「恥ずかしながら、戦で不覚をとりました！　ですが、もう平気です！」

「そうか！　それならばいい！　おまえが無事ならばいいのだ、ヨナハン！」

「父上……！」

「ヨナハン……！」

　父と息子は一応、泣いてはいない。涙ぐんでいるだけだ。それだけで十分、暑苦しい。何なんだ、あの家族。全員やけに声が大きいし。気持ち悪いったらない。それとも、家族とはああいうものなのだろうか。変だと思うレーレがおかしいのか。

「そうだ！　父上！　それに、みんな！　紹介します！」

　ヨナハンは目め尻じりのあたりを手でこすりながら、レーレとユユを振り返った。

「我が畏い友ゆうレーレ・イジュールと、その妹君のユユ・イジュールさん！　期せずして知りあい、思いがけなく道中で再会して、これも主しゆの思おぼし召めしと考え、私の誇り、このフェアロンドにお連れしたという次第なのです！」

「はじめまして。ユユ・イジュールです」

　ユユは前に進みでて優雅に一礼した。ヨナハンの父親はちょっと面食らっているようだ。きっとユユの服装に驚いているのだろう。母親はもっと露骨で、眉まゆをひそめている。弟のイェレミーはどちらかと言えばものめずらしそうだ。妹のエヴァリンは、まあ、という感じで目を見開いている。

「ああ……」

　父親は何度かまばたきをして、顎あごを撫なでながら笑顔を作った。

「ヨナハンの父、ルイス・クロムスティードだ。ユユ・イジュール、さん……？」

「はい。そして、これが」

　ユユはレーレの腕を引っつかんで前に突きだした。

「兄のレーレです」

「……どうも。あの……レーレ、です」

　レーレはルイスの目を見ないようにして頭を下げた。ヨナハンの父親だし、息子が帰ってきただけであの大騒ぎだったし、脳天気なバカなのかと思ったが、さすがにいい年をした大人だ。視線が鋭い。完全に不審人物だと見なされている。

「ふむ。なるほど。レーレくん、それで、ヨナハンとはどのような？」

「え……ああ、なんか、勝負をして。二回くらい」

「棒を持って打ちあい、地面に落としたほうが負けという、賭かけ試合のようなものです、父上！　私はレーレに二度挑んで、二度とも敗れた！　それだけではありません！　レーレの技量は本当にすばらしい！　彼はなんと、義勇兵として魔女討伐に参加し、魔王を討ち果たしたのです！」

「なっ――魔王を……!?」

「残念ながら、私は気を失っていて、その場面を目にすることは叶かなわなかったのですが！　セルジュはしっかりと目撃したとのことです！」

「し、信じられん！　私も若かりしころ、魔女討伐隊に所属していた！　魔王の恐ろしさはわかっているつもりだ！　君のような少年が、あの魔王を……！」

　いきなりだった。ルイスは呵か々か大たい笑しようした。それから無造作に近づいてきて、レーレの両肩をばんばん叩たたいた。

「魔王はまぐれで討ちとることができるような相手ではない！　君には天分があるのだろうな！　そのときの武ぶ勇ゆう譚たんを聞きたい！　いや！　是非聞かせていただきたい！　そうか、魔王を！　途方もない武勲だ！　ブランドロウ隊長は!?　君を聖騎士に推挙しようとはなさらなかったのか!?」

「……あ、いや……おれは……」

「父上！　レーレは賞賛や報酬を一切受けとらず、戦場から姿を消したのです！」

「なんと！　手柄を立てておきながら！」

「そもそもレーレは、みだりに自分の勇を誇ったりしない！　そのあたりは彼の謙虚さの表れなのではないかと、私は推察しているのですが！」

「むむ……！　聞くだにえがたい資質だ！　レーレくん！　どうだろう！　クロムスティード家に仕えてみる気はないか！　従卒として、いや、友として、ヨナハンを支えてやってはくれないだろうか！　むろん君が望むのならば、いずれは騎士として独り立ちできる道を考えよう！　私は約束を違たがえない男だ！　少なくとも、そうあろうとしている！」

「え、いや、それは……」

「うむ！　そうだな！　早急に決断を下せるようなことでもない！　だが、どうか熟慮してみてくれ、レーレくん！　決して悪いようにはしない！」

「まあ……その……考えるだけなら」

「ありがとう、レーレくん！」

　ルイスは満面に笑みをたたえて、もう一度、レーレの両肩を叩いた。なんて馬ば鹿か力ぢからだ。痛いって。それにしても、やっぱり親子だ。本当によく似ている。似すぎている。こういう人間は苦手だし、どちらかと言えば嫌いだ。

「さあ！　それでは我が家に案内しよう！」

　ルイスは颯さつ爽そうと身をひるがえした。館やかたに向かって歩きだすのかと思いきや、違った。こちらに背を向けたまま動かない。ヨナハンの母親や妹、弟が、子細ありげに視線を交わしている。三人とも、さっきまでとは打って変わって、沈痛な面持ちだ。

「ヨナハン」

　ルイスがヨナハンに向きなおって、深いため息をついた。

「我が息子が五体満足で帰ってきてくれた。その喜びに気をとられ、私としたことがすっかり失念していた。おまえに伝えねばならないことがある」

「伝えねば、ならないこと……？　何です、父上。あらたまって」

「心して聞け、ヨナハン。我が息子よ」

「は、はい。それはもちろん」

「おまえの許嫁いいなずけであるアラベラさまのことだ」

「アラベラの……？　もしや、アラベラの身に、何か……!?」

「そうだ」

　ルイスはうなずいて、だが、なかなかその先を言おうとしなかった。

　焦じれたヨナハンが父親に詰めよった。

「父上！　お教えください！　いったいアラベラに何があったのです！　父上！」

「アラベラさまが」

　ルイスはしぼりだすように答えた。

「捕らえられた。巡じゆん検けん司し祭さいに告発されたのだ」



    

  
    
      
第３話　【友情と同情】





　あのころ彼女はまだヘルガではなかった。

　もうかなり前の出来事だ。

　彼女は森に恋い焦がれながら、じっと我慢していた。しばらく辛抱していたら、父が警戒をゆるめた。彼女は夜更けに家を抜けだして、森へと向かった。森の隠れ家の場所はわからなかったが、不安はなかった。道に迷っても、ちっとも怖くなかった。彼女は信じていた。そのとおりになった。

　もう空は半分明るかった。彼女の前に一頭の狼が姿を現した。バルツアだった。彼女が近づいてゆくと、バルツアはそのぶん遠ざかった。そうして彼女をどこかへ導こうとしているようだった。彼女は直感した。バルツアは彼女を家に帰すつもりだ。

　家には絶対に帰らない。帰るものですか。彼女はその場に座りこんだ。バルツアは困り果てたように細い声で鳴いた。たぶん、助けを求めたのだ。彼女を呼ぶ声がした。見上げると、木の枝に小さな人間たちが座っていた。キュムとロンロだった。

　おうちに帰りなよ。そうだよ。ここにいちゃだめだよ。早く帰ったほうがいいよ。

　彼女はキュムとロンロの説得に応じなかった。とうとうキュムとロンロが根負けして、彼女を森の隠れ家に連れていってくれた。魔女は、やれやれ、とため息をついて、キュムとロンロ、それにバルツアを叱しかった。彼らが悪いわけではない。彼女がそう主張すると、魔女が訊きいてきた。じゃあ、悪いのは誰だれなのかね？　自分だと彼女は答えた。魔女は、そうかい、とうなずいて彼女を脅した。悪い子は食べてしまおう。そうしよう。彼女は一向に怯ひるまなかった。あなたはそんなことをしたりしないわ。あなたはいい魔女だわ。

　魔女は彼女に三日間だけ森の隠れ家ですごすことを許した。三日もしたら、人間たちは夜通し彼女を捜すのをやめるだろう。

　三日の間、彼女はキュムとロンロやバルツア、そして魔女と語らった。森の隠れ家の周りを散策した。ときに転げまわって遊んだ。離れがたかったが、約束を破るわけにはゆかない。魔女たちを困らせたくもない。父は彼女を心配しているだろう。

　彼女はバルツアの導きで森をあとにし、家に帰った。

　父は大いに喜び、涙をたくさん流しながら、激しく燃える火のように怒った。



    

  
    
      



    

  
    
      　いけない子だ。悪い子だ。こんなにもおまえを愛しているのに。おまえは悪い子だ。

　彼女はまた家に閉じこめられてしまった。ちゃんと言いつけを守っても、お行儀よくしても、父はなかなか機嫌を直してくれなかった。彼女のことを悪い子だと思っているに違いなかった。

　夜になると、彼女はひとりきりで泣いた。バルツアに、キュムとロンロに、それからあの魔女に会いたい。彼女はやはり森が恋しくて仕方なかった。



　　　



　スタンリー公国が大ブルノー連合王国から分離独立したのは、百五十年以上前の出来事らしい。リデル子爵家はその前からあった。名家というやつだ。由緒はあっても、権威は地に堕おちている。連合王国時代からの貴族の多くは、騎士の台頭によって凋ちよう落らくの一途をたどっているのだという。

　コーレットはリデル子爵領の真ん中あたりにある街だ。

　ちなみに、どうも複雑なのだが、ヨナハンの父、ルイス・クロムスティードの領地フェアロンドや、セルジュの父、マーカス・フレンドールが治めるフェアサイドも、リデル子爵領内にあるらしい。

　子爵の領地の中に、なぜ騎士の領地があるのか。レーレには正直、よくわからない。たとえくわしく説明してもらったとしても、理解できるかどうか。でも、どうやらそのあたりが子爵の没落に関係しているようだ。つまり、子爵は騎士よりもずっと偉いはずなのに、実際はそうでもない、ということなのだろう。

　たしかに、貴族の住居にしてはこぢんまりとしている屋敷だ。一応、お城、と呼ばれているようだし、普通の家とは比べものにならない大きさではある。ただ、壕ほりもなければ、城壁もない。塔もない。調度品はどれも古めかしく、召使の数も少なくて、しかも、ほとんど全員が老齢だ。

　寂しげで、くたびれていて、重苦しい。

　レーレたちはそんな屋敷の一室にいる。お城の主、ニコラス・リデル子爵に会うためだ。子爵は体調を崩しているようで、面会の準備ができるまで、この部屋で待つように言われたのだ。

「アラベラ……なぜ、アラベラが……そんな……そんな馬ば鹿かな……ありえない……何かの間違いだ……アラベラ……」

　呟つぶやき声というよりも呻うめき声ごえみたいだ。ヨナハンは壁際の長なが椅い子すに腰かけて頭を抱えている。レーレとユユは座っていない。離れて立っている。ユユに寄り添っているのは、でも、レーレじゃない。セルジュだ。

　ヨナハンに懇願されて、しょうがなくコーレットまで一緒にきたら、お城の近くでセルジュが待っていた。セルジュもアラベラという人の身に起こった出来事を父親か誰だれかに聞かされた。きっとヨナハンは急いでコーレットへ向かうだろう。そう見当をつけて、自分もコーレットに駆けつけた、ということらしい。

「しかし」

　セルジュは隣のユユをちらりと見て、唇の端をほんの少しだけ動かした。

「とんだ再会になってしまったな」

「そうね」

　ユユは丈の長い薄手のケープを羽織っている。子爵と会うのに、その服装ではちょっとまずい。ヨナハンの母親が遠回しにそう言って貸してくれたのだ。

「平民ならともかく、貴族が魔女の疑いをかけられるなんて。しかも、セルジュはその方と面識があるんでしょう」

「ああ。他国の者には少々わかりづらいかもしれないが、我がスタンリー公国における騎士は、諸しよ卿けいと呼ばれる貴族から土地を預かり、その経営を行う。つまり、リデル子爵は、あたしの父やヨナハンの父君にとって直接の主筋にあたるんだ。でも、物腰のやわらかい、とてもおやさしい方でな。ご息女のアラベラさまもそうだ。奥ゆかしいが、気さくなところもあって、昔から親しく声をかけていただいた」

「お友だちなの？」

「いや。さすがにそんな間柄じゃない。もしあたしが正真正銘の男だったら、まったく違っていたかもしれないが」

　セルジュはヨナハンに視線を送り、すぐにうつむいて腕組みをした。

「アラベラさまの兄君や姉君は皆、幼くして亡くなられている。子爵の奥方も、たしかアラベラさまが四つのときに。後妻を迎えるという手もあったはずだが、子爵は望まれなかった。諸卿位を相続できるのは男子だけだ。このままだといずれ子爵家は絶える。諸卿の養子縁組には細かい規定があるから、婿をとるのが一番手っ取り早い」

「もしかしたら、あなたがアラベラさまの許嫁いいなずけになっていたかもしれないということ？」

「あくまで、あたしが男だったら、という仮定の話だ。もちろん、そんなことはありえない。あたしはどこまでも中途半端だ。ただ、アラベラさまはあたしの心を見抜いていらっしゃったと思う。なんというか……いつも気をつかってくださっていた」

「いい方なのね」

「そうだな」

　セルジュは目をつぶって首を横に振った。

「とうてい信じられない。アラベラさまが魔女だなんて。きっとこれは陰謀だ。オグバーン伯爵。あの男なら、それくらいやりかねない」

　ユユが何か訊きこうとした。その前に扉が開いて、年老いた召使が入ってきた。

「ニコラスさまがお会いになります。どうぞこちらへ」

　レーレたちは暖炉のある広間に通された。当然、暖炉には火が入っていない。季節柄、寒いわけがないのに、なんだか妙に寒々しい部屋だ。窓の板戸を閉めきって、蝋ろう燭そくをともしているせいだろうか。まだ外は明るいのだ。板戸を開けて、光を入れればいいのに。ひどく陰気だ。奥の椅い子すに腰かけている男は、死にかけの老人みたいだった。

「ニコラスさま……！」

　ヨナハンが駆けていって男の前に跪ひざまずいた。

「このたびは、なんと申しあげてよいか、私もまだ、事情をすっかり心得ているわけではありませんので、本当に、なんと申しあげてよいか、どうすればよいのか……！」

「ヨナハン……」

　子爵は椅子から腰を上げたが、立ちくらみがしたようで、また座ってしまった。

「すまなんだ、ヨナハン……私の娘のことで、心配を……」

「何をおっしゃいます！　何を！　私は……私は……！」

「ああ……ヨナハン……言葉もない……」

「ニコラスさま」

　セルジュがヨナハンの隣に進みでて、床に片かた膝ひざをついた。

「セルジュ・フレンドール、父マーカス・フレンドールの名みよう代だいとしてまかりこしました。若輩者ではありますが、何なりとお申しつけください」

「おお……セルジュ……ああ……すまない、本当に……ありがたいことだ……だが……何をどうすればいいのやら、私にはもう……」

　子爵は右手で目のあたりを押さえて、深くも細い息を吐いた。それが末期の吐息だとしても、レーレは驚かない。子爵は年老いている以上にやつれているのだ。

「アラベラ……なぜ……なぜ、こんなことに……私にはわからぬ……ああ……ヨナハン、まことにすまなんだ……そなたに子爵家を継がせるつもりであったのに……これでは……だめだ……すべて終わりだ……リデルの家は潰ついえる……」

「ニコラスさま！　いけません！」

　ヨナハンが膝を進めた。子爵の足にとりすがる寸前で、なんとかこらえたようだ。

「まだ魔女審判は行われていないのでしょう！　何も決まってはいないのです！　私はアラベラを信じます！　アラベラが魔女であるはずがない！　アラベラが主しゆと人類を裏切るわけがない！　違いますか！」

「ああ……そうだな……そうだ……ヨナハン、ありがとう……」

　子爵は朽ち木のような手をのばして、ヨナハンの肩の上にそっと置いた。今にも崩れてしまいそうな笑顔だ。ヨナハンを慰めるために無理をして笑った。そんなところか。

　レーレはユユを見た。ユユはこころもち眉まゆをひそめて、じっと子爵たちを眺めている。何を考えているのだろう。さっぱりわからない。

「ニコラスさま」

　セルジュは落ちついているようだ。

「アラベラさまは、やはりオグバーン伯爵の許もとに？」

「ああ……うむ……そうだ。アシュロンのチョーサー城。地ち下か牢ろうにいるはずだ……つめたい地下牢に……たった一人で……」

　ユユが身震いして自分の肩を抱いた。あのときのことを思いだしたのだろうか。ポンパドル城の地下牢もひどい場所だった。ユユはあんなところに何日も閉じこめられていたのだ。あの看守。審判で下劣な証言をした。はっきり覚えている。獣にも劣る、卑しい顔を。ユユは話してくれないけれど、きっとひどい扱いを受けていたはずだ。それだけじゃない。木き槌づちを打ち鳴らすしか能がない裁判官。目を見開いて喋しやべる気色の悪い審問官。ブランドロウ。大勢の住人たち。あいつらはよってたかってユユを殺そうとした。手を叩たたいて、腹を抱えて笑いながら、ユユが死ぬところを見物するつもりだった。人間は平気でそういうことをするのだ。レーレはアラベラという人のことを知らないけれど、父親には愛されていた。許嫁いいなずけに慕われていた。セルジュにも好感を持たれていたらしい。でも、そんなことは関係ない。何かよほどのことでもないかぎり、アラベラは殺されるのだ。

「僭せん越えつながら」

　セルジュは少し声を低めた。

「何もかも伯爵の姦かん計けいなのではありませんか」

「……セルジュ。セルジュ・フレンドール……めったなことを言うものではない」

「ですが、ニコラスさま。野心家のオグバーン伯爵がこのリデル子爵領を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっていることは、周知の事実です。盟友の約にもとづけば、子爵領、もしくは男爵領に変事、難事が起こりし場合、伯爵がその領主権を停止して事態の収拾にあたることになっています。此こ度たびの出来事でもっとも利益をえるのは、彼かの伯爵ではありませんか」

「正直に言えば……私もな。考えた。その可能性は、考えずにいられなかった。だが……巡じゆん検けん司し祭さいに告発されたのは、血を分けた私の娘だ。私が裁くことはできぬ。オグバーン伯爵の行為は法に適かなっており、正当だ」

「正当だから、文句のつけようがない、唯い々い諾だく々だくと従うしかない、と？」

「……公王府に訴えることはできる。だが、セルジュ……恥ずかしながら、古き名家の骸むくろにすがっているだけの私には、まだ若く意い気き軒けん昂こうなオグバーン伯爵を出し抜いて、侯爵や公爵たちを動かすような力はないのだ……」

「ですが、こうして手をこまねいているだけでは、アラベラさまが魔女審判にかけられてしまいます」

「もう取り調べは進められているだろう……アラベラは……拷問にかけられているかもしれぬ……ことによると、自白してしまっているかもしれぬ……」

「そんなことは！」

　ヨナハンが猛然と立ちあがった。

「させません！　拷問など！　私が許さない！　このヨナハン・クロムスティードが！　許してたまるものか！　アラベラは魔女ではない！　無む垢くな乙女だ！　私はアラベラほど心やさしくしとやかで気高く美しい女性には会ったことがない！　おのれの良心に照らしあわせてみるだけで、誰だれにでもわかるはずだ！　アラベラは魔女ではない！　ニコラスさまを、私を、主しゆを、人類を裏切るはずがない！　なぜそれがわからないのだ……！」

「……ヨナハン……」

　子爵は椅い子すに身体からだをあずけて、泣きだしそうな顔をした。ヨナハンみたいな、形なりばかり大きい餓鬼じゃない、大人だから、わかっているのだ。

　アラベラが魔女だろうと、魔女じゃなかろうと、そんなことはたいした問題じゃない。実際、魔女じゃないユユが有罪にされた。真実なんてどうでもいいのだ。じゃあ、みんな何が欲しいのか。何のためにユユを殺そうとしたのか。レーレにはわからない。でも、これだけは確かだ。

　無駄だよ、ヨナハン。どうしたって、もう無理だ。なんでそれがわからないんだよ。

　気持ちはわかるけど。おれだって同じだったし。少しでも気を抜くと、あきらめてしまいそうで。そのほうが楽かもしれないって、思ったりして。でも、あきらめられなくて。信じたくて。どうにかできる、きっと望みはあるって、思いたくて。

　今のヨナハンと同じだったんだ。

　ユユを助けたい。ユユに会いたい。絶対に、救いだしてやる。そう思ってた。

　子爵は額を撫なでながらため息をついて、不意にレーレとユユに目を向けた。疲労と悲嘆で濁った両眼に、一瞬、鋭い輝きが宿った。

「その者たちは……？」

「ヨナハンの友です」

　セルジュが振り向いて、目配せをした。ユユが床に膝ひざをついて頭を下げたので、レーレも真ま似ねした。

「ユユ・イジュールです。子爵さま」

「……レーレ・イジュール、です」

「そうか……ヨナハンの……見苦しい姿をお目にかけてしまったな」

　子爵は一度、きつく目をつぶってから、ゆっくりと開いた。

「ヨナハン。現実的に考えれば、残念だが、我がリデル子爵家は終わりだ。おそらく、リデル子爵領はオグバーン伯爵領に組みこまれることとなろう」

「ニ、ニコラスさま……！」

「そなたとアラベラの婚約はなかったことにする。こののちはオグバーン伯爵によく仕え、お引き立ていただけるように粉骨砕身せよ。セルジュ、そなたも同じだ」

「そ、それは、それはニコラスさま、それではあまりにも……！」

「ヨナハン！」

　セルジュがヨナハンの腕をつかんだ。

「一番つらいのは貴様か!?　違うだろう！　ニコラスさまの胸の裡うちをお察ししろ！」

「だが！　私は！　私は……！」

　ヨナハンはセルジュの腕を振りほどいた。

「私は、いやだ！　ニコラスさま！　申し訳ありませんが、ヨナハン・クロムスティードはお言いつけにそむきます！　私にはアラベラを見捨てることなどできない！　誰だれがなんと言おうと、私はアラベラの無実を信じる！　必ずやアラベラを救いだしてみせる！　私はアラベラを愛している……！」

　馬ば鹿か正しよう直じきで、利口になれなくて、向こう見ずに突っ走る。そういうやつなのだ。ヨナハンは子爵とセルジュに背を向けて大おお股またで歩きだした。

「待て、待つのだ、ヨナハン！」

「ヨナハン！　貴様に何ができるというんだ！」

　子爵とセルジュが口々に止めようとしても、ヨナハンは一顧だにしない。ずんずん歩いてきて、レーレの肩を思いきり叩たたいた。

「さあ！　行こう、レーレ！　アシュロンへ！」

「……え？」

　レーレは目を瞠みはって自分を指さした。行くって、おれも？　なんで……？



　　　



　何度かの短い休憩を挟んで、二頭の馬は夜通し走らされた。

　そう。二頭だ。ヨナハンのアルフォンスだけじゃない。この旅にはセルジュの愛馬、葦あし毛げのシリルも同行した。もちろん、シリルの手綱を握っていたのはセルジュだ。その背中にはユユがしがみついていた。

　道すがら、ヨナハンは何度も何度も、レーレに、セルジュに、ユユに謝った。

「すまない。私の勝手につきあわせてしまって、本当にすまない。君たちがいなければ、私は……私の足はとうに歩みを止めていたかもしれない。感謝している。すまない」

　とくに、後ろに乗っているレーレには、自分の心境やらアラベラへの思いやらを切々と語った。

「じつはな。婚約する前から、私はアラベラに恋い焦がれていたのだ。父が縁談を持ちだしてきたときは、天にも昇る心地だった。アラベラも私を憎からず思ってくれた。主しゆに誓ってもいい。子爵位など、私にはどうでもよかった。むろん、アラベラの夫となった暁には、その義務は果たす。だが、まずはアラベラだ。私はアラベラにふさわしい男になりたかった。立派な男に。一人前の聖騎士に。そのために、私は強くなりたかった。誰だれよりも強く。同僚たちには疎うとんじられ、嗤わらわれもしたが、私はひたすら剣の道に打ちこんだ。戦場ではひたすら敵を求めた。武勲を立てたかった。思えば、すべてはアラベラのためだったのだ。それなのに……」

　レーレは正直、うんざりしていた。でも、黙って聞いてやった。たまに声をかけてやりたくなった。何を言ったらいいのかわからなくて、やっぱり黙っていた。セルジュやユユもほとんど口を開かなかった。

　ヨナハン一行がオグバーン伯爵領とやらのアシュロンとかいう街に到着したのは、翌日の夕方だった。本当なら二日以上かかる道のりらしいので、だいぶ急いだのだ。

　アシュロンはなかなか大きい街だった。クローデルより一回り小さいくらいだろうか。防壁こそないものの、市街地全体に柵さくが巡らされていて、新しい建物が多く、活気がある。街の北に小高い丘があり、その上に灰色の城がそびえ立っていた。あれがきっと、オグバーン伯爵が住んでいるチョーサー城だろう。

　ヨナハンはチョーサー城に直行した。丘の登り口に衛兵がいて、押し問答になった。

「私はフェアロンドの騎士ルイス・クロムスティードの嫡ちやく男なんにして准じゆん騎士のヨナハン・クロムスティードと申す者！　こちらにリデル子爵のご息女アラベラ・リデルさまがいらっしゃると聞き及び、お目通り願うべくまかりこした次第！　通されよ！」

「許可なき者は何なん人ぴとたりとも城に入れるなとの命令を受けています！　お引き取りを！」

「いや！　私は帰らない！　アラベラに会うまで、ここから一歩も動かんぞ！」

　ヨナハンは馬から飛び下りて、地面に座りこんでしまった。

　レーレはアルフォンスの手綱を拾い、鼻面を撫なでてやりながら、セルジュとユユを振り返った。二人もすでに下馬していたけれど、せいぜい見守ることくらいしかできない、それ以上のことをするつもりはない、といった様子だ。だいたい、一睡もしていないので、みんな疲れている。元気なのは、興奮しているヨナハンだけなのだ。

「私はアラベラの婚約者だ！　夫も同然なのだ！　アラベラに会わせてくれ！」

「できません！　伯爵のお許しがなければ、猫だろうと犬だろうと鼠ねずみだろうと、この先にはお通しできないのです！」

「無礼な！　獣と同列に扱うとは！　私は栄はえある聖せい騎き士し団だん魔ま女じよ討とう伐ばつ隊たい星の鎖所属の聖騎士なのだぞ！」

「とにかく、お通しできません！」

　衛兵は最初、二人だった。道の脇わきに低い塔があって、そこからさらに三人の衛兵が出てきた。もしヨナハンが暴れだしたら、丘の上の城門を守っている衛兵たちも、すぐさま駆けつけてくるだろう。城門の近くにいるのは四人か。あわせて九人だ。勝ち目がない。そういう問題でもないか。いくらなんでも、貴族の城に押し入るわけにはゆかない。ヨナハンも強引に突破するつもりはないようだが、なんだか雲行きがあやしくなってきた。

「お引き取りいただけないのであれば、我々としても考えがありますが！」

「日ごろ魔女や怪物と渡りあっている聖騎士が、衛兵風情に後れをとると思うのか！」

「むむむ……！」「若造が、舐なめやがって！」「聖騎士が何ほどのものだ！」

「私は人々のために我が身を剣と盾にして血を流している！　その私がここまで頼んでいるというのに……！」

「関係あるか！」「人にものを頼む態度じゃないぞ！」「もう我慢ならん！」「きっと伯爵さまはお許しくださる！　やってしまえ！」

「やれるものなら、やってみるがいい！　私は剣を抜かない！　剣を鞘さやに収めたままの騎士に刃やいばを突き立てたら、いったいどうなるか！　試してみるのだな！」

「この野郎！　平民だと思って馬ば鹿かにしやがって！」「いや待て、だが……」「かまうものか！　剣を抜かん騎士など恐れるに足りない！」「そうだ！　こんなやつ、やってしまえ！」「しかし……」

　レーレは我知らずナイフの柄に手をかけていた。剣は岩山の魔女砦とりで前の戦いでなくしてしまった。武器はこのナイフしか持っていない。抜くわけにはゆかないけれど。抜くわけがないじゃないか。ヨナハンのことなんて、放ほうっておけばいい。むしろ、今すぐユユを連れてこの場を離れたほうがいいのではないか。

　衛兵たちは完全に殺気立っている。なかには槍やりの穂先をヨナハンに向けている者もいた。ヨナハンは顔を真っ赤にして、地面にあぐらをかき、腕組みをして胸を反そらせ、言葉どおり、やるならやれ、という態度だ。

　レーレはセルジュを見た。セルジュは顔をしかめている。迷っているようだ。レーレは舌打ちをして、セルジュにアルフォンスの手綱を渡した。セルジュだけじゃない。その隣にいるユユも少しびっくりしていた。しょうがないだろ。巻き添えを食いたくないし。

　レーレは駆けよっていって、ヨナハンを羽交い締めにした。

「む……!?　何をするのだ、レーレ！」

「立って」

「いやだ！　私はここから動かない！」

「立てって！　ここでこんなやつらに殺されたいなら別だけど！　意味ないだろ！」

「では、他にどうすればいいというのだ！」

「知らないよ！　でも、考えればいいじゃないか！　本気でどうにかしたいなら！」

「もちろん、私は本気だ！　冗談でこんなことをするものか！　だが、私は考えるのが苦手なのだ！　いくら頭を絞ったところで、名案が浮かぶとはとうてい思えない！」

「自慢するなよ、そんなこと！」

「自慢などしていない！　恥じている！　しかし、わからないのだ！　何をどうすればいいのか、私にはさっぱり！　私はただ、アラベラに会いたいだけなのに……！」

「わかるけど！　その気持ちは！」

「おお！　レーレ！　わかってくれるのか！　友よ！」

　ヨナハンは突然、涙ぐんだ。なんて鬱うつ陶とうしいやつだ。思わず突き倒してしまいそうになったけれど、なんとかこらえた。今なら抵抗しないだろう。レーレはヨナハンを引っぱり起こそうとした。

「何だ、何だ、何の騒ぎだ！」

　丘の上から濁だみ声ごえが降ってきた。見上げると、城門の近くに、衛兵とは違う、黒と緑の衣装を着た男たちの姿があった。どうやら城から出てきたところらしい。濁声の主は先頭の偉丈夫だろう。

「何事だ！　おい、衛兵！　説明しろ！　何があった！　何だ、そいつらは！」

「は、はっ！　ロビンさま！　ええと、この者たちは……」

　衛兵たちは弾はじかれたように整列した。

「し、城に入れろと言うものですから、それはできない、と。なんでも、地ち下か牢ろうに捕らえられている魔女に会いたいとのことで……」

「何だと？　魔女に会いたい……!?」

　ロビンというのが男の名前なのか。体格は立派だし、お揃そろいの衣装を着た男たちを従えて、それなりに威圧感はあるけれど、なんとなく間が抜けている。ロビンは肩をそびやかして坂道を下りてきて、ヨナハンとレーレの前で足を止めた。

「ふん。見覚えがあるぞ。フェアロンドの馬ば鹿か息子ではないか。そうか。貴様はたしか、あの魔女の許嫁いいなずけだったな」

「アラベラを魔女呼ばわりするな……！」

　ヨナハンがロビンに食ってかかろうとしたので、レーレはとっさに押しとどめた。もういやだ。完かん璧ぺきに巻き添えを食っている。最悪だ。

「アラベラは魔女などではない！　撤回しろ、ロビン・オグバーン！」

「准じゆん騎士風情が、俺おれを呼び捨てにするのか！　しかも、年下のくせに！」

「貴公も身分は准騎士のはずではないか！　伯爵は貴公の兄君だ！　貴公ではない！」

「生意気な口をきくな、雑兵の分際で！　俺はアシュロン防衛隊、そして精強無比を誇るロビン隊の隊長だぞ！　貴様とは格が違う！」

「何がロビン隊だ！　子供の遊びでもあるまいし！」

「貴様……！」

　ロビンは腰の剣を抜いて振りかぶった。ひどい構えだ。隙すきだらけで、話にならない。

「失うせろ！　さもなくば、魔女の前に貴様を血祭りにあげてやる！」

「ほざけ！　この地面を濡ぬらすのは貴公の血だ！」

　ヨナハンはとうとう剣の柄つかに右手をかけた。その右手を、レーレは両手でがっちり押さえた。だめだ。やりあったら、確実に一瞬で片がつく。ロビンは一太刀でヨナハンに斬きり伏ふせられるだろう。どうやらロビンは伯爵の弟らしいし、殺してしまったらしゃれにならない。ヨナハンも瞬間的にかっとなっただけのようだ。

「……放してくれ、レーレ。大丈夫だ」

　レーレが手をどけると、ヨナハンはロビンに背を向けた。その途端、ロビン隊の連中や衛兵たちが嵩かさにかかって押しよせてこようとした。手を挙げてそれを制したロビンの余裕ぶった表情がまた、なんとも憎たらしかった。

「よせよせ。自分の女に裏切られて分別をなくしているのさ。かわいそうなやつだ。放ほうっておけ」

　当然、ヨナハンにも聞こえているだろう。腹に据えかねているはずだ。できることなら、斬りかかりたい。せめて睨にらみつけてやりたい。そう思っているだろうに、結局、ヨナハンは振り返らず、セルジュから手綱を受けとって、馬上の人となった。

　レーレが後ろに乗ると、ヨナハンは馬ば腹ふくを軽く蹴けってアルフォンスを進ませた。セルジュとユユも葦あし毛げのシリルにまたがってついてくる。

　ヨナハンは前を向いたまま、押し殺したような声を出した。

「ありがとう、レーレ」

「……いや。おれはべつに、何もしてないし」

「そんなことはない。私は我を忘れていた。君が止めてくれなければ、大変なことをしでかしていたかもしれない」

「まあ……たしかに、ちょっと落ちついたほうがいいとは思うけど」

「そうだな。そのとおりだ。私はなんとしてもアラベラを救いだしたい。そのためには、猪ちよ突とつ猛もう進しんではだめだ。これは戦いくさとは違うのだ」

　戦でも、猪突猛進はそんなによくないんじゃないの。そう思わないでもなかったが、言わないでおいた。

「レーレ。君の言うとおりなのだろう。まずは考えなければならない。何を考えればよいのかすら、私にはわからないが、そんなことは言っていられないな。しかし、急がなければならない。それもまた事実だ」

「だろうね。たぶん。ていうか……アラベラって人の魔女審判はいつなのか、とか、そんなこともわからないし」

「言われてみればそうだな。そうだ。私は何も知らない。知らないことが多すぎる」

「……気づこうよ。それくらい」

「私一人では無理だ」

　あたりまえじゃないか。わかってないのはあんただけだよ。あんた以外は全員、最初からそう思ってるよ。レーレはやはり心の中で呟つぶやくだけで黙っていた。うっかり返事なんかしたら、何を言ってくるか。返事をしなくても同じか。案の定だった。

「頼む、レーレ。私に力を貸してくれ。礼はする。きっとする。私にできることなら、何でもする。だから、お願いだ。どうか私を助けてくれ。頼む、レーレ」



　　　



　日が暮れるまで、手分けして情報を集めた。といっても、レーレは知らない人と話すのが苦手なので、ほとんど役立たずだった。意外と活躍したのはセルジュだ。ふだんは男の聖騎士を演じているのだから、通りすがりに気安い調子で声をかけるくらい、わけないのか。でも、無駄だった。リデル子爵の娘が魔女で、城の地ち下か牢ろうに捕らえられているらしい。ようするに、アシュロンの住人が知っているのはそれだけで、あとはぜんぶ、誰だれかが考えた作り話にすぎないようだった。

　情報収集が徒労に終わると、さすがにヨナハンも疲れ果てたようだ。もちろん、レーレたちも同じだった。何しろ、皆、もうしばらくの間、ろくに眠っていない。どのくらい横になっていないか、よく考えてみないとわからないくらいだ。

　ヨナハンがだいぶ高い金を払って、「蒼そう穹きゆう亭てい」いう宿で個室を四部屋とった。個室なのに広めで、寝台も変に大きい。明らかに身分の高い者が泊まる宿屋だ。少し落ちつかないけれど、ヨナハンの寝言に悩まされなくてすむのはありがたい。

　四人で夕食をとった。そのはずなのに、何を食べたか。何を話したのか。あまり記憶がない。ただ、おいしいとかまずいとか、一切感じなかった。四人とも言葉少なで、やたらと静かだった。早く寝たい。ぐっすり眠りたい。レーレはそればかり考えていた。何をどうするにしても、とにかく寝ないと無理だ。

「……眠いんだけど、な……」

　部屋は真っ暗だ。この布団は藁わら布団じゃない。中に何が入っているのか知らないけれど、気色が悪いほどふかふかだ。枕まくらもそうだし、上掛けは軽くて肌ざわりがいい。目をつぶれば、たちまち眠りに落ちそうになる。一日でも二日でも寝られそうだ。

　それなのに、いつまでたっても意識がどこかにへばりついている。眠い。眠りたい。眠ろう。眠れない。苛いら々いらしてきて、寝返りを打ち、身体からだを起こして、また横になる。いったいどうすれば眠れるのか。そんなことを考えだすと、余計に目が冴さえてくる。

　違うことを考えよう。別のことを。ユユ、寝る前に、禊みそぎ、したのかな。あんなに疲れてて、大丈夫だったかな。ふらふらだったけど。禊。だめだ。なんでセルジュの姿が。見てしまったからだ。あれは事故だった。わざとじゃない。忘れないと。ユユに怒られる。嫌われる。もう嫌われているのかもしれない。ぜんぜん口をきいてくれないし。でも、おかしいじゃないか。セルジュが腹を立てるのなら、それはわかる。どうしてユユが。ユユの裸を見たわけじゃないのに。

　ユユが話をしてくれないから、何を考えているのか、まったくわからない。今に始まったことじゃないけど。もともとわからない。だいたい、ユユはおれのこと、どう思ってるのかな。何だと思ってるのかな。兄？　単なる旅の道連れ？　護衛役？

　ユユは不安じゃないのかな。怖くないのかな。

　魔女。

　また魔女騒ぎだ。

　正直、関かかわりたくない。

　火あぶりにされる寸前でユユを助けたのは、たしかに魔女だ。でも、この世に魔女がいなければ、ユユが魔女だと疑われることもなかった。結局、魔女のせいじゃないか。

　あいつらのせいだ。魔王。魔女。おれは魔王を殺した。あの手て応ごたえ。まだ残っている。おれはこの手で何かを壊した。魔王は崩れていった。魔女が泣いていた。

　おれは悪くない。しょうがなかった。戦場だったんだ。ただユユを救いたくて。魔女のところにユユがいると思って。捜そうとして。あいつらは邪魔だった。魔王も、魔女も。だから、殺した。いっぱい殺した。豚みたいな顔をしたやつも、岩みたいな色の肌をしたやつも、それ以外の化物も、狼も、殺した。べつに何も感じなかった。あいつらだって、おれを殺そうとしてた。お互いさまだ。おれは悪くない。

　ユユが言ってくれた。

　わたしを助けるためだったんでしょう。

　じゃあ、神さまも、人間も、魔女も、誰だれ一人として認めなくて、許さなくても、わたしだけはレーレを認めるし、許すわ。

　ユユは許してくれている。少なくとも、ユユだけは。

　おれは悪くない。

　だったら、なんでこんなに気持ち悪いんだ。

　おれは悪くないはずなのに。

　扉を叩たたく音がした。この部屋の扉だ。誰かが扉の向こうにいる。その誰かが扉を叩いたのだ。

　レーレは寝台から下りた。足音を忍ばせて扉に近づき、耳を押しあててみた。誰かがまた扉を叩いた。他には何も聞こえない。誰だろう。

「レーレ」

　声がした。レーレは掛け金を外して扉を開けた。ユユだった。ユユはレーレの部屋に入ってきて、寝台に腰かけた。レーレはドアを閉めて掛け金を戻した。胸がばくばくしている。暗いのでよく見えないけれど、ユユはおそらく、肌着の上にケープを羽織っているだけだ。どうしたのだろう。何をしにきたのだろう。レーレはユユの隣に腰を下ろして、いたずらに首筋を掻かいた。ちらちらとユユの横顔をうかがって、何か言おうとした。何も浮かばなかった。

「まだ眠っていなかったのね」

　ようやくユユが口を開いた。レーレは慌ててうなずいた。

「うん。なんか、眠いんだけど、寝つけなくて」

「そう」

「ユユは？」

「わたしも同じ」

「そっか」

　こんなふうに二人きりで会話を交わしたのは久しぶりだ。なんだかよくわからないけれど、よかった。

「でも、寝ないと。身体からだ、疲れてるはずだし」

「そうね」

　ユユはこっちに顔を向けた。表情まではわからなかった。

「わたし、ここで寝るわ」

「え」

「だめ？」

「いや、だめってことは」

「あたりまえでしょう。わたしが決めたことなんだから」

　ユユはケープを脱ぎ捨てて寝台の上に身体を横たえ、上掛けにくるまった。大きな寝台だから、ユユの隣で横になることはできる。でも、そんなことをしていいわけがない。ということは、床か。せっかく宿に泊まって、しかも個室なのに、硬い床の上で眠らないといけないのか。ひどい話だ。あんまりだ。

「何をしているの、レーレ？」

「……何って」

　何もしてないよ。変なことは、何も。寝台に座ってるだけだよ。わかったよ。床だろ。床に寝ればいいんだろ。いいよ。べつに。慣れてるし。レーレはぐっとこらえた。我慢しきれなくて、ため息が出てしまった。ごまかすために、急いで寝台から腰を上げて、床に転がろうとした。

「だから、何をしているのよ？」

「いや、ただ、寝ようと」

「どこで？」

「……床で」

「なぜ？」

「な、なぜ？」

「ここで寝ればいいじゃない」

　ユユは自分の隣を軽く叩たたいた。頭がくらくらした。絶対、嘘うそだ。何かの間違いだ。信じない。信じちゃだめだ。罠わなかもしれないし。言うとおりにしようとした途端、怒られる。いかにもありそうだ。

「レーレ」

　ユユはもう一度、さっきよりも強めに自分の隣を叩いた。

「きなさい」

「……はい」

　命令されたら、従うしかない。レーレは寝台に上がって、ユユの隣で横になった。いくら寝台が大きくても、二人が仰あお向むけになると狭いので、端のほうへ寄って、ユユに背中を向ける体勢になってみた。これならユユの邪魔にならないだろう。

「バカなレーレ」

　ユユが上掛けをかけてくれた。それだけで十分だった。何が十分なのか、レーレにはわからない。とにかく十分だった。あっという間に満たされてしまった。これ以上は望まない。あふれてしまう。息が止まりそうになった。しばらく止まった。

　だめだ。やわかくて、熱い。ユユの腕だ。顔。それに、胸。ユユが後ろからしがみついている。背中に。首筋に。髪に。脇わき腹ばらに。ユユを感じる。ぬくもりを。重みを。息が、苦しい。止まっている。吸わないと。吐かないと。心臓が鼓動しているのではなく、振動している。ものすごい速さだ。レーレはまばたきをした。目をつぶって、歯を食いしばった。無理だ。耐えられない。何に耐えられないのか。知らない。知ったことじゃない。耐えられないといったら、耐えられない。

「ユ……ユユ、あの、おれ、禊みそぎ、してないし。あ、汗とか、かいて」

「わたし、嫌いじゃないわ。レーレのにおい」

　ユユが喋しやべると、くすぐったかった。何かが破裂してしまいそうだ。

「好きでもないけど」

「そ、そう。そっか。でも、あの」

「レーレも疲れているでしょう。さっさと寝なさい」

「う、うん」

　無む茶ちやだ。眠れるわけがない。なんだかせつなくなってきた。これなら、床で寝たほうがましだ。つらい。つらすぎる。こんなことばかりだ。ユユと一緒にいると、満ち足りて、いっぱいになった心が、何かの拍子にたやすくはち切れてしまう。レーレの心はいとも簡単に引き裂かれる。

　いっそ、ユユなんていないほうがいい。

　嘘うそだ。大嘘だ。あのときのことを思いだしただけで、ぞっとする。離れたくない。もう二度と。どんなに苦しくても、ユユがいないよりはいい。何だって我慢できる。いいんだ。おれの心なんて、どうなったっていい。かまわない。

　じっとしていることくらい、何だっていうんだ。できる。できないわけがない。ユユがそうしろって言うなら、石にでも、木にでも、何にでもなる。

　でも、どうして。

　なぜユユは震えているのだろう。

「ユユは」

「何よ」

「ユユは、怖くないの？」

「怖くなんかないわ」

　ユユの身体からだが少しだけこわばった。

「平気よ。これくらい。それに、ここで後ろを向いてしまったら、ずっとこそこそと逃げまわらないといけなくなる。魔女という言葉を聞くだけで怯おびえて、いつもびくびくしていないといけないなんて、冗談じゃないわ」

　そうか。ユユは戦っている。ずっと戦っていたのだ。

「わたしは魔女じゃない。濡ぬれ衣ぎぬを着せられて、魔女だってことにされたユユ・ビューレは死んだわ。愚かな人間たちに処刑されたのよ。わたしはユユ・イジュール。レーレの妹。誰だれかに後ろ指をさされる覚えはない。お日さまの下でうつむいたりしないわ。顔を上げて、胸を張って、道の真ん中を堂々と歩くのよ」

「うん」

「セルジュだって、最初はわたしを疑っていたけど、今はもう大丈夫。すっかりわたしを信用しているわ。あの人、根は素直なのよ。でも、本音を言うわけにはいかなかったし、話す相手がいなかった。弱音を吐きたくて仕方ないのに、我慢するしかなかった。騎士でいるかぎり、セルジュは自分を騙だましつづけないといけない。かわいそうなセルジュ。わたしは本当にそう思っているのよ。だから、お友だちになったの」

「そっか」

「怖くなんかないわ」

「守るよ。おれが」

「生意気なことを言うのね。レーレのくせに」

「ごめん」

「アラベラ・リデルは魔女なのかしら」

「わからない」

「もし違うなら」

「違っても、関係ないよ。たぶん」

「そうね」

　ユユの息づかいが荒くなった。

「放ほうっておいたら、きっと有罪になる。火あぶりにされるんだわ」

　レーレの胸が締めつけられた。ユユの腕に力が入っている。それだけじゃない。あの日、クローデルの住人全員がユユの死を願っていた。しかも、笑いながら。生身のユユが黒い煙にまみれ、炎に包まれて焼かれるそのときを、誰だれも彼もが待ち望んでいた。あの光景が忘れられない。おそらく、死ぬまで忘れないだろう。レーレでもそうなのだ。ユユの脳裏に、あの出来事はどんなふうに刻みこまれているのか。ユユはひどく震えている。まるで山や羊ぎのドードみたいだ。ドードは身体からだが弱くて、ことのほか寒さが苦手だった。冷えこんだ日の夜は、レーレが不安になるくらい、全身を小刻みに震わせた。そんなとき、レーレはドードをきつく抱きしめた。そうしたいと思った。ユユをぎゅっと抱きしめたい。

「――いっ……！」

　噛かまれた。耳たぶだ。

「今、こっちを向こうとしたでしょう」

　ユユはそう言ってくすりと笑った。

「だめよ。何度言ったらわかるの？　わたしがレーレにさわるのはいいけど、レーレはわたしにさわっちゃ、だめ」

「……ごめん」

「まだ許していないんだから」

　何のことだろう。とっさにはわからなかった。

「見たでしょう。セルジュの裸」

「え。あ」

　レーレは返事につまった。でも、どのみち正直に答えるしかない。

「見た……けど」

「やっぱり、見たいものなの？　女の子の裸」

「いや。そんな……べつに」

「見たくないの？　たとえば、わたしの裸だったら」

「え。いや。それは……」

「そう。見たくないのね」

「み、見たくないってことは……」

「見たいの？」

　ユユは耳みみ許もとで囁ささやいた。ふだんより低い声だった。ぞくっとした。レーレは目をつぶり、思いきってうなずこうとした。

「――痛っ……！」

　まただ。また耳たぶを噛かまれた。ユユはふくみ笑いをして、レーレの背中に身体からだを強く押しつけてきた。

「十年早いわ。レーレには」

　ユユはもう震えていなかった。それならいい。なんだかすごくせつなくて、とても眠れそうにないけれど、我慢できる。寝なくても、死ぬわけじゃない。ユユがいれば、それでいいんだ。



　　　



　森の奥には魔女が住む。いつからか人間たちはそう考えるようになった。それは決して迷信ではない。



    

  
    
      



    

  
    
      　森の魔女は、深い森の、人は立ち入らぬ場所にある森の隠れ家で、森に愛され、森を愛めでて、獣たちとたわむれて暮らしている。森の魔女が魔王と血の契約を結ぶことはまずない。大半は未婚者だ。

　森の魔女はたいてい薬草を熟知していて、医術の知識もある。養生に適した環境が整っている森の隠れ家には、怪け我がを負った者が身を寄せることも少なくない。

　彼女が住む森の隠れ家にも、傷を癒いやすためにやってきて、そのまま居ついてしまった者たちがいる。

　オドロイはそのうちの一人だ。虚うろの賢者とも呼ばれるムウラという種族の者で、人間に似ているが、身体からだは小さき者ポルモより少し大きいくらい、真っ白な髪や眉まゆ毛げ、髭ひげはとても長く、編んだり束ねたりしてある。ムウラは長生きだ。長く生きれば生きるほど同族に尊敬される。年齢を誇示するため、生まれてから死ぬまで毛髪を切らないのだ。

「そろそろゲゼルが戻ってくるのではないかの」

　戦で左足を負傷して、結局、完治しなかったオドロイは、森の隠れ家で椅い子すに腰かけていても、杖つえを手放さない。何かあれば、杖を頼りに駆けるつもりだ。彼女や他の者に見つからないように、毎日こっそり左足を動かす訓練をしている。オドロイは戦場に未練があるのだ。

「外でロンロが待っているわ」

　彼女がそう答えると、オドロイは不満そうに低く唸うなった。それを見て、部屋の隅で床に腰を下ろしているランドールのダルキンが、少しだけ笑ったようだ。

　足あし速はやのランドールは誇り高く、物静かな種族で、戦場以外ではめったに声を立てて笑ったりしない。何にも増して勇敢さを重んじる彼らは、天性の戦士だ。おおむね人間より背が高く、立派な身体つきをしていて、とくに下半身が逞たくましい。全身が短く硬い毛に覆われているのだが、頭から背筋、尻しりにかけて艶つやのある長い毛が生えていて、彼らはこれを鬣たてがみと呼んでいる。男性のランドールは鬣を細かく編み、女性は結うのだ。

　鹿か毛げのダルキンは鬣を編んでいない。のばしっぱなしだ。

　ダルキンは骨にまで達する傷を右腕に負い、この森の隠れ家を訪れた。彼女は精一杯治療したのだが、手の施しようがなかった。放ほうっておくと命を落とす危険があったので、右腕を切断するしかなかった。利き腕を、そして戦士の矜きよう持じを失ったダルキンは、絶望して自死さえ試みた。あのころよりはだいぶ落ちついて、今は左腕で剣を振るう練習をしながら、森の見回りや力仕事に精を出している。ダルキンもまた、戦場に戻る日を夢見ているのだろう。

「そろそろだと思うがの」

　オドロイがふたたび呟つぶやいた。

　彼女の足あし許もとに身を横たえていたバルツアが頭をもたげたのは、そのときだった。

　バルツアはゆっくりと身を起こした。森の狼クオードは他の狼より大柄で、とても聡そう明めいだ。語りあうことはできないが、時間をかければ理解しあうことはできる。彼女にとってバルツアは無二の親友だ。

「ゲゼルが帰ってくるのね」

　彼女は椅い子すから立ちあがり、バルツアを伴って戸口へと向かった。この森の隠れ家は彼女が建てたものではない。何代にもわたって使われている、苔こけ生むした岩のような、蔦つたに覆われた老木のような、古くても堅固な家だ。扉に手をかけようとしたら、ダルキンが先回りをして開けてくれた。オドロイが杖つえをつきつき彼女を追い越し、軒先で闇やみの向こうを見つめているポルモに声をかけた。

「ロンロ！　ゲゼルが帰ってくるぞい！」

「え？　ほんと？」

　ポルモのロンロはちょっと振り向いただけで、すぐに前を見た。

「見えないけどなあ。暗いからかなあ。声もしないけどなあ。足音もしないけどなあ」

「ポルモの目や耳なんぞ、たいしてあてにならんわい」

「そんなことはないと思うけどなあ。ぼく、目も耳もけっこういいほうだよ。少なくとも、オドロイよりはずっといいよ」

「ゲゼルの気配を察したのは、わしじゃあない。バルツアじゃ」

「なーんだ。それならそうと、早く言ってよ。だったら、絶対に間違いないね！」

「どういう意味じゃ！　ポルモめ！」

　オドロイは気難しいムウラだ。その昔、ムウラと血を分けた兄弟のようなグウラという邪悪な種族がいた。グウラはムウラと合流して、やがてムウラにとけこんでいったが、オドロイはグウラの特徴を色濃く受け継いでいるのかもしれない。それでも、ロンロとは喧けん嘩かしながらも仲よくやっている。どんな相手とも親しくなることができるのは、ポルモたちの偉大な才能だ。

　バルツアが口を小さく開けて顎あごを上げ、ほぅーん、と低く吠ほえた。

　彼女は森の闇に目を凝らした。

　ロンロが、あ、と叫んだ。オドロイは人の悪そうな忍び笑いをもらしながら、一つ二つうなずいた。

「少ないな」

　ダルキンがぼそりと言った。そのとおりだった。

　闇の向こうから姿を現したゲゼルは、バルツアの血を引く森の狼クオードだ。バルツアにとてもよく似ているが、まだ若いので、身のこなしに躍動感がある。性格もやんちゃだ。そうはいっても、同年代のクオードに比べれば、だいぶ貫かん禄ろくがある。バルツアの後継者として群れを率いる資格は十分あるだろう。

　ゲゼルは彼女に頼まれて遠くの森へと出かけ、戻ってきたのだ。彼女はゲゼルに手紙を持たせた。遠くの森の魔女は手紙を受けとり、彼女の依頼について検討しただろう。彼女も多くを望んでいたわけではないが、ゲゼルが連れてきたのは、五頭のジドネだけだった。斑まだら狼おおかみのジドネは、クオードより一回りも二回りも小柄で、人間に飼われている犬に近い。彼らは仲間思いだし、すばしっこくて粘り強いが、武装した人間たちを相手にするとなると、やや分が悪いのだ。

「お帰りなさい、ゲゼル」

　彼女が進みでると、ゲゼルは頭をこすりつけてきた。それから、申し訳なさそうな上目遣いで彼女を見て、くぅん、と少し甘えた声を出した。彼女はゲゼルの首にくくりつけられていた小筒を外し、中から手紙をとりだした。ダルキンが手て燭しよくを持ってきてくれた。彼女は手紙を一読して、すぐに燃やした。オドロイが杖つえの先で地面を突いた。

「何と書かれてあったのじゃ」

「今は彼らしか送りだすことはできないと。ただ、長らく打ち捨てられていた砦とりでに、最近、友たちが集結しつつあるようです。その砦と連絡をとってくれるらしいわ」

「それまで待てというのか。どれだけ時間がかかるかわからんぞ」

「そうね」

「わしらでやるしかないのではないか」

　オドロイは最初からそのつもりなのだ。彼女は背の高いダルキンを見上げた。ダルキンは何も言わなかったが、その両眼はわずかに熱を持っている。彼もやる気になっているのだろう。ロンロも反対はしないはずだ。バルツア率いるゲゼルをはじめとしたクオードの小さな群れや、彼女の求めに従って駆けつけてくれたジドネたちも、喜んで手を貸してくれるに違いない。恐れているのは彼女一人だった。

「どうする。おぬし次第じゃぞ」

　オドロイは尋ねているのではない。決断をうながしているのだ。オドロイは彼女の中の臆おく病びようを見抜いている。内心では、戦場に出ようとしない彼女を侮っているかもしれない。ムウラは賢く、策謀に長たけている。かつて魔女エンデを支え、復活させて、さらにエンデの再来、魔女ドラコを誕生させたのは、クダラキという名のムウラだ。頼もしい仲間だが、油断ならない。ムウラは他の者たちを意のままに操ろうとする。魔女はムウラの前ではとくに強くあらねばならないのだ。

「やりましょう。わたしたちの手で」

「よくぞ申した」

　オドロイは白い髭ひげを震わせて笑った。

「ヘルガ。それでこそ魔女じゃ」



    

  
    
      
第４話　【亡者と恩返し】





　あのころ彼女はまだヘルガではなかった。

　もうずっと前の出来事だ。

　彼女はその夜もひとりきりで泣いていた。バルツアに、キュムとロンロに、やさしい魔女に会いたい。ひょっとして、主しゆが彼女の願いを聞き届けてくださったのだろうか。思いがけないことが起こった。

　こつ、こつ、と音がした。風が窓の板戸を叩たたいているのかもしれない。それにしては、硬い音だ。まさかと思いながら、彼女はそっと板戸を開けた。にわかには信じられなかった。彼女は主に感謝した。窓の外に彼らがいた。キュムとロンロだった。彼女に会いにきてくれたのだ。

　彼女は二人を部屋に招き入れて、再会を喜びあった。楽しい時間はあっという間にすぎてしまった。二人は明るくなる前に森へ帰らなければならなかった。彼女はせめて街の外まで見送りたかったが、二人に止められた。ぼくらと一緒のところを人間に見られたら、よくないことが起こるからね。きっとまたくるからね。約束するからね。

　二人が約束を破るわけがなかった。夜になると、彼女は耳をすまして二人を待った。

　毎晩とはゆかなかった。十日にいっぺん、ときには何日かにいっぺん、二人は彼女の部屋の窓を叩いた。

　彼女はもう寂しくなかった。バルツアや魔女を懐かしみ、森を恋しく思うことはあったが、キュムとロンロが慰めてくれた。

　昼間は父の言いつけをよく守り、主への祈りや主がお決めになった密儀を欠かすことはなかった。キュムとロンロがきてくれたのは、主のおかげだと彼女は考えていた。彼女の信仰は深まった。キュムとロンロのおかげだった。

　キュムとロンロのことは、もちろん誰だれにも話さなかった。彼女も人々が魔女を恐れていることは知っていた。でも、あの魔女は違うわ。いい魔女だっているんだから。

　彼女は一度もキュムとロンロのことを口に出していないのに、ある日、父の付き人が噂うわさ話ばなしをしていた。こびとの姿を見た者がいるらしいぞ。魔女の手下だ。何か悪いことが起こる前ぶれじゃないのか。

　彼女は不安になった。キュムとロンロが最後に彼女を訪ねてから、十日たち、十一日たち、十二日たった。彼女は主しゆに祈った。どうかキュムとロンロをお守りください。悪い予感がして仕方なかったのだ。だから十三日目の夜、窓が鳴ったときは、ついつい寝台の上で跳びあがってしまった。彼女は急いで窓を開けた。ロンロだった。

　ロンロはひとりきりだった。



　　　



　チョーサー城から程遠からぬ場所にあるマードック大教会の、すぐそばだった。巡じゆん検けん司し祭さいカゼン・オビトは、柵さくに囲まれた飾り気のない石造りの家に住んでいた。

　巡検司祭の庭には井戸と背の高いニレの木が一本あるだけで、他には何もなかった。柵の内側は丁寧に雑草がのぞかれ、黒い土がのぞいていた。建物の玄関へとつづく石畳は奇妙なほど白かった。

　レーレたち四人は朝早くその家を訪ねたのだ。

　司祭服を着た黒髪の男が井戸で水を飲んでいた。目も黒いし、黄色っぽい肌をしている。東のほうからきたのかもしれない。若いのか、年寄りなのか、いまいちわからない容姿だ。どちらにしても、意地が悪そうで、執念深そうな男だとレーレは思った。

　ヨナハンは脇わき目めもふらずにずんずん歩いていって、男に声をかけた。

「カゼン・オビト巡検司祭とお見受けする！　私はフェアロンドの騎士ルイス・クロムスティードの嫡ちやく男なんにして准じゆん騎士のヨナハン・クロムスティードと申す者！　司祭のお話をうかがいたく参上した次第！」

「はて。准騎士どのが私に何のご用かな」

　オビトは首をひねってみせたけれど、明らかに事情を察している顔つきだ。レーレは唇の端を軽く噛かんだ。間違いない。あいつはいやなやつだ。

「ともあれ、朝っぱらから大声で話していては近所迷惑になりかねない。粗末な家で、何のおもてなしもできないが、中に入られよ」

　こうして通された巡検司祭の家には、書棚と一組の机と椅い子すと筆記用具しかなかった。寝室は別にあるのだろうが、それにしても殺風景だ。オビトはさっさと椅子に腰を下ろし、膝ひざの上で両手を組んだ。

「それで？　ご用件は何です」

「アラベラ・リデルのことだ」

　ヨナハンはオビトの真ん前に立ち、険しい表情で凄すごみを利かせた。

「司祭がアラベラを告発したと聞き及んだ。取り調べにも協力しているのだろうな」

「むろんです。私はこのオグバーン伯爵領を担当している巡検司祭ですからな」

「告発の理由はいったい何なのだ！　くわしく教えてもらいたい！」

「あなたにご説明申しあげる必要性を一向に感じないのだが」

「いや！　話してもらう！　私はアラベラの許嫁いいなずけだ！　知る権利がある！」

「巡じゆん検けん司し祭さいの責務をご存じですか。教主庁教理省巡検部の指令により、担当地域を巡回して、魔女、魔女の間かん諜ちよう、異端者、戒律違反者の捜索を行い、これを発見し次第、告発することだ。これでも、けっこう多忙の身でしてな。正直、容疑者の知己と無駄話をしているほど暇ではないのですよ」

「無駄話だと！」

「待って」

　口を挟んだのはユユだった。もともと、今朝、この際だから巡検司祭に直接話を聞いてみてはどうか、と提案したのもユユだ。聖職者には恨みがあるはずだし、本当は近づきたくもないのではないか。でも、ユユは乗り越えようとしている。戦っているのだ。

「司祭さま。わたしたちはただ知りたいだけなのです。教えていただけませんか。アラベラ・リデルさまが魔女の疑いをかけられて、告発された、そのわけを」

「容疑者の父君に概略はお話ししたはずだが」

「子爵から大まかにはうかがった」

　セルジュがうなずいた。

「アラベラさまが深夜、屋敷を抜けだし、森で魔女の行ぎようをしていたと。だが、これだけではとうてい納得できかねる」

「なぜあなたを納得させねばならないのか。私にはわかりかねる。だいたい、あなたは何者なのです」

「フェアサイドの騎士マーカス・フレンドールの嫡ちやく男なんにして准じゆん騎士のセルジュ・フレンドールという者だ」

「嫡男？」

　オビトは薄い唇をゆがめた。

「異なことを申される。あなたは女性ではないか」

「俺おれは男だ」

　セルジュの肩が震えている。オビトは鼻で笑った。

「そうは見えないが、まあ、どうでもよろしい。で、残りのお二方は？　准騎士どのの従者にしては、ずいぶんお若いようだが。しかも、片方はまぎれもなく女子だ。ずいぶんと罰当たりな身なりですな」

「司祭さま」

　いつもなら怒りだすところだけれど、ユユは平然としている。

「申し遅れました。わたしはセルジュ・フレンドールの友人で、ユユ・イジュールと申します。こちらはわたしの兄のレーレ・イジュールです」

「ほう」

　オビトはじっとユユを見つめている。冷ややかなのに、やけにねっとりした、気色の悪い眼まな差ざしだ。

「お二方ともシレーンの血が濃いようですな」

「どうかお教えください、司祭さま」

　ユユはオビトの言葉を無視した。やっぱり、頭にきていることは頭にきているのだろう。おそらく、我慢しているだけなのだ。

「アラベラさまが森で魔女の行ぎようをしていたというのは、間違いのない事実なのですか」

「それはむろん、事実です」

　オビトはそう言ってから、かすかに眉まゆをひそめた。うっかりユユの問いかけに答えてしまい、悔いているのか。すぐに気をとりなおしたようだ。むしろ、開きなおることにしたのかもしれない。

「私がこの目で目撃したのですからな」

「司祭さまが……？」

「さよう。先ほども申しあげたように、私の責務は、魔女、魔女の間かん諜ちようを見つけだし、裁きを受けさせることです。主しゆは人類の裏切り者を決してお許しにはならない。我々は草の根を分けてでも害悪を、毒を、人の皮を被かぶった狼を捜しださねばならないのだ。そのために、私は徹底的に調べあげたのです。この地に住まう人々の記録、風聞、その他さまざまな情報を総合して、アラベラ・リデルに魔女の疑いありと判断した」

「ですが、司祭さま。先ほどご自身でもおっしゃいましたように、司祭さまはオグバーン伯爵領を担当なさっている巡じゆん検けん司し祭さいでいらっしゃるのでしょう。リデル子爵領には別の巡検司祭がいらっしゃるのではありませんか」

「ユユ・イジュール。何が言いたいのですか」

「ただ不思議に思ったので、お尋ねしただけです、司祭さま」

「勘違いされては困るので申しあげておくが、リデル子爵領を担当なさっているジャン・サボン巡検司祭とは、ともに手を携えてこの件の調査にあたったのだ。だが、容疑者が子爵の息女ということであれば、子爵ご自身の手に裁きをゆだねることはできない。公国の法でそう定められている。それゆえに、容疑者をチョーサー城に連行した」

「疑いをもとに、アラベラさまを監視なさったのですか」

「確証をえるために、彼女の動向をうかがっていたのだ。彼女は夜、森の奥へと向かい、魔女の行に精を出していた。私が目撃者だ」

「行とは何なのでしょう」

「やれやれ。巡検司祭の私が取り調べを受ける羽目になるとは」

　オビトは薄笑いを浮かべた。頬ほおがほんの少しだけ上気している。興奮しているのか。あの男はきっと喋しやべりたがりなのだ。とりわけ、他人を貶おとしめたり、自分の功績を吹ふい聴ちようしたりするのは大好きなのだろう。オビトはユユにまんまと乗せられているのだ。

「汚らわしい魔女どもを熟知している我々巡じゆん検けん司し祭さいでなければ、行ぎようというものに関する知識もなかろうが、あの夜、アラベラ・リデルが打ちこんでいたのは、道どうの行と呼ばれるものだ」

「道の行……？　それは、どのような？」

「夜の森を歩くのだ」

「歩くだけ、なのですか？」

「ただ歩くのではない。暗い森の中を、足あし許もとを照らす灯ともし火びも持たず、たった一人で、一定の速度で、ひたすら歩くのだ」

「それが……道の行？」

「そう。正確に申せば、魔女の基礎的な行、六行のうちの一つ、道の行だ」

「ばっ――」

　ヨナハンがオビトに詰めよっていった。レーレとセルジュが二人がかりで止めようとしたが、セルジュは間に合わなかった。レーレの腕は振りほどかれた。ヨナハンはオビトの胸倉をつかんで持ちあげた。

「馬ば鹿かな……！　ただ夜の森を歩いていただけで！　たったそれだけで、アラベラを捕らえたというのか！　それが証拠だというのか！」

「放したまえ、ヨナハン・クロムスティード」

「答えろ！　そんな理由でアラベラは地ち下か牢ろうに閉じこめられているのか！」

「ああ、そうだ！　だが、我々は彼女が魔女だと確信しているし、道の行は、たったそれだけ、と言っていいようなあやふやな根拠では決してない！」

「森をそぞろ歩いていただけではないか！」

「ああ、主しゆよ！　この者の愚かしさを許したまえ！　ヨナハン・クロムスティード、貴公は冷静な判断力を失っているようだ！　貴公の許嫁いいなずけは、子爵の息女、いわば深窓の令嬢なのだぞ！　そのような女性が深夜に屋敷を抜けだし、逢あい引びきをするでもなく、深い森の中を歩きまわるなど！　おかしいとは思わないのか！」

「そ、それは」

「准じゆん騎士どのよ、貴公は怒りをぶつける相手を間違えている！　貴公が責めるべきは、主の思おぼし召めしに従って責務を果たしている私ではない！　貴公を欺あざむき、人類を裏切っていた貴公の許嫁だ！　彼女は人の皮を被かぶった狼なのだ！」

「だ、だが」

　ヨナハンは歯は軋ぎしりをした。

「だが、それは、あなたが見たと言っているだけだ！」

「私を疑うというのか？　全身全霊を捧ささげて主しゆにお仕えしているこの私を？」

「あなたの疑いにもとづき、あなたが調査して、あなたが決定的な証言者で、そんなことが認められるのならば、あなたの一存で誰だれでも魔女に仕立てあげられてしまう！」

「取り調べを行うのは審問官だし、裁くのは公国の法であり、裁判官だ」

「何を……よくもぬけぬけと！」

「お気持ちはお察し申しあげるがな、准じゆん騎士どのよ、そろそろ手を放してはくれまいか。私には果たすべき聖務がある。これ以上、茶番につきあって時間を無駄にしたくはない。人の皮を被かぶった狼は、貴公の許嫁いいなずけだけではないのだ」

「くっ……！」

　ヨナハンはオビトを突き飛ばすようにして手を放し、家から出ていってしまった。たぶん、自制がきかなくなって、刃にん傷じよう沙ざ汰たに及んでしまうことを恐れたのだろう。司祭に斬きりかかったりしたら、大変なことになる。それに、仮に今ここで司祭の息の根を止めたとしても、アラベラの疑いが晴れるわけでもない。カゼン・オビト。かなりいやなやつだけれど、司祭なんて誰も彼も似たようなものだ。もしこいつが死んでも、別の巡じゆん検けん司し祭さいがやってきて、また無実の者に罪を着せようとする。きっと、世の中はそういう仕組みになっているのだ。

　オビトがレーレのほうに顔を向けた。無意識のうちに睨にらみつけていたのかもしれない。オビトはわずかに鼻白んだ。

「司祭さま」

　ユユは依然として落ちつきはらっていた。少なくとも、レーレの目にはそう映った。

「最後にどうかお教えください。アラベラ・リデルさまの魔女審判はいつ行われるのでしょうか」

「まだ決まってはおらぬ」

　オビトは乱れた司祭服の胸元を整えながら、わざとらしい下目遣いでユユを見た。

「容疑者は自白していないようなのでな。だが、遠からず洗いざらい打ち明けるだろう。審判は五日後か、一週間後か、せいぜい十日後といったところであろうな」

「そうですか。ありがとうございます、司祭さま。あなたに主の加護をエクト・レム・エルウ」

　ユユは笑みさえ浮かべて一礼した。オビトも祈りを返したが、堂々としたユユの態度に少し気け圧おされているようだった。ちょっとだけすっとした。

「失礼します、司祭。あなたに主の加護をエクト・レム・エルウ」

　セルジュがオビトとは目をあわせずにヨナハンを追った。レーレも一応、小声で祈りの言葉を呟つぶやいて、ユユと一緒に巡検司祭の家をあとにした。扉を閉めた直後だった。とりすましていたユユの顔が、急にゆがんだ。

「あの下げ衆す。恥知らず。生なま臭ぐさ司祭。生きたまま焼かれてしまえばいいんだわ。灰になっても許さないんだから」

　早口で、低い声だった。前にいるセルジュやヨナハンには聞こえなかっただろう。ユユは激しく憤っていた。やっぱり必死に抑えつけていたのだ。でも、それだけじゃない。

　レーレはユユの背中をそっと撫なでた。レーレの手は振り払われなかった。ユユは巡じゆん検けん司し祭さいと向きあって、自分の中に巣くっている恐怖と戦っていたのだ。レーレはただそばにいることしかできなかった。どうすればもっとユユの助けになることができるだろう。見当もつかなかった。



　　　



　本当に、見当もつかない。アラベラを救う方法なんてあるのだろうか。

　ユユとセルジュは、ああでもないこうでもないと話しあったり、宿から出ていって調べごとをしたりしている。何か手伝おうか。レーレがそう声をかけると、決まって、いい、いらない、邪魔だ、といった答えが返ってくるので、心の中で二人を応援するくらいしかやることがない。頭を使わないといけないのなら、どうせレーレは役立たずだ。それはヨナハンもほとんど一緒だろうが、部屋に閉じこもっている理由はそれだけか。

　レーレは何度もヨナハンの部屋の前を行ったり来たりしていた。

　もう日暮れが近い。いいかげん出てきたら？　扉をノックして、そう言おう。でも、なんでおれが。だいたい、自分の許嫁いいなずけのことじゃないか。大事な人だったら、自分の手でどうにかしないと。ユユとセルジュに任せっきりなんて情けない。べつに、どうでもいいけど。おれには関係ないし。関係ないはずなのに、ユユは一生懸命で、ということは、まったくの無関係とは言えない。ユユはアラベラの無実を証明して、釈放させて、司祭たちの鼻を明かしたいのかもしれないし。それなら、おれだって。何もできないけど。したくても、させてもらえないけど。ヨナハンは、おれとは立場が違うじゃないか。

　だんだん苛いら々いらしてきた。レーレは扉を叩たたいた。

「ヨナハン」

　返事はなかった。寝ているのか。まさか。レーレは二度、三度と扉を叩いた。ようやく声が返ってきた。

「……開いている。鍵かぎはかけていない」

　扉越しとはいえ、蚊が鳴くような声だった。頭にきた。レーレは乱暴に扉を開けて中に入った。ヨナハンは部屋の隅にうずくまって、膝ひざを抱えていた。駆けよっていって、ぶん殴りたい気分になったけれど、なんとかこらえた。

「何してるんだよ」

「……僕は……私は、恐ろしいのだ、レーレ」

　ヨナハンはレーレのほうに顔を向けようとしなかった。じっと床を見つめていた。

「恐ろしくてたまらない。アラベラが魔女審判にかけられる。有罪になって、火あぶりにされてしまう。その場面がはっきりと思い浮かんで、消えてくれないのだ」

　レーレは後ろ手で扉を閉めて深呼吸をした。そうだよ。あれは怖い。おれだって、あいつらぜんぶが憎たらしくて、そして、ものすごく怖かった。あんなふうにユユを罵ののしって、その死を願うことができる、あいつらはとても怖い。でも、そんなあいつらも、魔女の軍団に親兄弟や友だちを殺されたら、悲しんで、泣く。泣き崩れる。ただの人間なんだ。どこにでもいるただの人間が、手を叩たたいて笑いながらユユを殺そうとした。

「レーレ。君も知っているだろう。クローデルで魔女審判があった。僕は……私は、見に行かなかった。誘われたが、断った」

　ヨナハンは自分の肩を抱いて、手の甲を噛かんだ。

「以前、別の場所で見たことがあるのだ。衝撃的だった。魔女は敵だ。裏切り者だ。たしかにそうだ。でも、あんなふうにお祭り騒ぎをする必要があるのか。審判はもっと厳粛であるべきだ。僕は怖くなったんだ、レーレ。なんだかとても怖くなった。僕は考えた。答えがわかったんだ。原因は魔女だ。魔女がいるから、人々はあんなふうになる。魔女はそれくらい恐ろしい敵なんだ。人々を狂わせてしまうくらい。そうだろう、レーレ」

　レーレは答えずに、ヨナハンの隣に腰を下ろした。ヨナハンは顔を伏せた。

「魔女は滅ぼさなければ！　魔女は毒だ！　魔女の恐怖は人々をおかしくする！　僕は誓った。いつかきっと、この手で魔女の頭領を殺す！　そうしたら、世界は平和になる！　人々が主しゆの教えに従ってすこやかに、穏やかに暮らす！　そんな日がやってくる！　僕はアラベラに語った。僕の夢を。生涯の目標を。アラベラは僕を励ましてくれた。僕を支えると言ってくれた。アラベラが魔女であるはずがない！　違う！　絶対に違う！」

　違う。違う。繰り返すごとに声が裏返り、かすれていった。ついには涙声になった。

「……それなのに、僕は……僕は、なんてことだろう、僕は……オビト司祭の言葉を聞いたとき……アラベラが、夜、屋敷を抜けだして、たった一人で森を歩いていたと……その話を耳にしたとき、僕は……疑ってしまった。もちろん、ほんの少しだ。疑った？　違う、そんなことはない。何か変だと、おかしいと、そう感じただけだ……それだけだ……でも、僕は……アラベラを、心の底から信じているはずなのに……」

「じゃあ、信じればいいだろ」

「信じている。そう思っていたのに、僕は揺らいでしまったんだ」

「だめなの？　揺らいだら。いいじゃないか。また信じれば」

「僕は……私は、弱い自分が許せないのだ」

「あんたがあんたを許すとか、許さないとか、そんなのどうでもいいよ」

　レーレはため息をついた。ヨナハンはユユみたいに頭がいいわけじゃないのに、ごちゃごちゃ考えるからよくないのだ。

「アラベラにとっても、どうでもいいんじゃないの。いま大事なのは、そんなことじゃないだろ」

「何が……何が大事だと思う。今の私にとって、いったい何が」

「わからないのかよ。自分のことなのに」

「恥ずかしながら、わからないのだ。どうか教えてくれ、レーレ」

「アラベラなんじゃないの」

　レーレの脳裏にユユの顔がちらついた。なぜだか胸が疼うずいた。

「好き、なんだろ」

「むろんだ」

「ぜんぶアラベラのためじゃないか。あんたがここまできたのも。そうやって悩んでるのも。違う？」

「違わない」

「アラベラを助けたいんだろ」

「そうだ」

「じゃあ、そのことだけ考えれば。自分のことなんて、あとでいいだろ」

「自分自身のことは、あとで……」

「あのさ」

　レーレは片方の頬ほおを膨らまして、指でつねった。どうして自分がそんなことをしているのか、さっぱりわからなかった。

「たとえば、だけど。あんたが死ねば、アラベラが助かるとしたら、どうする？」

「アラベラのためなら、私は命を惜しんだりしない」

「そこまで思ってるなら、なんでうじうじしてるんだよ」

「……そうだな」

「覚悟はあるんだろ」

　レーレはまた大広場の惨劇を思いだしていた。ユユを救出できる見込みさえあれば、あのときのレーレは何でもしただろう。何人でも何十人でも斬きり殺ころしただろう。頭の先から足の先まで血に塗まみれても、クローデルの全住人に恨まれても、絶対に後悔しなかっただろう。たとえ百人、千人の命を積みあげても、ユユの命をあがなうことはできない。主しゆの教えに従って、十万人、百万人がすこやかに、穏やかに暮らしていたとしても、ユユがいなければ何の意味もないのだ。

「アラベラのために、捨てなきゃならないものがあるなら、迷わず捨てる。すべてを敵に回しても、アラベラのために戦う。あんたにできる？」

　レーレはヨナハンと見つめあった。

　ヨナハンはうなずいた。

「できる」

「じゃあ、最後まで手伝うよ」

　レーレは天井を仰いだ。

「おれにできることなんて、たかが知れてるけど」

「そんなことはない。そんなことは……」

　ヨナハンの声が震えだした。

「レーレ、ありがとう、レーレ……君は……君こそ……」

　いやな予感がした。

　的中した。

　ヨナハンは跳ねるように立ちあがって、レーレの前で膝ひざをついた。両肩をつかまれて、激しく揺さぶられた。

「友だ！　レーレ！　君は真の友だ！　どうか親友と呼ばせてくれ！」

「え……し、親友？」

「そうだ！　私と君は親友同士だ！」

「し、親友……」

　すごく、いやだ。拒否したい。でも、すでに半分泣いているし、断ったら断ったで、面倒なことになりそうだ。かといって、ヨナハンの親友になんてなりたくない。理不尽だとレーレは思った。どうしてこんなことで困らないといけないのだろう。

「……まあ。気持ちは、受けとっておくけど……」

　終わりのほうはごにょごにょ言ってごまかした。複雑な心境を表現してみたつもりなのに、ヨナハンはおかまいなしだった。

「そうか！　ありがとう、レーレ！　君のような親友がいてくれれば、何があろうと切り抜けられる気がする！　本当にありがとう！」

「……い、いや、べつに」

「どうか謙けん遜そんしないでくれ！　君の言葉、胸にしみた！　そうだな！　何をくよくよしていたのだろう！　私はまっすぐ進む！　どこまでも突き進むのだ！　それがこの私の、ヨナハン・クロムスティードの流儀だったはずだ！　しかも、私は孤独ではない！　友がいる！　無二の親友が！　恐れるものは何もない！」

「実際いろいろがんばってるのは、ユユとセルジュだけどね……」

「おお！　そうだな！　君の妹君とセルジュにも感謝しなければ！　まったくもってそのとおりだ！　ありがとう、レーレ！　えがたい友よ！　君はいつでも浅せん薄ぱく不明な私の蒙もうを啓ひらいてくれる！」

　せんぱくふめい？　もうをひらく？　何、それ。意味がわからないけれど、レーレは黙っていた。こいつと話していると疲れる。もう喋しやべりたくない。勝手にしてくれ。血迷った。失敗だ。どうして、最後まで手伝う、なんて言ってしまったのか。ヨナハンは立ちあがって吼ほえた。

「よし！　やるぞ！　何をするかはあとで決めればいい！　とにかくやるのだ！」

　いや、それは先に決めないと。だめだ。言うな。放ほうっておけばいい。ヨナハンは扉に向かって大おお股またで歩きだした。勢いよく開け放った扉の向こうに人がいるなんて、思ってもみなかった。おそらく、相手は今まさに扉をノックしようとしていたのだろう。その前に、ヨナハンが扉を開けたのだ。

　レーレも知っている人だった。会ったのは一度だけだ。ヨナハンが叫んだ。

「ニ、ニコラスさまではありませんか！　なぜこのような場所に！」

「……うむ」

　ニコラス・リデル子爵はやはり憔しよう悴すいしきっていた。でも、初対面のときとはちょっと雰囲気が違う。このアシュロンまで、馬を飛ばしてやってきたのかもしれない。旅装は少し汚れ、皺しわ深い肌は乾いて、髪も乱れているけれど、目に力があった。

「我が娘のために骨を折ってくれようとしている者たちがいる。それであるのに、父たる私が無為に時をすごしているわけにはいかんと思うてな」

「ニコラスさま！　で、では……！」

「まずは、アラベラとの面会を、私からオグバーン伯爵に頼んでみよう。聞き入れられぬかもしれんが、何の手も打たぬうちにあきらめることはあるまい」



　　　



　さすがに子爵が一緒だと、ぞんざいには扱えないということだろう。チョーサー城の衛兵は、子爵をふくめたレーレたち五人を待たせて、間もなく例のロビン・オグバーンとともに戻ってきた。ロビンは横柄な口調で、伯爵がお会いになる、ついてこい、と言ってレーレたちを城内へと導いた。

　バリー・オグバーン伯爵は、豪ごう奢しやな大広間の立派な椅い子すに腰かけていた。波打つ黒褐色の髪の毛も、髭ひげも、時間をかけて毎日手入れしているのに違いない。三十歳くらいだろうか。弟のロビンよりすっきりした体格だし、頭も切れそうだが、顔立ちは似ている。それに、むやみやたらと偉そうなところがそっくりだ。

「なるほど。ご息女と面会を？　ふむ。人の親としては当然の感情でありましょうな」

「夜分遅く申し訳ないが、どうかお許しいただけないだろうか、伯爵。このとおりだ」

「顔を上げられよ、子爵」

「いや。お許しいただけるまでは」

　子爵は伯爵の足あし許もとに跪ひざまずいて頭を下げた。その額が床にふれかけている。ヨナハンとセルジュは顔をゆがめて、とても見ていられない、といった様子だ。ユユも眉まゆをひそめているし、レーレだって気分が悪かった。何もそこまですることはないのに。

「やれやれ」

　伯爵はわざとらしくため息をつき、肩をすくめてみせた。その隣に立っているロビンは、そっくりかえって下品な薄笑いを浮かべている。

「困りましたな。ご息女の立場はあくまで容疑者。父親と娘の対面を認めぬとなれば、道義にそむくことになりましょう。しかも、子爵と私とは、盟友の約で結ばれた仲。私としては会わせてさしあげたい。ですが――」

「何とぞ。どうか、何とぞ」

「いや、子爵。私とて会わせてさしあげたいが、その一方で、お会いにならないほうがよろしいのではないかとの思いもあるのですよ。あなたのためです、子爵。当然、あなたもご存じのことでしょうが、魔女の疑いをかけられた者に対する取り調べは、それはもう苛か烈れつですからな。そのあたりは審問官の領分ゆえ、いかに子爵、あなたのご息女といえど、私としても手心を加えさせるというわけにもいかず、一抹の哀れも感じないと言ったら嘘うそになるのですが。子爵、お会いにならないほうがよろしいのでは？」

「どうか。何とぞ、慈悲をたまわりたく」

「さようですか。そこまでおっしゃるのでしたら、仕方ありませんな」

　伯爵はロビンに何か命じて、自分はさっさと大広間から出ていってしまった。レーレたちも大広間から追いだされ、城の一室に通された。そこからが長かった。ロビンは、準備が整うまで待っていろ、と言ってどこかへ行ったきり、戻ってこない。あれは嘘なのではないか。本当は準備なんかしていないのではないか。粗末な椅い子す以外には何もない、窓すらない狭苦しい部屋だ。扉には外から錠が掛けられている。伯爵はこのままレーレたちをここに閉じこめておくつもりなのではないか。

　待てど暮らせどやってこなかったそのときが、ようやく訪れた。

　扉が開いて、ロビンが姿を現し、顎あごをしゃくってみせた。

「用意ができた。こい」

　ロビン以下、黒と緑の衣装を身にまとった八人のロビン隊と、四人の兵士に囲まれて、レーレたちはまるで護送される罪人のようだった。

　地下への螺ら旋せん階段は城の片隅にあった。下りると、途端に空気がつめたくなって、ポンパドル城の地ち下か牢ろうが思いだされた。ユユは目を伏せて、しきりと自分の腕をさすっている。セルジュがユユに小さく声をかけた。ユユは微笑ほほえんで首を横に振ってみせたが、きっと無理をしているのだ。

　やがて螺ら旋せん階段が終わると、その先に通路がのびていた。通路の突きあたりに扉があり、兵士が守っている。ロビンに、開けろ、と命令された兵士は、腰に下げている鍵かぎを使って扉を開けた。ずっと我慢していたのだろう。ヨナハンが駆けだした。

「アラベラ……！」

「あ！　こら！」

　ロビンがヨナハンを捕まえようとしたが、届かなかった。ヨナハンは扉の前にいた兵士を突き飛ばした。がしゃ、と音がした。レーレは尻しり餅もちをついた兵士の腰に目を向けた。鍵の束だ。一つや二つじゃない。扉の鍵だけではないということだ。あの中には地ち下か牢ろうの鍵もあるだろう。いや。そんなことは考えなくていい。どうせ無理だ。ロビンは見かけ倒しだけれど、ロビン隊の連中が全員、木で偶くの坊ぼうだとはかぎらない。他の兵士もいる。数が違いすぎるし、こっちにはユユと子爵もいるのだ。ロビンが迂う闊かつなのか、レーレたちは武装解除されていない。一騒動起こすくらいはできるだろう。でも、それが関の山だ。

　レーレたちはヨナハンを追った。牢ろう屋やは通路の左右に三つずつ並んでいた。一番奥の右側の牢屋だった。ヨナハンは鉄格子の前にしゃがみこんで、全身を戦慄わななかせていた。

「アラベラ！　ああ、アラベラ……！　なんたる……なんたることだ！」

「……ヨナハン、さま」

　かぼそくも、透きとおった声だった。

　レーレはヨナハンの肩越しに鉄格子の向こうを見た。思わず唇を噛かんでしまった。

　牢屋の中では、女が一人、壁にもたれて床に座っていた。

　ユユのときと一緒で、女が身につけているのは飾り気のない麻のチュニックだけだ。波打っている金髪も、灰色の目も、色いろ褪あせて見える。抜けるように白い肌は、あまりにも白すぎて、血が通っているとは思えない。いや、血は確実に流れている。一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。その肌に、腕に、脚に、胸元にまで、赤い、あるいは紫色の、むごたらしい生傷が、傷跡が、痣あざが、いくつも、無数に刻みつけられているからだ。

　その瞳ひとみには奇妙なほど光沢がない。彼女はいったいどこを見ているのだろう。目鼻立ちは整っているのだが、なぜか少しも美しくない。表情がないからか。ないのではない。きっと奪われたのだ。

　女の年齢は、おそらくレーレとたいして変わらない。レーレよりちょっと上くらいだろうか。まだ若いはずなのに、彼女はあたかも、ひとり寂しく咲いて枯れ落ちる寸前の花のようだ。

「……アラ、ベラ……」

　子爵が崩れ落ちるようにヨナハンの隣に座りこんでしまった。

　アラベラはやはりうつろな目で子爵を見て、それからセルジュに視線を向けた。

「お父さま。セルジュ」

「はい」

　セルジュはそう応じるだけで精一杯といった様子だ。

　レーレはユユの手を握った。きつく握りしめた。ユユはいやがらなかった。ユユの手は小刻みに震えていた。その震えをどうにかして止めたかった。

「アラベラ……なぜだ……なぜ、こんなことに……！」

　ヨナハンは鉄格子を叩たたいた。

「君がこんな目に遭わされなければならない、どんな理由があるというのだ……！」

「ヨナハンさま」

　アラベラはかすかに目を細めて、ほんの少しだけ口くち許もとをほころばせた。笑顔以外の何ものでもないのに、笑っているようには見えなかった。

「わたしは大丈夫です」

「大丈夫なものか！　こんな……ええい！　待っていてくれ、アラベラ！　何としても私がここから出してやる！　いや！　待たせない！　すぐだ！　すぐに出してやる！」

「いいえ」

　アラベラはゆっくりと首を横に振った。

「わたしは審判を受けるつもりです」

「何を……何を言うのだ！」

「ヨナハンさま。お父さま。セルジュ。わたしを信じてくださいますか」

「あたりまえではないか！」「む、むろんだ、アラベラ」「はい、アラベラさま」

　ヨナハンは叫んで、子爵は呻うめくように、セルジュはしぼりだすように答えた。

　アラベラはそっとうなずいて、床に目を落とした。

「わたしは主しゆに誓って魔女ではありません。ですから、何があろうとも、決して自白しません。わたしは大丈夫です。胸を張って審判を受けます」

　声はなお小さかった。でも、さっきまでとは違う。芯しんのある声音だったし、両眼にも強い輝きが宿っていた。アラベラは見た目ほど弱くないのだ。

「だが……だが！　審判を受ければ……」

　ヨナハンは鉄格子に手をかけ、顔を押しつけた。少しでもアラベラとの距離を狭めたいのかもしれない。

「アラベラ、審判を受けたら、君は……」

「ヨナハンさま、このアラベラを信じてくださいまし」

「信じているとも！　だが、しかし……！」

「わたしは恐ろしくなどありません」

　アラベラは本当に怖くないのか。虚勢を張っているのだろうか。アラベラは動かず、姿勢もほとんど変えない。なぜ許嫁いいなずけや父親に近づいてゆこうとしないのだろう。

　レーレは何とはなしに扉のほうを見やった。四人の兵士はレーレたちをすぐそばで見張っているが、ロビンとロビン隊は扉のそばにたかって、欠伸あくびをしたり、にやにやしたりしている。何か変だと思った。それとも、何かを感じたから、レーレは扉のほうへ目を向けたのだろうか。何か？　何かとは何なのか。

　風だ。

　そよ風とも言いがたい。わずかに空気が動いている。いつからだろう。最初からではなかった。それは間違いない。でも、地下なのに、どうして。まだ誰だれも気づいていないのか。レーレだけのようだ。

「レーレ？」

　ユユに名を呼ばれた。レーレは唇に人差し指をあててみせた。何だ、この音。葉擦れみたいでもある。ざわめきのようでもある。囁ささやき声みたいでもある。人の声なのか。遠くで誰かが騒いでいるのだろうか。遠く？　地下なのに。上？　風。この風が運んできているのか。誰かの、何かの声を。それとも、気のせいか。違った。

「何だ……？」

　セルジュが腰を低くして、剣の柄つかに手をかけた。それを見て、兵士たちが色めき立った。セルジュは何か言おうとした。たぶん、弁解しようとしたのだろう。その必要はなかった。正確に言えば、そんな余裕はなかった。

　だしぬけに風が強まった。つめたい、湿り気を帯びた、不気味な風だった。風はあの声を運んできた。何を言っているのかさっぱりわからないが、間違いなくこれは声だ。奇怪な声はレーレたちの耳をなぶり、あやしい風は通路のそこかしこに設しつらえてある燭しよく台だいの火を次々と消した。地ち下か牢ろうはあっという間に真っ暗になった。

「お、おい！　ど、どういう――」「く、暗いぞ！」「何も見えん！」「ロ、ロビンさま、お指図を！」「な、なぜ俺おれが！　くそ、あ、明かりをつけろ！　昔から暗いところは嫌いなのだ！」「明かりだ！　誰か明かりをつけろ！」「馬ば鹿か！　足を踏むな！」「いたっ、誰だ、突き飛ばしたのは！」「お、押すな！　こっちは違うだろ！」

　レーレはとっさにユユを抱きよせて、通路の突きあたりまで移動していた。

「ユユ、平気？」

「……なんだか、気持ち悪いわ」

　言われてみれば、暗くて何も見えないだけじゃない。風や声のせいか。悪寒。吐き気。頭や腰が重くて、妙に怠だるい。こめかみの奥がきりきりする。何か変。違う。明らかに変だ。異常な事態が起こりつつある。もう起こっている。

　レーレは右腕でユユを抱えたまま、左手でナイフを抜いた。

「ヨナハン、セルジュ！　用心して！」

　二人は返事をしただろうか。わからない。他の音に気をとられた。

「――がっ」

　低い悲鳴だ。それに、金属と金属がふれあう音。何かと何かがぶつかる音がつづいた。レーレは近くの鉄格子にナイフの刃をすりつけた。ほんの一瞬だけ、闇やみに火花が散ったけれど、だめだ。音がしたのは扉のほうだ。こんなところで小さな火花を出しても、あっちまでは見えない。その間にも、また悲鳴があがった。

「うわっ……」「て、敵だ！」「敵!?」「ぞ、賊だ！」「暗いぞ！」「見えない！」「馬ば鹿か者ものども！　俺おれを守れ！　おまえたちはロビン隊だろうが……！」「ぐあっ！」

　いったい何がどうなっているのか。レーレはユユを抱く腕に力をこめて、ひたすら闇の先に目を凝らした。何か見えた。光るものだ。目？　獣か。それにしては位置が高い。誰だれかが剣で鉄格子を叩たたいたのだろう。扉方面で火花が散った。レーレは見逃さなかった。その姿をはっきりと目に焼きつけた。

　人間じゃない。獣でもない。豚人間や岩肌人間みたいな、亜人というやつか。

　おそらく、全身が短い毛で覆われていて、髪の毛だけは長かった。

　でかい。あれがもし人間だったら、雲を衝つくような大男だ。顔はどこか馬に似ている。上半身よりも下半身が逞たくましくて、走ったらかなり速そうだ。ただ、右腕が肘ひじまでしかない。左手に剣を持っている。

　気のせいだろうか。瞬間、目があった。

「ウォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ……！」

　野太く、それでいて鋭い、勇壮な雄お叫たけびだった。人間にはとても真ま似ねできないだろう。でも、魔王の咆ほう吼こうみたいに恐ろしくはない。ただの声だ。それに、レーレは敵の姿をしっかりと見た。敵、なのか。いきなり現れて、人間たちを蹴け散ちらそうとしている。敵じゃないとでも？　わからない。でも、あいつは危険だ。

　最初の火花で、セルジュやヨナハン、子爵がいる位置はだいたい把握していた。

「セルジュ！　ユユをお願い！」

「え……ああ!?」

　レーレはセルジュにユユを預けて、もう一度、鉄格子をナイフで叩いた。一番近くにいる兵士は、まだ剣を抜いていない。レーレはすかさずその剣を奪い、剣の切っ先で石の床を削って火花を散らしながら駆けた。馬に似たやつは、ロビン隊をどんどん薙なぎ倒たおしている。こっちめがけて走ってくる体格のいい男は、もしかしてロビンか。もしかしても何もない。どう見てもロビンだ。

「た、助けろ！　助けてくれ！」

「手下がやられてるってのに、自分だけ……！」

　レーレはすれ違いざま、ロビンに足払いをかけた。ロビンは物の見事に転んだ。ざまあみろ。どのみち邪魔になるだけだ。そこでずっと寝ていればいい。馬に似たやつは当然、レーレに気づいている。きた。突っこんでくる。すごい勢いだ。鳥肌が立った。レーレは剣を振りあげた。弾はじかれた。馬に似たやつの剣だ。強い。押し負けた。予想していたことなので、レーレはあえて踏んばらなかった。剣を持った右手は後ろに流れた。かまわず馬に似たやつの懐に入りこんで、左手のナイフを突きだした。馬に似たやつは反応した。おそらく、肘ひじくらいまでしかない右腕で、レーレのナイフを受け止めた。

「ヌゥン……！」

　まずい。やられる。見えない。手の打ちようがなかった。衝撃。息がつまった。背中だ。鉄格子か。吹っ飛ばされた？　蹴けられたようだ。頭がくらくらする。それがどうした。レーレは床に身を投げだして転がった。一瞬前までレーレがいた場所だった。馬に似たやつの剣が鉄格子を強打して火花が散った。レーレは起きあがって、すぐに飛びすさった。だめだ。あいつはたぶん、暗くても見えている。レーレは見えない。不利だ。しかも、この声。吠ほえ声ごえだ。狼。一頭じゃない。何頭も。新手か。それに比べて、こっちは。

「レーレ！　ヨナハン・クロムスティード、助太刀いた――のわっ」

「ふぐぁっ！」

　どうやらヨナハンは転倒したらしい。あの悲鳴。きっとロビンだ。ヨナハンはロビンにつまずいたのだろう。ロビン・オグバーン。どれだけ邪魔をすれば気がすむのか。でも、レーレがロビンを蹴け倒たおしたのだ。ということは、レーレの自業自得なのか。そんなことを考えている間に、馬に似たやつが迫ってきた。見えなくても、気配でわかる。それから、空気の流れ。くる。剣。どっちだ。正面。突きだ。レーレはとっさにしゃがんだ。かわしたのか。かわした。次は。上だ。片かた膝ひざ立だちの姿勢で、思いきり右手の剣を振りあげた。火花が散った。かろうじて弾はじき返かえした。その代償は小さくなかった。剣だ。とても握っていられなかった。手放してしまった。レーレは後ろに転がった。無意識の動作だったが、それで馬に似たやつの斬ざん撃げきから間一髪で逃れることができたようだ。でも、またくる。吠え声が近い。じきに狼たちも押しよせてくる。だめだ。負ける。逃げようにも、退路がない。皆殺しにされる。

　突然だった。かすかに明るくなった。光。火だ。後ろか。見れば、子爵がしゃがんで何かやっていた。床が燃えている。持っていた香油か何かをまいて、火打ち石で火を点つけたのか。たいした炎じゃないけれど、真っ暗よりは遥はるかにいい。レーレは近くに落ちていた剣を拾った。

「ヨナハン！」

「おう……！」

　ロビンを下敷きにしていたヨナハンが起きあがった。これで二対一。違う。狼たちが傾なだれこんできた。毛は斑まだらで、小柄な狼だ。斑まだら狼おおかみ。ぜんぶで五頭か。そのうちの二頭が、馬に似たやつの両りよう脇わきをすり抜けて、レーレに飛びかかってきた。レーレは左手のナイフを逆手に持ちなおして迎え撃った。こいつらは馬ば鹿か正しよう直じきだ。はっきりと見える。造作もなかった。レーレは右側からきた斑まだら狼おおかみの口の中に剣をぶっ刺して、左側からきたやつはナイフで鼻面を叩たたき斬きってやった。

「ランドールの戦士か……！」

　ヨナハンがレーレを追い越して、馬に似たやつに突っこんでいった。

「隻せき腕わんとて容赦はしない！　つあっ……！」

「ムゥン……！」

　あの馬に似たやつは、ランドール、というのか。ランドールはヨナハンの初太刀を打ち返すなり、後ろに跳躍して距離をとった。レーレと違ってヨナハンなら、膂りよ力りよくでもそれほどランドールに劣らないだろう。ランドールは夜目がきくみたいだけれど、子爵のおかげでその利点もなくなった。斑狼は残り三頭。いざとなったら、こっちにはセルジュもいる。形勢逆転だ。いける。そう思った瞬間、扉の向こうから太い咆ほう吼こうが轟とどろいてきた。狼の声だ。でも、斑狼たちの吠ほえ声ごえとはまったく違う。

　ランドールが鼻息を荒くして、近くの鉄格子を剣で叩いた。

　斑狼たちが踵きびすを返してランドールの後ろまで下がった。

　扉の先の闇やみに、何かいる。あの吠え声の主か。狼。それだけなのか。レーレは目を凝らして、耳を澄ました。小さな声だったけれど、しっかりと聞こえた。



    

  
    
      



    

  
    
      「いったん退ひきましょう」

　女の声だった。根拠はない。でも、魔女だ、とレーレは思った。

　ランドールや斑まだら狼おおかみたちはただちに魔女の指示に従った。彼らはまたたく間に闇やみの向こうへと消えてしまった。ヨナハンは追いかけてゆこうとしたが、断念したようだ。

「レーレ、怪け我がは」

「おれは大丈夫」

「そうか。だが……」

　ヨナハンは倒れているロビン隊の連中を一いち瞥べつして、顔をしかめた。ロビン・オグバーンもまだ倒れているけれど、死んではいないだろう。ただ、その手下たちはかなりの被害をこうむっていた。ざっと見ただけでも、二人は確実に息絶えているし、無傷の者は一人もいない。四人の兵士たちは幸運だった。アラベラの牢ろう屋やのあたりにいて、戦いに巻きこまれずにすんだから、無事だったのだ。

　子爵が鉄格子に手をかけた。その指を、アラベラがそっと握った。

　レーレは兵士の一人に剣を返した。兵士はきょとんとしていた。レーレに剣を奪われたことにさえ気づいていなかったのだろう。

「ユユ」

　声をかけても、ユユはレーレのほうへ顔を向けなかった。じっと牢屋を見ている。

　セルジュがユユの様子をうかがって、訝いぶかしそうに眉まゆをひそめた。

「どうかしたのか」

「いいえ」

　ユユは首を横に振った。

「ただ……」

「ただ、何だ」

「あの人たち」

　ユユは一度、唇を引き結んでから言いなおした。

「あの化物、何のためにここを襲ったのかしら」



　　　



　アシュロンから半モーデン（約４km）ほど離れた。ここはもう夜に支配された深い森だ。衛兵たちの動きは鈍かったし、このあたりまでくれば、とりあえず安全だろう。

「なぜ撤退したのじゃ」

　ゲゼルの背から下りたムウラのオドロイが、杖つえをつきつき彼女に近づいてきた。

「我らにはバルツア率いるクオードの群れもいるんじゃぞ。あのまま数で押せば勝てた」

「そうかもしれない。ただ、多くの友を失うことになったでしょう」

「戦いに犠牲はつきものじゃ」

「勘違いしないで、オドロイ。これは戦いではないわ」

「いいや。戦いじゃ」

「あなたの考えはわかりました。でも、わたしにはわたしの考えがある」

「心を一つにせねば、勝てるものも勝てぬぞ」

「あなたのもとに皆の心が一つになるというのなら、わたしは止めませんよ」

　彼女はわざと薄笑いを浮かべてみせた。オドロイは口達者だが、人望はない。ムウラたちは総じて聡そう明めいで、智ち者しやであるがゆえに、警戒されやすいのだ。

「わしは忠告しとるだけじゃ、ヘルガ。おぬしには実戦の経験がない。それはまぎれもない事実ではないか」

「あなたの助言には感謝しています」

「ならば、もっとわしの意見を聞き入れよ。おぬしがどう考えようと、これは戦いじゃ。戦いは臆おく病びよう風かぜに吹かれたほうが負ける。恐れは捨てるのじゃ」

「わたしは恐れてなどいません」

「どうかの」

「この話はここまでにしましょう」

　彼女はオドロイに背を向けて、地面に腰を下ろしてあぐらをかいているランドールのダルキンに歩みよった。

「傷はどうです」

「大事ない」

　ダルキンは肘ひじまでしかない右腕を隠そうとした。彼女は許さなかった。強引に怪け我がの具合を確かめた。

「浅くはありませんね。出血も多い。治療しましょう」

「いい。血などそのうち止まる」

「そうはいきません」

　彼女はダルキンの手当てを始めた。薬草や、薬草から抽出した薬液を用いた治療こそが、むしろ森の魔女である彼女の本領なのだ。もちろん、友たちが人類と戦う理由は理解している。共感してもいるが、戦いは過酷だ。たとえ勝利しても、仲間たちは傷つき、命を落とす。これしか方法はないのか。何か別の道があるのではないか。彼女は恐れているのではない。疑問なのだ。

「ヘルガ」

「何ですか、ダルキン」

「退ひいたのは、俺おれを死なせぬためか」

「あなたのためだけではないわ」

「戦って散ることができるのなら、俺おれは本望だ」

「斑まだらのジドネがあっという間に二頭も殺されました。手て強ごわい相手がいたのでしょう」

「まだ子供だった。なんとでもできた」

「策を練りましょう。次は必ず成功させます」

　さりとて、彼女に腹案があるわけではなかった。夜陰に乗じて城に近づく。門番を始末して、彼女の霊媒の力で城内を闇やみに落とす。夜よる目め草ぐさとカジナリスの果汁で作った暗視の霊薬を飲んだダルキンを中心に、地ち下か牢ろうへと侵入する。なぜか地下牢に兵士が大勢いた。予想外だったが、彼女は最善をつくしたつもりだ。しかしながら、目的を果たすことはできなかった。

　やはり、オドロイの言うとおり、退ひくべきではなかったのか。たとえダルキンが命を落としても、彼女を手助けするためにわざわざ駆けつけてくれた斑のジドネたちが全滅しても、最後まで戦い抜くべきだったのか。

　彼女の近くに座っていたバルツアが、やおら立ちあがって、ほぉーう、と吠ほえた。

　途端にゲゼル以下、五頭の森の狼クオードたちが散開して、きょろきょろ周りを見たり、匂においを嗅かいだりしはじめた。生き残った三頭の斑のジドネたちも同じだった。

「追っ手か」

　ダルキンが地面に突き立ててあった剣を抜いて立ちあがった。オドロイは木陰に隠れている。彼女は樹上に視線を向けた。ポルモのロンロと目があった。ロンロは木登りが得意で、枝から枝へと飛び移るといった芸当もできる。今も木の上から周囲に目を配ってくれていたのだ。ロンロは首を横に振ってみせた。

「兵隊じゃあないと思うけど」

「ポルモの言うことじゃ。あてになるものか」

　オドロイが毒づいて地面に唾つばを吐く真ま似ねをした。彼女はバルツアを見た。老いたりとはいえ、バルツアほど感覚の鋭敏なクオードはいない。バルツアは何かをはっきりと感じているようだ。方向や距離だけでなく、ひょっとしたら、その正体さえわかっているのかもしれない。

　バルツアは落ちついている。おそらく、知っている相手なのだ。

　彼女は待った。やがて足音が聞こえてきた。ゲゼルたちが騒ぎだすと、バルツアが一喝して静めた。ダルキンが彼女をかばうように前に出た。木から下りてきたロンロも、彼女のかたわらで短剣を抜いて構えた。

　彼女も暗視の霊薬を飲んでいるので、暗くら闇やみを見通すことができる。彼女の目にはもう、相手の姿が見えていた。２ゲイン（約40ｍ）。１ゲイン。近づいてくる。見えるのに、見えない。まるで闇よりも深い闇を身にまとっているかのようだ。

「やあ、ヘルガ」

　彼は突然、闇やみの衣を脱ぎ捨てて、大仰な仕し種ぐさで一礼した。

「久しぶりですね」

「あなたは……」

　互いによく知っている、というほどの間柄ではない。彼は三度、彼女が住む森の隠れ家を訪れたことがある。一度はある秘薬の製法について尋ねにきた。二度目と三度目の目的は不明だ。旅の途中に立ちよっただけだと彼は言っていたが、彼女は信じていない。得体の知れない、不審な男だ。それが彼の印象だった。

「ハイジロ」

「覚えていてくれましたか。光栄です、森の魔女どの」

「なぜこのような場所にいるのです」

「風の便りに、あなたのことを聞きましてね」

　ハイジロは奇妙な形の帽子を被かぶり、丈の長い上着を身につけている。鼻に引っかけている丸い硝子ガラスを二つ横に並べたような物体は、近眼鏡、あるいは眼鏡と呼ばれるものだ。目が悪いのだろう。

「じつは、チョーサー城からずっと拝見していました」

「何ですって」

「ヘルガ、この男、何者じゃ」

「これはこれは。あなたはムウラのオドロイどのですね。僕はハイジロといいます。他にも二、三、通り名がありますが、それはまあ、いいでしょう」

「な、なぜわしの名を」

「僕は物を覚えるのが得意でしてね。一度どこかで耳にした名前は決して忘れません。ちょっとした特技のようなものですよ」

　ハイジロは朗らかに笑いながら、さらに近づいてきた。

「ヘルガ。僕の勘違いでなければ、どうやらお困りのようですね」

「あなたの勘違いでしょう」

　彼女はあとずさりしそうになって、なんとかこらえた。ダルキンは今にもハイジロに飛びかかってゆきそうだ。ロンロはハイジロと面識があるが、それでも警戒心をあらわにしている。

「勘違いしているのは、あなたなのではありませんか、ヘルガ」

「わたしが何を勘違いしているというのです」

「僕はあなたに借りがある。いつかメイナスムの秘薬について教えてもらったでしょう。あれはとても有益でした」

「魔女アニスの紹介があったからです。友の頼みを断るわけにはいきません」

「ですが、教えてくれたのはあなたです、ヘルガ。僕は恩には報いる主義なのですよ」

「どう報いようというのです」

「手助けさせてください」

　ハイジロは彼女の１バーレ（約５ｍ）くらい手前で立ち止まり、両手を持ちあげた。彼女は息をのんだ。身体からだが重い。空気が。悪霊、いや、この気配は亡者か。暗視の霊薬の効果で闇やみを物ともしない彼女の視力がそれをとらえた。それら、と言うべきか。

「ヘルガ。あなたはたぐいまれな霊媒の力を持っています。初めて会ったときから思っていました。森の魔女として一生を終えるのはもったいないとね。本当は、あなたにもこの程度のことはできるのです。その気になれば。適切な方法を知ってさえいればね」

　ハイジロは不吉な笑みを浮かべて、上着のポケットから何かとりだした。何だろう。玉のようなものだ。玉の中で何かが渦巻いている。それはきわめて邪悪なものだ。

「彼らは三日三晩しか地上にとどまることができません。あと二日といったところですね。しかも、日の光の下では動くことすらできないのです。使いどころがやや難しくはありますが、きっと役に立ちますよ」

　彼女はハイジロの声を聞いていなかった。森の中でうごめく彼らの姿を凝視していた。

　気がつくと、目の前にハイジロがいて、邪悪な玉を彼女の鼻先に突きつけていた。

「僕に恩返しをさせてください、ヘルガ」



    

  
    
      



    

  
    
      
第５話　【狩人と獲物】





　あのころ彼女はまだヘルガではなかった。

　忘れたくても忘れられない出来事があった。

　朝がくると、父が彼女を外へ誘いだそうとした。彼女は友だちのことが心配で、そんな気分ではなかったが、なぜか断ってはいけないような気がした。彼女は何をしに行くのかと父に尋ねた。父はふくみ笑いをして、ちゃんと答えてくれなかった。いいから、ついてくるのだよ。きっとおまえは喜ぶに違いない。さあ、行こう。

　父は彼女を街の真ん中にある広場へと連れていった。そこには人が大勢いた。ひどく騒がしかった。どうやら、広場の中心に、人々の心を楽しませ、興奮させる何かがあるらしかった。

　それは檻おりだった。小さな人間が檻に閉じこめられていた。小さな人間と目があった。彼女は思わず叫んでしまった。キュム……！

　その瞬間だった。檻の中のキュムが大声で笑いだした。人々はびっくりして、広場は騒然となり、彼女の声はかき消された。キュムはさらに、変な顔をしたり、跳ねまわったり、ひっくり返ったりした。もう広場は大騒ぎだった。キュムはときおり彼女に視線を投げかけてきた。キュムが何を言おうとしているのか、彼女にはわかった。いけないよ。ぼくの名を呼んじゃダメだよ。知らないふりをしているんだよ。いいね。わかったね。

　父は、どうだね、すごい見み世せ物ものだろう、と彼女に笑いかけた。彼女は必死に笑顔を作った。そうね。本当にそうね。

　彼女はキュムの気持ちを無駄にしたくなかった。でも、家に帰り、自分の部屋に戻ると、涙が出てきて止まらなかった。泣いてばかりはいられなかった。夜、彼女は家を抜けだして、キュムを捜し歩いた。途中でロンロが姿を現した。ロンロと二人で、空が白むまで街中を歩いた。ロンロが森に帰ってからも、太陽が昇るまではあきらめなかった。キュム。どこにいるの、キュム。絶対に助けるから。待っていて、キュム。

　翌日、彼女は昼すぎまで目が覚めなかった。夕方だった。父がまた彼女を外へ誘いだそうとした。彼女は何をしに行くのかと父に尋ねた。父は、今度は教えてくれた。あのこびとが処刑されることになったのだ。おまえも見たいだろう。さあ、行こう。

　広場は昨日よりもずっと騒々しかった。もっと大勢の人が集まっていた。広場の中心に薪まきの山が築かれ、キュムの檻おりはその上にあった。薪の山の前には椅い子すとテーブルが並べられていた。彼女や、父や、身なりのいい男女、子供たちがその椅子に座った。父はご馳ち走そうを食べながら、男女と歓談していた。化物なのに、人間のように火あぶりにされるのだ、感謝しろよ、と叫ぶ者がいた。地べたに腰を下ろして、酒盛りをする者たちがいた。彼女はじっとキュムを見つめていた。キュムは彼女のほうを見ず、人々に罵ののしられると、おどけてみせた。檻を揺さぶって獣のように叫んだかと思うと、急に笑いだして、人々をびっくりさせた。彼女は幾度となく泣きだしそうになったが、必死に我慢した。こんなことはやめてほしい、と父に頼みたかった。でも、父は聞き入れないだろう。

　父も、その他の人々も皆、キュムの死を望んでいた。キュムが焼き殺される様子を、誰だれも彼もが見物したがっていた。彼女だけは違った。当然だ。キュムは彼女の友だちなのだ。いや、不愉快そうに顔をしかめて、むっつりと黙りこんでいる者が一人だけいた。彼女と同じテーブルについている、背の高い男の子だった。

　どうしたの、と彼女が尋ねると、男の子は、何でもない、と答えた。彼女は椅子から立ちあがり、男の子の手を引いて、少し離れた場所へ連れだした。男の子はようやく本音を明かしてくれた。ああいうやり方は男らしくない、というのだ。僕は好かない。何が楽しいのか、僕にはさっぱりわからない。

　やがて処刑のときが迫ってきた。父が人々の前で演説をした。このこびとは魔女に仕える邪悪で野蛮な魔物である。不届きにも、我々人類の街に忍びこんできた魔物を許すことはできない。我々は主しゆの名の下に、聖なる炎でこの魔物を焼き清めるであろう。

　皆が拍はく手しゆ喝かつ采さいした。彼女の胸は張り裂けてしまいそうだった。

　父の取り巻きの一人が薪の山に火をつけた。彼女は何度逃げだそうとしたか知れない。でも、キュムから目を離すことができなかった。

　薪の山に火が回って、もうもうと煙が上がった。彼女は叫ぼうとした。声が出なかった。キュムがようやく彼女のほうを見た。そして笑った。目をきらきらさせて、最後にキュムは彼女に笑いかけたのだ。それから下を向いた。広場がどよめいた。おい、あいつ、舌を噛かんだぞ！　魔物め、生意気な！　キュムは間もなく檻の中に崩れ落ちた。彼女の身体からだも心も深い悲しみでまっぷたつに引き裂かれてしまいそうだった。同時に誇らしい気持ちもわきおこってきた。キュムは愚かな人間たちの手にかかることを潔しとせず、自ら命を絶ったのだ。キュムは負けなかった。悲惨でありながら、立派な最期だった。

　その夜、彼女は寝つけなかった。憤りと、憎しみと、恨みと、やるせなさと、キュムへの恋しさとで、彼女はずっと震えていた。

　何者かが部屋の窓を叩たたいたとき、ロンロに違いないと彼女は思った。案の定だった。彼女はロンロを部屋の中へと招き入れて、つっかえつっかえ、すべてを語った。

　そう。キュムは最後に笑ったんだね。ありがとう。人間に見つかったとき、キュムは自分を囮おとりにして、ぼくを逃がしてくれたんだ。キュムは勇敢なポルモなんだ。でも、一人きりだったら、きっとつらかったと思う。最後までキュムのそばにいてくれて、本当にありがとう。

　ロンロはそれから、彼女の頬ほおと額に口づけをして、寂しいけど、これでお別れだよ、と言った。ぼくはもう二度とここにはこない。きみも森にきちゃいけない。ぼくらは決してきみのことを忘れないから、きっと幸せにおなりよ。じゃあね！

　彼女には引き止めるすべがなかった。ロンロは少しの涙と笑顔を残して去った。

　そうして時がすぎても、彼らが残してくれたものは、彼女の中から消えなかった。

　彼女は主しゆの教えを学んだ。教えの中に人間たちの罪を、ぬぐいがたい業ごうを見つけるたびに、彼女は確信を深めた。

　敬けい虔けんな信徒のふりをしながら、彼女の心にはいつも森があった。

　彼女はいつか森へと向かうだろう。

　夜の森は彼女を迎え入れてくれるだろうか。

　たとえ拒まれたとしても、彼女は森の奥へと分け入ってゆくだろう。

　そこには魔女が住む森の隠れ家がある。

　そのころ彼女はまだヘルガではなかった。



　　　



　精神的な衝撃だけじゃない。疲労のせいもあるだろう。子爵は体調を崩してしまい、宿に帰って一晩眠ってもよくならず、セルジュが看病している。ヨナハンは朝に出ていったきり、戻ってこない。レーレとユユは昼前にチョーサー城を見にいったが、警備がすごくて近づけなかった。

　八方塞ふさがりだ。しょうがない。魔女の疑いをかけられているアラベラを救いだすなんて、どだい無理な話なのだ。無理を承知で、なんとかしようとしていた。でも、昨夜の襲撃で、わずかな望みすらも絶たれてしまった。

　レーレは宿の自室で寝台に腰かけている。隣にはユユがいて、何やら考えこんでいる様子だ。

　一階で夕食をとったあと、ユユは自分の部屋には戻らず、レーレの部屋にきた。理由はわからない。一人きりにはなりたくない気分なのかもしれない。

　話しかけていいものだろうか。だいぶ迷ったあげく、おそるおそる訊きいてみた。

「あいつら、やっぱり、アラベラを連れだそうとしたのかな」

「普通に考えれば、そうでしょうね」

　ユユはこっちを見てくれない。それでも答えてくれた。ほっとした。

「だとしたら、アラベラは魔女なのかな」

「わからないわ」

　ユユは上掛けをぎゅっと握った。

「魔女たちはわたしを助けた。あの人たちは、わたしが魔女じゃないことを知っていたのよ。アラベラも同じかもしれないわ」

「でも、他のやつらは、そんなふうに思わないよ」

「そうね。化物が城に侵入してきた。地ち下か牢ろうに。地下牢にはアラベラがいた。魔女の疑いをかけられているアラベラが。アラベラは化物の仲間に違いない。化物といったら、魔女の手下に決まっている。アラベラは魔女だ。そう結論づけてもおかしくないわ」

「ヨナハンは、アラベラを信じてる」

「子爵は半分疑っているのよ」

「自分の娘なのに」

「娘だからこそ、かもしれないでしょう。子爵は、ヨナハンが知らないことを、何か知っているのかもしれないわ。巡じゆん検けん司し祭さいは、記録や噂うわさを総合して、アラベラに魔女の疑いありと判断した、と言っていた。もしかしたら、アラベラには何か秘密があるのかも」

「巡検司祭なんて、信用できないよ」

　レーレは頭がこんがらかってきた。ユユの考えがわからない。

「ユユはどう思ってるの」

「わからないと言ったじゃない」

　ユユは小さなため息をついた。

「だけど、もしアラベラが魔女だとしても、それが何なの？」

「え」

「なぜ魔女であることが罪なの？　どうして裁かれないといけないの？」

「だって、魔女は……人間の敵だし。それに、主しゆの教えで」

「主アルド・サイオンが生きていたころは、魔女なんていなかったわ」

「それは、まあ……昔の人だから」

「大昔の人よ。そして、神さまになった。そう言われている。でも、神さまって、そもそも何なの？」

「神さまは」

　レーレは絶句した。答えられなかった。もともと司祭の話を熱心に聞いていたわけじゃない。主の御み心こころに添うために、ああしろこうしろと言われて、そのとおりにしていた。そうしないと、咎とがめを受ける。死んだあと、天国に行けない。主の教えに逆らうのは、よくないことだ。漠然とそう思っていた。レーレにとってはそれだけだった。

「奇跡の書オルタメントによれば、この世界を創つくったのはウドラという神さまなのよ。ウドラは多くの分神を生みだして、世界を治めさせた。そして、自分の姿に似せて人間を創った」

「たしか……だから、人間は特別なんだよね」

「そういうことになっているわ。でも、分神たちはだんだん仕事を怠けたり、ウドラに嫉しつ妬としたりするようになった。とうとう堕落して魔王に成り果ててしまい、人間たちをそそのかしてウドラから離反させたのよ。人間たちは魔王の奴隷に成り下がった」

「魔王は神さまだったんだ」

「でも、ウドラを信じる人間たちもいた。その中にルルケという人がいたの。彼はウドラの力を借りて、魔王たちを残らず打ち倒した。ところがウドラは、アルド・サイオンと名乗るようになったルルケの力を恐れて、妬ねたみ、殺そうとしたのよ」

「神さまが、人間を……？」

「そうよ。しかも、ウドラは返り討ちに遭ったの。アルド・サイオンも死んでしまったけど、弟子たちの前で復活した。こうして新しい、唯一の神さまが誕生したってわけ」

　ユユは鼻を鳴らして、かすかに肩をすくめてみせた。

「アルド・サイオンが神さまになるまでの過程には、いろいろな解釈があるらしいわ。そして、解釈の仕方で教義は変わる。司祭によって説教の内容が少しずつ違うのはそのせいなんだわ。当然、聞く者も勝手に解釈するでしょう。つまり、信徒たちはそれぞれ微妙に違うことを信じているのよ。神さまがすぐそこにいて、直接、話を聞かせてくれるのならわかるわ。でも、そうじゃない。だったら、みんなが信じている神さまって何？」

　レーレはようやく理解した。でも、そんなことは口に出せない。絶対に言ってはいけないことだ。

　誰だれも彼もが信じている主しゆアルド・サイオンなんて、神さまなんて、いない。

　ユユはきっと、そう思っているのだ。

「心配しなくていいわ」

　ユユはこっちに顔を向けて、少し皮肉っぽい笑みを浮かべた。

「こんなこと、レーレにしか話さないから」

「うん」

　レーレはユユの手の甲の上に自分の手をのせた。ユユは驚いたように目を瞠みはって、手を引っこめようとした。させなかった。怒らせてしまうかもしれない。叱しかられるかもしれない。でも、この手を離したくない。

「バカなレーレ」

　ユユは手をひっくり返した。指と指が絡みあった。レーレが力をこめると、ユユも握りかえしてきた。このぬくもりさえあれば、他には何もいらない。失いたくない。そのためなら何でもする。だからユユ、ここにいてよ。どこにも行かないでよ。お願いだから。

　誰だれかが扉をノックした。二人はどちらからともなく手を離した。

「セルジュだ。入っていいか」

「どうぞ」

　ユユがそう応じると、扉が開いてセルジュが部屋に入ってきた。高い宿なので、個室なのに広く、机と椅い子すが置かれている。セルジュは椅子に腰を下ろした。

「ニコラスさまはお休みになった。だが、お加減はよくない。あのご様子では、お一人で馬に乗るのは無理だろう。コーレットから誰か呼びよせるか。馬車を借りてコーレットまでお送りするか。だいたい、なぜ供の者が一人もいないんだ。子爵家にお仕えしている者たちは皆、もう老齢ではあるが……」

「子爵さまのご意思は？」

「アシュロンにとどまるとおっしゃっている。審判を見届けるおつもりのようだが、あたしは反対だ」

「どっちにしても、おつらいでしょうね」

「……そうだな。アラベラさまのことはもちろん、お立場上、子爵家の行く末についても思い悩まずにはいられないだろう。ニコラスさまのご心労は想像を絶する。こんなときに、ヨナハンのやつ、いったい何をやっているんだ」

　セルジュは右手の親指の爪つめを噛かんで、すぐにやめた。

「あのさ」

　レーレは声を出してしまってから、戸惑った。ユユやセルジュも、ちょっと意表を突かれたような表情をレーレに向けている。こういう場合に口を挟むなんて、レーレらしくないからだ。自分でもそう思う。

「セルジュは、どう思ってるの。その……アラベラ、さんのこと」

「魔女かどうか、ということか」

「うん」

「正直、判断がつかない」

　セルジュは顔をしかめて腕組みをした。

「ただ、魔女どもが城を襲ったからといって、すなわちアラベラさまが魔女の仲間だ、というほど事は単純じゃない。くわしくは教えられないが、魔女どもは目的があって人間の街を襲撃している。ここだけの話、クローデルもそうだった。アシュロンにも何かあるのかもしれない」

　ユユが口を開こうとして、途中で思いとどまったようだ。セルジュは一瞬、怪け訝げんそうに小首を傾かしげた。まずい。ごまかさないと。なんとなく、そんな気がした。

「じゃあ……セルジュは――アラベラさんを、信じてる？」

「疑いたくはない。アラベラさまは明言なさったしな。自分は魔女じゃないと」

「でも、このまま審判を受けたら」

「有罪になる」

　セルジュは目をつぶって首を横に振った。

「アラベラさまを告発した巡じゆん検けん司し祭さい、あのカゼン・オビトという男は有能らしいしな。取り調べにあたっている審問官のレイモンド・ルース派遣司祭も、かなり厳しい御お方かたのようだ。よほど決定的な反証でもないかぎり、無罪判決は出ないだろう」

「審判を受けたら、アラベラさんは助からない」

「そういうことになる」

「受けなかったら？」

「レーレ。おまえ、何を言っているんだ」

「べつに。ただ、どうすればアラベラさんを助けられるのかな、と思って」

「あたしの口から言わせたいのか」

　セルジュは上体を倒して頭を抱えた。呻うめくような声だった。

「……無理だ。アラベラさまをお救いすることはできない。万策尽きた。いや。違うな。最初から不可能だったんだ」

　不意に静かな足音が聞こえてきた。扉は無断で開け放たれた。ヨナハンだった。ひどい顔色だ。目が充血していて、頬ほおがこけ、何歳か年をとったようにさえ見える。

　セルジュが顔を上げ、何か言いかけて、息をのんだ。ヨナハンは明らかにやつれている。それでいて、不気味な気迫をみなぎらせていた。まるで何かに取とり憑つかれているかのようだ。半ばかすれた声も、おぞましい幽鬼の呼び声みたいだった。

「アラベラに会う。悪いがみんな、城の近くまでつきあってくれ」



　　　



　騎士は、否、男たる者は、正しくあらねばならぬ。公明正大を旨として、ひたすらまっすぐ突き進むのだ。そうしてきたつもりだった。過去の話だ。節を曲げてしまった。許嫁いいなずけに会うために、チョーサー城の衛兵だの武官だの文官だのに声をかけまくり、頭を下げ、袖そでの下まで使って、いや、言葉をごまかしても無意味だ、賄わい賂ろを贈ったのだ。金をつかませた。そうしてようやく、夜遅くなら、短い時間なら、自分一人なら、という条件で、アラベラに会えることになった。

　ヨナハン・クロムスティードの体面は汚れた。ヨナハンはクロムスティードの家門に泥を塗ったのだ。そこまでしておいて、一人で城へ向かう勇気がなかった。友たちは黙って城のそばまで一緒にきてくれた。薄汚い、卑劣な、身勝手な、くだらない男のわがままにつきあってくれたのだ。途方もなく心苦しかったが、ありがたかった。

「もうすぐ交代だ。それまでにすませろよ」

　牢ろう番ばんは下卑た笑い声を立てて扉を開けてくれた。ヨナハンが左右に地下牢が並ぶ通路へと足を踏み入れると、牢番は扉を閉めた。剣や短剣はとりあげられたが、アラベラと二人きりで話すことができる。ヨナハンは星印を切って主しゆに感謝した。

「アラベラ」

　ひとりでに足が速まった。ヨナハンはほとんど走っていた。それなのに、アラベラが囚とらわれている牢までの道のりがやけに長く感じた。にもかかわらず、たどりついてしまうと、すべては一瞬のうちに始まり、終わったかのように思えた。

　アラベラは地下牢のつめたい石床の上に、膝ひざを崩して座っていた。この汚らわしい牢獄で、アラベラだけがあくまで美しく、どこまでも無む垢くだった。ヨナハンは牢の前で片膝をつき、鉄格子を握りしめた。アラベラはそっと笑った。その瞬間、どこからか陽光が射さした。錯覚だとは思いたくなかった。

「ヨナハンさま」

「きてしまった。アラベラ。もう一度、君に会いたかったのだ」

「わたしも、いま一度、お会いしとうございました」

「そうか」

　ヨナハンは笑おうとした。うまくゆかなかった。涙がこぼれてしまいそうだ。

「そうか、アラベラ。すまない。私は……言葉が見つからない」

「言葉などいりません」

　アラベラは音を立てずに腰を浮かして、鉄格子に近づいてきた。その指が、ヨナハンの指にふれた。握ることはできなかった。力が入らないのだ。人差し指も、中指も、薬指も、爪つめが剥はがされている。生傷も昨夜より増えた。首には縄の跡がある。審問官はアラベラをよりいっそう厳しく拷問して、早く自白を引きだし、審判を受けさせて、処刑しようとしているのだ。

「ヨナハンさまがここにいらっしゃる。わたしには、それだけで十分です」

「十分なものか。アラベラ。十分などではない。私はもっと君と一緒にいたい。ずっと一緒にいたいのだ。君と結婚して、子を産んでもらい、ともに年老いていきたい。私は丈夫だから、きっと長生きだ。君に寂しい思いはさせない。君が天国に召されるまで、そばにいる。どうかいさせてほしい」

「ヨナハンさま……」

　アラベラはうつむいた。

「申し訳ありません、ヨナハンさま。昨日はお父さまがいらっしゃったので、アラベラは本音を申しあげることができませんでした」

「何だ。言ってくれ。何でも聞く」

「ヨナハンさま」

　アラベラは顔を上げてヨナハンを見すえた。思いのほか強い視線だった。

「どうかわたしのことはお忘れください。アラベラ・リデルにはもう過去しかありません。未来はないのです」

「何を……何を言うのだ。いけない、アラベラ。そんな……そんなことを言っては」

「いいえ、ヨナハンさま。このままでは、アラベラはヨナハンさまの足を引っぱる亡霊と成り果ててしまいます。もはや忘れていただくことでしかヨナハンさまにお仕えできない、不ふ甲が斐いないわたしを許していただきたいとは申しません。ただ、御おん身みのために、どうか何とぞ、アラベラのことはお忘れくださいまし」

「忘れられるものか！　無理だ、アラベラ！　どんなことがあろうと、私は君を忘れたりなどしない！」

　叫ぶヨナハンの脳裏で、レーレの言葉が雷光のようにひらめいた。

　アラベラのために、捨てなきゃならないものがあるなら、迷わず捨てる。すべてを敵に回しても、アラベラのために戦う。あんたにできる？

　事ここに至っては、審判で無罪を勝ちとることは難しい。合法的にアラベラを釈放させる手立てはないだろう。だとしたら、非合法の手段に訴えるしかない。たとえば、アラベラをここから連れだす。強引に。力ずくで。不可能か？　昨夜のことがあって、厳重な警備体制が敷かれているのにもかかわらず、金をばらまいただけで、ここまで入りこむことができた。やりようによっては、アラベラを連れて外へ出ることもできるのではないか。当然、重罪だ。追われる身となる。家族にも迷惑がかかるだろう。父は騎士の位を剥はく奪だつされるかもしれない。それでも、すべてを敵に回しても、アラベラのために戦う。できる、とヨナハンは答えたのだ。レーレは、じゃあ、最後まで手伝うよ、と言ってくれた。友は手を貸してくれる。ヨナハンは鉄格子に顔を押しつけて目を見開いた。アラベラを凝視した。だが、そのためには、何もかもを捨てなければならないのだ。公国准じゆん騎士の身分も、魔女討伐隊に所属する聖騎士としての聖務も、自分の将来も、クロムスティードの家門も、父も、母も、妹も、弟も、ぜんぶ犠牲にしなければならない。

「ヨナハンさま」

　アラベラがひっそりと笑って、ヨナハンの頬ほおに指先をふれさせた。

「御身を大切になさってくださいませ」

　ヨナハンは唇をきつく噛かんだ。何も言えなかった。見抜かれたのだ。とんだ意気地なしだ。口だけの男だ。結局、自分がかわいいのだ。違う。我が身だけですむのならいい。家族を巻きこみたくない。この期に及んで、自己弁護か。手をこまねいていれば、アラベラは火あぶりにされるのだ。言い訳など。ヨナハンは目を閉じて、深呼吸をした。ふたたびレーレの声が蘇よみがえった。



    

  
    
      



    

  
    
      　覚悟はあるんだろ。

　ある、と思っていた。違った。ヨナハン・クロムスティードは覚悟を決めてなどいなかったのだ。甘かった。思い知らされた。もう腹をくくった。父上、母上、エヴァ、イェレミー。すまない。やはりアラベラを見捨てることはできない。できようはずがない。

「アラベラ」

　ヨナハンは目を開けた。迷いはなかった。

「私は、ここから君を――」

　何だろう。音だ。遠い。扉の向こうか。もっと遠くだ。地上か。

　ヨナハンは立ちあがった。

　本当はわかっていた。

　まただ。きっと昨夜と同じだ。なぜだ。どうして。考えないようにしていた。考えたくなかったからだ。考えてしまえば、疑念が頭をもたげる。

「待っていてくれ、アラベラ」

　ヨナハンはアラベラに笑いかけた。目をあわせることはできなかった。

　駆け足で扉へと向かった。

　扉を開ける前に、大きな音を聞いた。声。あれは悲鳴だ。振り返ると、アラベラの白い指がまだ鉄格子に絡みついていた。ヨナハンは激しく頭かぶりを振って扉を開けた。



　　　



　篝かがり火びの明かりに照らされて、灰色の城が夜の闇やみに浮きあがっている。

　チョーサー城がそびえ立つ北の丘は、大勢の兵士によって守られていた。

　兵士の数は昼間より多い。黒と緑の衣装を身につけたロビン隊の連中もちらほら見える。どうやら、ロビン隊が中心になって北の丘を警備しているようだ。例のロビン・オグバーンも、おそらくどこかにいるだろう。あるいは、仕事は手下に任せて、自分だけ寝ているのか。ろくでもない男だから、それくらいやりかねない。

「でも、ヨナハン、どうやってアラベラと……」

　レーレとユユ、セルジュは、北の丘から１ナート（約１００ｍ）以上離れた路地に身をひそめている。

「わからないのか」

　セルジュは建物の外壁に背中をもたれさせて、腕組みをした。

「金だ。あいつは衛兵の恰かつ好こうをして城に入っていっただろう。衛兵を数人、それから牢ろう番ばんを買収すれば、なんとかなる」

「そういうものなんだ」

「そういうものさ」

「必死なのね。ヨナハンは」

　ユユはセルジュの隣にいる。セルジュはすっかりユユに馴なれているのだ。ユユがそう仕向けたのだろうし、いいことだとレーレは思っている。反面、ユユが自分以外の人間と親しくするのは、やっぱりそれほど愉快じゃない。

「賄わい賂ろを使うような人には見えないわ」

「そうだな。きれいごとだけで世渡りができると思っている。何も知らない。あいつは餓鬼だ」

　セルジュはうつむいて地面を踵かかとで蹴けりつけた。

「聖騎士団に入団するのだって、ただ頼めば入れてくれるというものじゃない。付け届けといってな。上位の聖騎士に金品を渡す習慣がある。その見返りに推薦してもらうんだ。有力者の子息や親類なら不要だろうが、あたしたちの親は単なる田舎騎士だからな。当然、あたしの父も金を渡した。ヨナハンの父親も、あいつに黙って同じことをしただろう。あいつは知らないだけだ。今回のことは、いい勉強になったんじゃないか」

「わたしたちの前で、そんなことを喋しやべっていいの？」

「よくはないな。すまない、ユユ。今のは忘れてくれ」

「聞かなかったことにするわ。レーレは放ほうっておいても忘れるから大丈夫」

　たしかにそのとおりかもしれないけれど、ひどい言われようだ。

　レーレはチョーサー城を眺めながら、左腰に手をあてた。剣が欲しい。できれば、斬きれ味あじのいい剣が。ナイフだけじゃ心こころ許もとない。

　ヨナハンはアラベラに会ってどうするつもりだろう。アラベラが魔女かどうか。この際、それはどうでもいい。とにかく、アラベラはそのうち殺される。死んでしまう前に、二人きりになって、最後のお別れでもするつもりなのか。それとも、あくまでアラベラを助けだすつもりなのか。

　賄わい賂ろを渡して城に入りこめるのなら、手立てはある。たぶん、とてつもなく難しいだろう。現実的じゃないかもしれない。でも、可能性は絶無じゃない。

　魔女たちはまた城を襲撃するだろうか。クローデルと違って、このアシュロンは、壕ほりや防壁に囲まれているわけじゃない。柵さくはあるけれど、あんなものはたやすく乗り越えられる。攻め入るのは簡単だ。魔女たちがまたやってきたら、兵士たちは応戦するだろう。きっと警備がゆるくなる。その隙すきに乗じて、アラベラを救いだす。できるか。できないか。そんなことはわからない。でも、もしレーレがヨナハンの立場で、アラベラのことがユユのように大事なら、必ずやる。好機があれば、絶対に逃さない。

　剣が欲しい。

　そこそこ頑丈で、あまり重くなくて、できるだけ斬れ味のいい剣が。

　今夜は曇っている。空気は湿っていて、雨粒が落ちてきてもおかしくない。

　何か起こりそうな夜だ。

　レーレは北の丘をつぶさに観察していた。兵士の位置。数。ロビン隊。彼らの動き。魔女討伐隊と比べたら、連中は素人同然だ。緊張感は多少ある。でも、殺気はない。あんなやつら、武装しているだけで、兵隊じゃない。戦はできない。魔女の軍団が押しよせてきたら、クローデルの衛兵たちと同じ目に遭う。あっという間にやられてしまうだろう。あの魔女たちは強かった。恐ろしかった。双剣使いの黒い騎士。亜人や獣たち。昨夜の敵はおそらく、数がだいぶ少なかった。あれじゃだめだ。さすがに今度は突破できない。もっと頭数が必要だ。

「レーレ」

　ユユの声だった。レーレは我に返って振り向いた。

「何？」

「いいえ。ただ、ずっと黙っているから」

「ちょっと、考え事をしてて」

「何を考えていたの」

「いや……べつに、たいしたことじゃ」

「そう」

　ユユに見つめられると、動けなくなってしまう。ユユは何もかもお見通しなのではないか。そう思えてならない。レーレにも判然としないレーレのことを、ユユだけはわかっているのではないか。

　レーレは焦りのようなものを感じている。それは苛いら立だちにも似ていた。身体からだがやけに熱い。胸がざわざわするのだ。じっとしているのがつらい。何か起こりそうだ。違う。そうじゃない。いっそ何か起きればいいのにと願っている。

　鷹たかの目。狩人かりゆうどの目。うさんくさい賢者がそんなことを言っていた。

　目がいい、とね。あなたの戦いぶりを見物していて、思ったのです。

　魔王の胸の、真ん中よりも右寄りの位置に、何かが見えた。はっきりと。槍やりでそれを貫いた瞬間の感触が、まだこの手に残っている。

　気持ち悪い。吐き気がする。もういやだ。あんなことは二度としない。しちゃいけない。そう思っていたはずだ。それなのに、どうしてだろう。もし機会があれば、自分はきっとまたやる。この手で獲物を殺そうとする。そんな気がする。

　有望ですよ、レーレくん。きみはいい魔女狩りになれます。

　いんちき賢者め。あいつのせいだ。あいつがおかしなことを言うから。シレーンの血。知らない。そんなもの、知ったことじゃない。関係ない。あのときは戦うしかなかったんだ。だから戦ったんだ。それだけだ。本当はいやだ。戦いたくなんかない。

　風のにおいが変わった。

　よどんで、腐ったにおいがする。

　レーレは唇を舐なめて、腰の後ろに左手をのばし、ナイフの柄を握った。

　セルジュが何か言った。レーレはかまわずにあたりを見回した。どこだ。どこに、何がいるのか。北の丘にはまだ動きがない。気づいていないのだ。においは濃くなりつつある。音。静かな足音だ。裸足はだしか。レーレは振り返って、北の丘とは反対の方角に目を向けた。そっちにはユユとセルジュがいる。その先、路地の奥だ。レーレは駆けだした。

「おい、おまえ――」「レーレ……!?」

　ユユとセルジュの脇わきを通り抜けると、においはどんどん濃密になっていった。もうすぐそこだ。見えた。くる。向かってくる。人間？　違う。姿形は人間に似ているけれど、別のものだ。姿勢がえらく前まえ屈かがみで、腕が長い。頭は細長くて、とがっている。そいつはほとんど暗くら闇やみに同化していた。毛深いだけじゃない。肌が黒ずんでいるのだ。目は濁っている。くさい。ひどいにおいだ。

「オオアアアアアアア」

　おぞましい声だった。死者の嘆きのようだ。ひょっとしたら、そのとおりなのかもしれない。レーレはナイフを抜いて、そいつの懐に飛びこんだ。総毛立った。とんでもない悪臭だ。息を止めて、そいつの喉のど頸くびをナイフでかっさばいた。ぞっとする手て応ごたえだった。肉でも、木でも、金属でもない。それなりの硬さはあるのに、刃がふれた途端、どろりと溶けてしまった。レーレは飛び下がって目を凝らした。そいつは倒れていない。首が半分くらいどろどろになっているけれど、それだけだ。痛みは感じていないらしい。さっきまでと同じ速度でレーレに向かってくる。

「何だ、こいつ……」

「レーレ！　何が――うっ……この、においは……」

　セルジュか。振り向いて確認する余裕はなかった。敵が突っこんでくる。とろくさいが、どうすれば倒せるのか。考えるより先に、身体からだが動いた。レーレは息をつめて敵に肉薄し、足払いをかけた。敵はあっさりつんのめって、うつぶせに倒れた。レーレはそのうなじのあたりにナイフを突き立てた。息を止めていても、目が痛いくらいの刺激臭だった。我慢して、敵の頭と胴を切り離した。つなぎとめていたものが、それで断ち切られたかのようだった。全身が一気に融解しはじめて、みるみるうちに粘液状の物体になった。レーレは飛びのいた。少し靴についてしまった。最悪だ。靴を地面にこすりつけた。すぐにやめた。こんなことをしている場合じゃない。

　まだくる。

　路地の向こうから一人、二人、いや、三人か。武器を持っているやつもいる。

「カゾーラ……!?」

　セルジュが叫んだ。

「だが、荒あら猟りよう師しにしては……！」

　荒猟師。クローデルの大広場を大混乱に陥れた、あの荒猟師か。でも、違う。動きが。やつらはこんなに鈍くなかった。それに、くさくもなかった。レーレはセルジュと、セルジュの背後にかばわれているユユを見た。そうして北の丘のほうへと視線を投げた。

「――城が！」

「何だと!?」

　セルジュは振り返るなり、北の丘めがけて走りだした。ユユもセルジュにつづいた。カゾーラ、というのか。三人の敵はすぐそこまで迫っている。レーレは先頭のカゾーラの腹を蹴けって押し返し、セルジュとユユを追いかけた。やつらはそんなに足が速くない。こっちが全力疾走すれば、追いつかれる心配はないだろう。

　路地を出ると、視界が開けて、北の丘のほぼ全体が見えた。

　カゾーラだ。

　四方八方から、数十人、それ以上のカゾーラたちが、北の丘に詰めよせている。

　兵士たちが防戦にあたっているが、押され気味だ。というよりも、まごついて、腰が引けてしまっている。すでに一部のカゾーラは、丘を登って城門に近づこうとしていた。だめだ。もともと兵力を分散させすぎていた。丘をぐるりと囲ませる必要なんてない。城を守るなら、城門の前だけをしっかりと固めさせておけばよかったのだ。それに、なぜ城門が開きっぱなしなのか。閉めておけばいいのに。たしか、あのロビン・オグバーンが防衛隊の隊長らしいから、しょうがないか。

　レーレは足を速めた。北の丘まであと２ゲイン（約40ｍ）くらいの地点でユユとセルジュに追いついた。ようやくだった。開け放たれていた城門が閉まりだした。遅かった。二人か三人のカゾーラが、兵士たちを押しのけて城の中へと突入した。兵士たちがカゾーラに追いすがろうとして、そこにカゾーラたちが突進していった。兵士とカゾーラが団子になって城内に傾なだれこんでゆく展開になった。あれでは城門を閉められない。セルジュが舌打ちをした。

「くそ、素人どもめ！　城くらい守れないのか……！」

「このまま行っても、何もできないわ！」

　ユユの言うとおりだ。まだ城の地ち下か牢ろうにいるだろうヨナハンのことは気になる。でも、城門は兵士とカゾーラに塞ふさがれてしまっていて、とても中に入れそうにない。城門に近づくことすら難しいだろう。レーレは周囲に目を配った。後ろからカゾーラが三人。右のほうの路地から出てきたカゾーラは、こっちには目もくれず、城へ向かおうとしている。他にも二、三人のカゾーラが目に入ったが、レーレたちに狙ねらいをつけている様子はない。とりあえず、後ろの三人だけだ。

「セルジュ！　後ろのやつらを！」

「――了解だ！　ユユはここに……！」

「わかったわ！」

　レーレは踵きびすを返して、低い姿勢でカゾーラたちに突進していった。一人は素手。二人は粗末な槍やりを持っている。三人とも裸だ。くさい。なんてにおいだ。悪臭だけだ。怖くない。うすのろだ。見える。やつらの動きはひどく単純だ。素手のやつが真ん中。その両側に槍持ちが一人ずつ。もうすぐ槍が届く。その寸前にレーレは左の方向に跳んだ。突きだされた二本の槍は、レーレにかすりもしなかった。レーレは向かって左側の槍持ちカゾーラに思いっきり肩から体当たりした。左の槍持ちカゾーラは横倒しになった。間髪を容いれず、真ん中のカゾーラに足払いをかけて転ばせた。右側の槍持ちカゾーラが足を止めてこっちを向いた。槍で突いてこようとした。遅い。レーレはもうそいつに肉薄していた。右手で槍の柄をつかんだ。すぐに放して、そいつの脇わき腹ばらを蹴けった。蹴け倒たおしてやった。

「こいつらは首を落とせばやれる……！」

　叫びながら、レーレは尻しり餅もちをついている右側の槍持ちカゾーラに飛びかかり、その首筋にナイフを突き立てた。気色の悪い手て応ごたえだった。怯ひるまずに、深々と刺して、一気に斬きり裂いた。溶けだしたそいつの手から槍を奪って、立ちあがろうとしていた素手のカゾーラの喉のど頸くびに突き刺した。セルジュが長剣を一いつ閃せんさせ、左側の槍持ちカゾーラの首を刎はねた。レーレは槍やりの柄を握る右手に力をこめた。振りまわそうとしたら、柄の途中で折れた。素手のカゾーラは首に槍が刺さったまま組みついてこようとした。レーレはとっさに折れた柄をやつの眼球にぶっ刺した。やつはちょっとだけあとずさった。それだけだった。ああ、目が痛い。鼻も。口の中も。においがひどすぎて、頭にくる。レーレは足の裏で押すようにやつの胸板を蹴けった。よろめいたやつの首筋に、セルジュが長剣を叩たたきこんだ。さすがは聖騎士の剣だ。一刀両断だった。首を斬きり落とされた途端、やつはどろどろになった。本当に、何もかもがいやになる激烈な臭気だ。使えそうな槍が一本、落ちているけれど、拾う気にはなれなかった。レーレはセルジュと一緒にユユのもとへと急いだ。

「……何なの、あれ」

　ユユは鼻をつまんで、どろどろの残ざん骸がいをちらりと見た。

「生き物とは思えないわ」

「おそらく、魔女の仕業だろう」

　セルジュは剣を鞘さやに収めようか収めまいか迷っているようだ。

「邪術の産物だ。おまえたちも邪悪な野人の話は聞いたことがあるだろう。連中はカゾーラという実在した種族だ。今も山奥に隠れ住んでいて、人を襲うと信じられているが、実際はもういない。連中はずっと昔に滅んだ。魔女どもは、その死霊をおぞましい魔術で蘇よみがえらせて使役する。だが、あれは……」

「くさすぎるよ」

　レーレは胸を掻かきむしりたい衝動をなんとかこらえていた。

「腹が立つにおいって、初めてだ」

「正直、あたしも初めてだ。カゾーラとは何度か戦ったが、こんなことはついぞなかった。何か変だ。それにしても――」

　セルジュはレーレを見て、小さく息をついた。

「恐ろしい男だな、おまえは。本当に何も訓練を受けていないのか。それで、どうしてあんな芸当ができるんだ」

「どうしてって、言われても……」

「あ！」

　ユユが声をあげた。ユユは北の丘のほうに顔を向けていた。

　北の丘では、もう兵士たちは散り散りになっている。なんとか集団の体ていを成しているのは、城門のあたりだけだ。カゾーラはどうか。新手はそろそろ打ち止めのようだ。数が増える気配はない。その代わりに、ずんずんと丘を登ってゆく一団があった。あいつだ。昨夜、地ち下か牢ろうまで入りこんできたやつ。ランドールといったか。それから、狼たち。人間もいる。遠いので、はっきりとは見えないが、髪が長い。たぶん、女だろう。

「魔女だ」

「まずい、突破されるぞ……！」

　セルジュが走りだした。たしかに、魔女の一団は城門に達しようとしている。先頭のランドールが左手の剣じゃなく、逞たくましい脚で兵士を薙なぎ倒たおした。狼たちがランドールにつづいた。ウォォォォォォォォォォォォォォォォ。ランドールの雄お叫たけびが夜空をつんざいた。ただでさえ弱腰になっていた兵士たちは、その雄々しい声で完全に士気をくじかれてしまったようだ。その場にへたりこむ者がいた。剣を引いて城門から離れる者すらいた。あくまで魔女の一団を阻もうとする者は、ランドールに蹴け飛とばされて、斬きり殺ころされ、狼たちに群がられて、一瞬のうちに息の根を止められた。もはや誰だれも止められない。魔女の一団はとうとう城に侵入してしまった。

　レーレはユユと視線を交わした。ユユはセルジュの背中を見やってから、少し拗すねているような苦い笑みを浮かべてみせた。

「放ほうってはおけないわ。友だちだもの」

　レーレはうなずいて、ユユに向かって右手をさしだした。

　その手を、ユユの左手が握った。

　離れてしまわぬように、きつく握りあった。

　二人でセルジュを追いかけた。

　セルジュは丘の登り口で剣を振りあげながら兵士たちに声をかけていた。

「戦える者は集まれ！　俺おれは聖せい騎き士し団だん魔ま女じよ討とう伐ばつ隊たい星の鎖の聖騎士セルジュ・フレンドールだ！　おい、そこの者！　どこへ行く！　逃げるな！　こっちへこい！　防衛隊の士官はいるか！　ロビン・オグバーンはどこだ！　いないのなら、俺が指揮をとる！　城内には伯爵がいらっしゃるのだろう！　なんとしてもお助けするんだ！　さあ、集まれ！　集まれったら！　だから、逃げるなと言っているだろうが！　この腰抜けめ！　アシュロン防衛隊の名折れだぞ！　恥を知れ！　恥を！」

　どうやらセルジュは、逃げ散った兵士たちをかき集めて、魔女の手勢と戦うつもりらしい。レーレはナイフを鞘さやに戻して、そのへんに落ちていた剣を拾った。重い。捨てて、また別の剣を拾った。軽くはない。安物だろう。でも、さっきの剣よりはましだ。セルジュと目があった。セルジュはかすかに口くち許もとをゆるめてみせた。

「おい、貴様……！」

　聞き覚えのある声だ。城とは反対方向だった。身体からだつきだけは立派だ。黒と緑の衣装をまとっている。見間違えようがない。ロビン・オグバーンだ。ずいぶん遠くから、息せき切って走ってきた。いったいどこまで逃げたのか。

「き、貴様！　か、勝手に、な、何をやっている！　た、隊長は、お、俺だぞ！」

「では、貴公が指揮をおとりになって、魔女どもをお討ちください」

「あ、あたりまえだ！　ロビン隊！　いるか！　ロビン隊は全員、俺のそばに！」

　隊長どのに呼ばれて、数名のロビン隊がロビンを取り囲んだ。この期に及んで、まだ自分の身を守ることばかり考えているらしい。

「防衛隊！　ロビン・オグバーンはここにいるぞ！　集合！　集合だ！　俺おれの周りに！　兄上をお助けしなければならんぞ！　魔女どもをぶちのめすのだ！　息のある者は集合しろ！　負傷者もこい！　痛みなんぞ気合いで吹き飛ばせ……！」

　どうしようもないやつでも、伯爵の弟だ。セルジュが必死に呼びかけるよりも、兵士の集まりはよかった。ぜんぶで三十人、いや、四十人、五十人近くいるだろうか。けっこうな数だ。見れば、兵士の死体は決して多くない。倒された者はもともと少ないのだ。

「よーし！　ロビン隊及びアシュロン防衛隊！　城内へ突入！　あのくさい化物は見つけ次第やっつけてしまえ！　進め！　進め！」

　セルジュは集団のほぼ先頭にいる。レーレとユユは最後尾だ。ロビンとロビン隊は真ん中あたりだろうか。

　集団はのろのろと進んだ。まるで足並みがそろっていない。頭数はそれなりでも、こんなざまではろくすっぽ戦えないだろう。だいたい、ロビンが指揮官なら、一番前に立って全員を引っぱってゆくべきじゃないのか。あの男には無理か。魔女討伐隊で実戦慣れしているセルジュが率いたほうがずっとよさそうだ。そういうわけにもゆかないのか。でも、これじゃ勝てない。

　前を行く兵士たちが、ちらちらと振り返ってレーレとユユを見ている。なんで子供がこんなところに。きっとそう思っているのだろう。

　カゾーラの残ざん骸がいが散乱している。胸がむかつくにおいだ。

　夜空には厚い雲が垂れこめている。いっそ雨でも降ればいいのに。

　魔女の一団はもちろん、カゾーラたちもすでに城内だ。急がないといけない。それなのに、なんでこいつらはちんたらしているのか。ロビン・オグバーンのせいだ。

「焦らなくても、あの人たちは目的を果たして戻ってくるわ」

　ユユの声は小さかった。目はまっすぐ前を向いている。なぜそんなふうに言いきることができるのだろう。なんだか不安だった。理由がわかった。あの人たち。ユユは魔女やその手下の亜人を、人、と呼んでいる。以前、ユユがセルジュに、魔女は人間じゃないのかと訊きいた。違う、とセルジュは答えた。あいつらは人類の裏切り者だ。煮ても焼いても食えないから、獣以下だ、と。つめたい言い方だけれど、たぶんそれは普通の考え方だ。誰だれもがそう思っている。

　ユユは違う。

　違うから、何だっていうんだ。どうだっていい。おれにはぜんぜん関係ない。

　ただ不安なだけだ。みんなと違う。それだけで誰もが変な目で見る。ユユは気にしないだろう。本当に？　まったく平気なのだろうか。わからない。ようやく城門だ。

「い、行け！　と、突入！　突入だ！」

　ロビンがわめいた。セルジュが真っ先に城内へと飛びこんでいった。つられるように兵士たちがつづいた。ロビンとロビン隊はもたもたした。何やってるんだ。早くしろ。レーレは奥歯を食いしばった。ようやくだった。ロビンたちが城内に入ると、一気に流れがよくなった。間もなくレーレとユユも城の中に足を踏み入れた。

　チョーサー城の玄関広間には例の臭気が充満していた。奥には数人の兵士がいて、カゾーラたちを食い止めている。あの向こうには大広間や伯爵の私室があるのだ。魔女の一団はいない。どこへ行ったのか。やはり、玄関広間から西にのびている通路の先か。そっちのほうにカゾーラの残ざん骸がいや兵士の死体がいくつも転がっている。それに、狼の死骸も。あそこをまっすぐ進むと、突きあたりに地ち下か牢ろうへの階段があるはずだ。

「よ、よし。この様子だと、兄上は大丈夫だな。兄上さえご健在なら、我がオグバーン伯爵家は安泰だ！」

　ロビンは、むははは、と高笑いした。一度逃げたくせに、よく言う。それに、戦いはまだつづいているのだ。むしろ、これからが本番だ。

「くるぞ……！」

　セルジュが鋭く叫んだ。西の通路だ。ぞろぞろと出てきた。カゾーラたちだ。ロビンが、ひい、と悲鳴を上げた。あとずさりしかけて、さすがに我慢したようだ。

「お、お、応戦！　いや、違う！　迎撃！　迎撃……？　な、何でもいい！　攻撃だ！　ロビン隊以外は――」

「俺につづけ！　主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド……！」

　セルジュはもうロビンを無視するつもりらしい。保身しか頭にない無能な男にはかまっていられないということだろう。主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド！　主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド！　兵士たちも口々に唱えながら、セルジュと一緒にカゾーラたちめがけて突撃を開始した。レーレはユユの手を引いて壁際に移動した。ヨナハンは無事だろうか。カゾーラたちと兵士たちは玄関広間の中央あたりで激突した。怒号が、悲鳴が弾はじけた。それは文字どおりの激突だった。真正面からぶつかりあって、何人かの兵士が槍やりで串くし刺ざしにされ、それより多くのカゾーラがどろどろに溶けた。セルジュの声が玄関広間に響き渡った。

「敵は脆もろいぞ！　蹴け散ちらせ！　主の御為にロオ・エルウ……！」

　主の御為にロオ・エルウ！　主の御為にロオ・エルウ！　主の御為にロオ・エルウ！　主の御為にロオ・エルウ！　主の御為にロオ・エルウ……！　兵士たちは叫んだ。そうして自分たちを励まし、心を一つにして敵にぶちあたっていった。セルジュの言葉は嘘うそじゃない。カゾーラは実際、脆い。敵は悪臭と恐怖だ。それらに耐え、ねじ伏せれば、決して怖い相手じゃない。兵士たちはそのことに気づいたのだ。これなら、勝てる。ロビン隊までもがロビンから離れて兵士たちにつづいた。カゾーラはみるみるうちに数を減らしていった。主の御為にロオ・エルウ！　主の御為にロオ・エルウ！　主の御為にロオ・エルウ……！　玄関広間にこだまする兵士たちの声を聞きながら、レーレは西の通路を凝視していた。まだか。魔女たちは。もう通路から出てくるカゾーラはいない。やつらはそのうち玄関広間で全滅する。魔女たちはどうするつもりなのか。ヨナハンは大丈夫だろうか。だめかもしれない。ヨナハンは地ち下か牢ろうにいたはずだ。魔女たちに殺されてしまったかもしれない。アラベラは。魔女たちの目的は。

「レーレ」

　ユユがレーレの手を引っぱった。

「風が」

「え？」

　きっと他のことに気をとられていたせいだ。ぜんぜんわからなかった。風。たしかに、風が吹いている。つめたい、湿った、気味の悪い風だ。どこから？　西の通路か。レーレは耳を澄ました。鳥肌が立った。兵士たちの声に交じって、かすかに聞こえる。あのざわめきだ。奇怪な囁ささやき声だ。

　あのときと一緒だ。唐突に風が強まった。玄関広間は壁に設しつらえられた無数の燭しよく台だいや天井から吊つり下さげられている大燭台のおかげで明るかった。あやしい風がそれらの火をどんどん消していった。あっという間だった。真っ暗になってしまった。レーレは反射的にユユを抱きよせた。でも、頭の中は真っ白だった。ユユは違った。

「この隙すきに逃げるつもりだわ！」

「そっか。セルジュ、外だ……！」

　セルジュに聞こえただろうか。わからない。レーレはユユを連れて城門を目指した。今なら外のほうが明るい。城の周りには篝かがり火びがたくさん焚たかれているからだ。後ろのほうでセルジュが何か叫んでいる。レーレとユユは闇やみを突っ切って城外に出た。その直後だった。こめかみのあたりがチリッとした。この気配は。やばい。レーレはユユを突き飛ばして、振り向きざまに剣を振った。弾はじかれた。違う。かろうじて弾いたのだ。

　あいつだ。ランドール。レーレは視界の隅にユユの姿をとらえながら飛びすさった。ユユは立ちあがろうとしている。ランドールは猛然と突っこんできた。レーレは剣を両手持ちした。ちょっと柄つかの長さが足りないけれど、なんとかなる。ランドールの斬ざん撃げきを打ち返すことだけに集中した。右上から。ぎぃん。左。ぐぁん。左下から。ぎゃん。思ったとおりだ。両手ならそうそう力負けしない。それに、こいつ、もともと左利きじゃない。太刀筋がちょっとぎこちないのは、たぶんそのせいだ。

　レーレは距離をつめて攻めに転じた。レーレよりランドールのほうがだいぶ背が高いので、下半身を徹底的に狙ねらった。膝ひざから上だ。右みぎ腿もも。左ひだり腿もも。左。左。右。ランドールは後退しながら懸命にレーレの剣を防いだ。レーレは見ていた。やつの左手の動きを。身体からだの右側を守ろうとするとき、肘ひじが上がって左の脇わき腹ばらがガラ空きになる。癖だ。レーレはやつの右みぎ腿ももから右みぎ膝ひざまでをしつこく攻めた。それから左の脇わき腹ばらに斬きりつけようとしたら、やつは慌てた。あとずさりながら、剣を振った。空振りだった。レーレは最初からやつの脇腹なんて狙ねらっていなかった。そのふりをしただけだった。レーレはやつの剣に自分の剣を叩たたきつけながら、身体からだ全体でひねりを加えた。やつの手から剣が吹っ飛んだ。

　今だ。レーレは剣の柄つかから左手を離して、ナイフを抜こうとした。身体のでかい相手だ。突っこんで、密着して、一気に片をつけてやる。気がゆるんだわけじゃない。ただ、いける、やれる、と思ってしまった。

　レーレはとっさに斜め後ろへ跳んだ。よけることはできなかった。食らった。やつの蹴けりだ。すごい速度だったし、人間にはできない脚の動きだった。左の脇腹だ。息がつまって、意識が遠のきかけた。どうやって受け身をとったのか、自分でもよくわからない。剣は。ナイフは。ちゃんとある。どこが痛いとか、痛くないとか、今はどうでもいい。早く。早く立て。やつは剣を拾った。ユユが駆けよってきた。

「レーレ……！」

「離れてて！」

「ウォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ……！」

　上からだ。やつの剣が降ってきた。身体が勝手に動いた。レーレは自分の鼻先をかすめてゆくやつの剣をはっきりと見た。やけにゆっくりだった。ずいぶん遅い。レーレは右手の剣を振りまわした。やつはゆったりと半歩下がって、これをかわした。レーレはすかさず詰めよって左手のナイフを突きだした。やつはのろのろと身をひねって、これもよけた。遅い。遅い。遅すぎる。やつは剣を繰りだしてきた。無駄だ。そんなの、あたるわけがない。レーレは悠々とやつの剣から逃れた。悠々と？　違う。

　遅いのはやつだけじゃない。レーレもだ。

　レーレも遅い。

「つうぅよおぉいぃなあぁにいぃんげえぇんのおぉしょぉおねえぇん」

　声。

　やつの声か。

　声までも遅い。

　やつは笑っている。

　何がおもしろいのか。

　レーレにはわからない。

　べつにわかりたくもない。

　そんなことよりも、どうにかしてほしい。

　何だ、これ。この身体。鈍い。まったく思いどおりに動いてくれない。

　しかも、やつはこんな自分よりもとろくさいのだ。

　レーレはやつの懐に飛びこんだ。

　これ以上ないくらい素早く動いているつもりなのに、まるで泥の中を泳いでいるみたいに全身が重い。

　苛いら々いらする。

　やつはレーレの接近を阻もうとしたのだろう。でも、その剣は棒きれ同然だ。よける必要すらなかった。届かない。あまりにも遅すぎる。

　レーレはやすやすとやつの脇わきをすり抜けて、その背後に回りこんだ。

　背中の、ここだ。

　腰の近く。

　背骨の横だ。

　身体からだを押しつけるようにして、ナイフを突き刺した。

　これだ。

　臓器か。

　これを貫けば、こいつはすぐに息絶える。

　もうすぐだ。

　それにしても、遅い。

　何もかもが。

「ここが、俺おれの、死に場所か」

　ランドールの声か。

　レーレはナイフを引き抜いた。ランドールは崩れ落ちて、地面に膝ひざをついた。緩慢な動作じゃなかった。戻った。何が？　わからない。

　座りこんで、もはや倒れこみそうになっているランドールの向こうに、ユユがいる。こっちを見ていた。違う。ユユが見ているのは、レーレの後ろだ。レーレは振り返った。

「――よくも、ダルキンを……！」

　女だ。レーレがランドールとやりあっている間に、城から出てきたのだろう。ぱっと見ただけでは、何歳かわからない容よう貌ぼうだ。長い髪は赤毛というよりも臙えん脂じ色いろで、肌はそれほどさらしていないが、普通の服装じゃない。手に何か玉のようなものを持っている。

　魔女だ。

　藍あい色いろの瞳ひとみがぼんやりと光った。

「まつろわぬ者たち、彼を捕らえよ……！」

　これは何だ。地面からわきあがってくる。黒い靄もやのようなものが。声。あの奇怪な囁ささやき声が聞こえる。レーレは逃げようとした。動けなかった。絡みついている。黒い靄が。つめたい。身体が末端からどんどん冷えてゆく。声がする。何を言っているのかわからない。でも、きっと恨み言だ。何かを嘆いている。絶望して、憎んで、呪のろっている。

　これは死者の怨おん念ねんだ。悪霊だ。悪霊がレーレをがんじがらめにしている。指一本動かせない。呼吸することすら難しい。心臓もそのうち止まってしまうかもしれない。レーレはもう見ることしかできない。城からまた誰だれか出てきた。女だ。粗末な麻の服を着ている。波打つ金髪。ああ。アラベラだ。アラベラはちゃんと自分の足で歩いてきた。そうしてレーレを見た。怯ひるまずに、まっすぐ見て、目をそらしたわけじゃないと思う。何かに気づいて、そっちに視線を向けた。

「レーレに何をするのよ……！」

　ユユだ。ユユが。足音。走ってくる。なんで。ユユはレーレのそばを駆け抜けていった。引きずるようにして剣を持っている。剣なんか使ったことないくせに。そんな野蛮なもの、手もふれたくないって。魔女は動かない。ひょっとして、レーレに魔術をかけているのか。これは魔女の呪じゆ縛ばくなのかもしれない。そのために、集中しているのか。アラベラが魔女の前に出た。ユユから魔女をかばう気か。素手で？　無理だ。ユユは止まらない。剣を振りかぶった。やるのか。ユユが、アラベラを。そんな。そんなこと。

「――きゃっ……！」

　ユユが尻しり餅もちをついた。一頭の狼が城から飛びだしてきたのだ。その背に小さな人間が乗っていた。子供？　それにしても、小さい。とにかく、その小さな人間が、狼の背から跳びあがってユユに躍りかかった。不意を突かれたユユにはなすすべがなかった。小さな人間はがっちりとユユの両手首をつかんで、剣を封じた。押し倒して、組み敷き、背中に斜め掛けしている鞘さやから小さなナイフを抜いて、ユユの喉のど首くびに突きつけた。氷のようにつめたくなっていたレーレの身体からだが、一瞬で熱された。まだ動かすことはできない。まだ。声も出ない。くそ。ユユ。ユユ。ユユ！　ユユを。ユユを！　ユユを……！

「……は……な……せ……！」

　もう少しだ。あとちょっとで。レーレは右足を前に進ませた。一歩。いや、半歩か。それ以下かもしれない。でも、動いた。魔女が驚いたように目を瞠みはった。また城から狼が駆け出してきた。狼の背に何か乗っている。白髪、白い髭ひげの、やけに背の低い老人だ。

「ヘルガ、くるぞい……！」

　魔女は振り向いて、城門のほうへ目をやった。その途端、レーレの身体が軽くなった。唐突だったので、つんのめりそうになった。城からセルジュが出てきた。一人じゃない。城門が次々と兵士たちを吐きだした。そんなふうに見えた。セルジュは剣の切っ先を魔女に向けた。

「魔女を逃がすな……！　包囲しろ！」

　兵士たちはセルジュの指示に従い、二手に分かれて魔女たちを取り囲んだ。見れば、丘の下にも兵士たちが群がっている。カゾーラたちに恐れをなして逃走した連中が戻ってきたのだろう。

　魔女の手勢は少ない。狼が二頭、それに小さな人間と、やはり小さな老人、あとはアラベラだけだ。

　もう逃げられない。でも、ユユが。

　セルジュは小さな人間に組み伏せられているユユをちらりと見て、それからアラベラに顔を向けた。

「なぜだ、アラベラ・リデル」

　アラベラは首を横に振ってみせただけで、答えなかった。セルジュの顔がゆがんだ。剣を振りあげようとした。

「近づかないで！」

　小さな人間が叫んだ。見た目どおり、子供みたいに甲高い声だった。

「近づいたら、この子を殺すよ！」

　セルジュは途中で手を止めた。レーレは必死に考えていた。どうしよう。どうすれば。ユユを助けないと。ユユを。他はどうでもいいんだ。とにかくユユを。走っていって、飛びかかって、あの小さな人間を斬きり殺ころす。だめか。だったら、剣でもナイフでもいい。何か投げつけて、小さな人間を怯ひるませる。その間に近づいて、ユユを助ける。相手だって、人質がいなくなったら困るはずだ。簡単には殺せない。でも、セルジュだから、ためらってくれている。たとえば、ロビン・オグバーンならどうか。おそらく、ユユが人質にとられていても、気にしない。いいからさっさとやれ、と兵士たちに命令を下すだろう。ロビンはまだ城内か。出てきたら、自分が指揮をとろうとするはずだ。急がないと。ユユを助けないと。

「やめて、ランラ」

　ユユの声は小さかった。それでも、かろうじて聞こえた。

「こんなこと、しないで。お願い、ランラ」

「ランラ……？」

　小さな人間が少しだけ首をひねった。

「きみは、ぼくの弟を――ランラを知っているの？」

　今だ。何がなんだかわからないけれど、小さな人間はユユの言葉に気をとられている。レーレは駆けだそうとした。息をのんだ。城門のほうから知っている声が聞こえてきたのだ。どけ。どけ！　どけ……！　兵士たちを押しのけ、突き倒しながら、あいつは走ってきた。生きていたのか。でも、顔の半面が赤く染まっていて、服も血塗まみれだ。負傷している。それも、かすり傷じゃない。満まん身しん創そう痍いだ。セルジュがその名を呼んだ。

「――ヨナハン……！」

　ヨナハンはかまわず突進していった。今や誰だれも彼もがヨナハンに視線をそそいでいた。魔女も、その手下たちも、そしてアラベラも。それでいて、誰も身動きできなかった。

　いや、一人だけ、ユユだけは違った。小さな人間の手に噛かみついて、怯ひるませ、その間に逃げた。ユユはレーレのほうへと駆けてきた。レーレはナイフを鞘さやに収めて、左腕でユユを抱きとめた。ユユをぎゅっと抱きしめながら、レーレは見ていた。ヨナハンは雄お叫たけびをあげてまっすぐ突っこんでいった。すごい形相というよりも、ひどい表情だった。ヨナハンの顔はめちゃくちゃだった。見開かれた目は血走って、唇はめくれあがり、眉み間けんにも鼻柱にも皺しわが寄って、鼻の穴が拡ひろがっていた。その顔を汚しているのは、血だけじゃない。鼻水と涙も混じっていた。怪け我がをしているとは思えない動きだった。そもそも人間はあんなに速く走れるものなのか。あっという間だった。ヨナハンは魔女に体当たりした。魔女は呻うめいた。魔女の背中から剣が突きだした。手に持っていた玉が地面に落ちて、坂道を転げ落ちていった。ヨナハンは魔女の身体からだを蹴け倒たおしながら剣を引き抜き、左手でアラベラの腕をつかんだ。

「行くぞ、アラベラ！　くるんだ！　僕と一緒に……！」

「行きません！」

　半瞬の躊ちゆう躇ちよもなかった。アラベラはヨナハンの手を振りほどいた。

　時間が止まったように感じられた。

　どれくらいの間だろう。わからないけれど、誰だれも喋しやべらず、身じろぎもしなかった。風すらもやんだ。

「あああああああああああああああああああああああああああああああ……！」

　ヨナハンが絶叫した。そうして、握りかためた左の拳こぶしでアラベラを殴り倒した。地べたに倒れこんだアラベラを見下ろして、ヨナハンは、違う、違う、と呟つぶやきながら弱々しく頭を振った。違う。違う。これは、違う。何かの間違いだ。ヨナハンはよろめいた。おかしなよろめき方だった。まるで、ヨナハンではなく、その下の地面が揺れているみたいだ。あるいは、ヨナハンの身体が崩壊してバラバラになってしまおうとしている、その前兆のようでもあった。

「皆殺しにしろ……！」

　セルジュが命令を下した。ほとんど悲鳴に近かった。反応は鈍かった。一人の兵士が、おお、と声をあげた。他の兵士が応じた。兵士たちはようやく動きだそうとしていた。セルジュも何かわめきながら剣を振りあげた。ユユがレーレの胸にしがみついてきた。逃げよう、とレーレは思った。逃げよう。もういやだ。こんな場所にはいたくない。ユユと二人で逃げよう。実際、踵きびすを返した。その瞬間だった。

　何かが坂道を駆け上がってきて、レーレとユユのすぐそばを通り抜けていった。

　それはえらく速かった。でも、レーレの目には見えた。

　かなり背の高い男だ。血のように赤い双そう眸ぼう。漆黒の髪が長い。男は何かを背負っている。何か、じゃない。人だ。女の子供だった。あの恰かつ好こう。見覚えがある。どこで見たのか。

　すぐ思いついた。岩山の魔女砦とりでだ。

　あれは魔王と魔女だ。

　レーレは振り向いた。魔女を背負った魔王は、もうアラベラや狼たちのそばに達していた。ぐっと膝ひざを沈めて腰に手をかけた。剣だ。やたらと長い。反そりがある。魔王は剣の柄つかを握った。レーレはユユを抱えこんで体勢を低くさせた。距離を考えれば、そんなことをする必要はない。まして、魔王はレーレに背中を向けているのだ。でも、そうしないといけないような気がした。魔王のすぐそばにヨナハンがいる。その正面にはセルジュたちが。レーレは声をかぎりに叫んだ。

「伏せて……！」

　聖騎士は伊だ達てじゃないということか。ヨナハンはとっさにうずくまって剣を立てた。セルジュは地面に身を投げだした。その他の兵士たちはだめだった。魔王は剣を抜きながら一歩進んで、右回りに一回転した。そこからもう一歩進んで、今度は左回りに一回転した。あまりにも鮮やかだった。魔王の長大な剣は美しい二つの円を描いた。

　どうやらセルジュは難を逃れたようだ。

　ヨナハンも無事だったが、その剣は途中できれいに折れていた。

　兵士たちの前進は止まらなかった。ただ、前列の兵士たち、五人か、いや、十人くらいだろうか、彼らの身体からだがずれた。

　不思議な眺めで、目を疑う光景だった。彼らの身体は、胸のあたりで上と下に分かたれていた。彼らはその事実に気づいていないようだった。だから、彼らの足は前に進もうとした。胸から上はその場に取り残されて、地面に落ちた。胸から下もバランスを崩して転倒した。それを見た後ろの兵士たちは、最初、むしろ、ぽかんとしていた。やがて、何が起こったのか、だんだん理解しはじめたのだろう。兵士たちはあとずさった。ある者は呻うめいた。ある者は震えていた。それでも北の丘は妙に静かだった。

　魔王が剣を鞘さやに収めると、その背中にしがみついていた子供の魔女が、えいっ、と地面に降りた。子供の魔女は倒れている魔女を見て、ため息をついた。

「なんてこったですわ……！　一足遅かったようですわね！　話を聞いて、大急ぎで駆けつけたのですけれども！　残念ったらないのですわ！」

「未まだ息がある」

　低い声だ。魔王か。

「何ですって！」

　子供の魔女はぴょんと跳びあがってから、魔女のそばにぺたんと座った。

「まあ！　ほんとですわ！　ヘルガさん！　生きてらっしゃいますのね！　でも、ひどい怪け我がをしちゃってるのですわ！　早く手当てしてさしあげないと！　キジタカ！　ヘルガさんをお運び申しあげるのですわよ！　ささ！　急いで！　早く早く！」

「承知」

　キジタカと呼ばれた魔王は、ヘルガという名前らしい魔女を軽々と抱えあげた。子供の魔女は腰に手をあてて、ぐるりとあたりを見まわした。その途中、レーレのほうへ視線を向けたときだった。子供の魔女は大きな目をさらに大きく見開いた。

「あらららら？」

　子供の魔女は、ふ、と短く笑って、でも、それ以上は何も言わなかった。レーレはユユを見た。ユユはうつむいていた。そうか。ユユと子供の魔女は面識があるのだ。ユユは小さな人間に、ランラ、と呼びかけた。小さな人間は、弟を知っているのか、というようなことを言っていた。ユユはきっと、岩山の魔女砦とりでにいたときに、そのランラと出会ったのだろう。

　キジタカは腕の中のヘルガを一いち瞥べつした。

「ヨモジ。火急だ」

「わかっておりますわ！　とゆうわけで、おバカな人間たち！　本当なら、あなたがたをぱぱっと全員殺しちゃいたいところですけれど、ここはぐぐっと我慢してさしあげて、ヨモジたちは引きあげちゃうのですわ！　おとなしく通してくださるなら、無駄に死んじゃわなくてすみますわよ！」

「……ふざけるな！」

　セルジュが立ちあがろうとした。無謀だ。レーレにはわかる。あの魔王。キジタカ。あいつはやばい。相手が悪すぎる。あいつの間合いに入ったら、絶対に勝てない。ヘルガを抱えていても関係ない。そういう問題じゃない。

「だめだ、セルジュ！」

　セルジュはレーレを見て、起きあがるのをやめた。そうだ。それでいい。そうしないと、やられる。あの魔王を殺すには、近づいてはいけない。せめて長い槍やりが必要だ。長い槍を持った大勢の兵士で取り囲み、串くし刺ざしにする。それか、火ひ打うち銃じゆう。飛び道具があれば、なおいい。ここには何もない。無理だ。あいつには勝てない。

　レーレはユユを連れて坂道の端のほうへ下がった。兵士たちは物言わぬ屍しかばねに成り果てているか、へたりこんでいるか、立ちつくしていた。セルジュはキジタカや、ヨモジ、というのか、子供の魔女を睨にらみつけている。ヨナハンは折れた剣を手に地面にうずくまったまま、呆ほうけたようにただひたすらアラベラを見つめていた。

　アラベラは小さな人間と背の低い老人の助けを断って、自力で立ちあがった。

　その右みぎ頬ほおが腫はれあがっている。ヨナハンに殴られた痕あとだ。

「いつからだ、アラベラ」

　ヨナハンの声音は平板だった。感情らしきものが何も感じとれなかった。魂が抜けたような声だった。

「君はいつから僕らを裏切っていたんだ」

　アラベラはヨナハンに向きなおった。何か言うのかと思った。言わなかった。アラベラはヨナハンに背を向けた。

「それじゃあ、おバカな人間たち！　ごきげんようなのですわ！」

　魔女たちはヨモジを先頭にして悠然と坂道を下りていった。二頭の狼はランドールの遺体に鼻をこすりつけて、くうん、と低く鳴いた。アラベラと小さな人間と背の低い老人は、仲間のためにごくごく短い黙もく祷とうを捧ささげた。それ以外は一度も足を止めなかった。止める必要なんてなかった。丘の下の兵士たちも魔女たちに道を譲った。魔女たちは夜の森へと帰るだろう。手出ししなければ、人間たちは朝を迎えることができる。いったい他に何を望むことがあるだろう。



    

  
    
      
最終話　【ひとかけらの命と意味】





　あのころ彼女はまだヘルガではなかった。

　何度も一人で森の中へ分け入って、とうとう森の狼クオードのバルツアと再会した。バルツアに導かれて、たどりついた森の隠れ家で、ポルモのロンロや魔女にふたたびまみえたときの喜びは、今でも忘れられない。森の隠れ家の住人が増えたことも知った。少し意地悪で、皮肉屋で、人間をとても憎んでいるムウラのオドロイだった。

　魔女は彼女を手厚くもてなしてくれたが、これ以上、自分たちと親しくなれば、引き返すことができなくなる、と警告した。オドロイが付け足した。もし引き返すつもりがないのなら、我々とともに歩む道もある、と。

　彼女はみずからの意思で選んだのだ。

　オドロイの提案で、彼女は家に戻った。たまに森で魔女たちに会った。魔女やオドロイの指導を受けて、修行を始めた。オドロイの計画はこうだった。彼女はこれまでどおり人間たちと一緒に生活する。人間社会にもぐりこんで、情報を集めるのだ。ようするに、魔女の間かん諜ちようになるというわけだ。魔女は反対したが、彼女はその役目を引き受けることにした。彼女は間諜にうってつけの人材だった。なぜなら、彼女は貴族であり、また、彼女の許嫁いいなずけは聖騎士になろうとしていた。彼は魔女討伐隊に志願するだろう。魔女たちにとって、魔女討伐隊は最大の敵だ。口が堅い聖騎士も、妻には隊の機密をもらすだろう。

　ヨナハン・クロムスティード。

　ずっと前からです。わたしはもう何年も前からあなたを裏切っていました。巡じゆん検けん司し祭さいに尻尾しつぽをつかまれたりしなければ、わたしはもっと手ひどい裏切りを犯したでしょう。あなたの妻になりすまして、あなたに抱かれ、もしかしたらあなたの子を抱いて、あなたから魔女討伐隊の内情を聞きだし、それを魔女たちに伝えたでしょう。

　あなたに恨みはなかったけれど、わたしの友だちを、愛すべきポルモのキュムを、楽しげに笑いながら殺した人間たちのことを、わたしは許すことができません。魔女の知識にふれ、歴史の真実を知った今、アルド・サイオンにひれ伏している人類に与くみすることは罪としか思えない。人々はあまりに無知すぎる。その自覚がない。知らずに罪を犯している。ただの人間として生きることをやめた傲ごう慢まんな人間は害悪でしかない。

　夜の森を育はぐくむ土に抱かれるようにして、魔女が地面に横たわっている。

　彼女が握りしめている魔女の手は、もうつめたくなりかけていた。

　呼吸はどこまでもゆるやかだ。薄く開かれた藍あい色いろの目はあくまでも澄んでいる。魔女の表情は穏やかだ。

　クオードのバルツアとゲゼルが魔女の頭の近くに腰を下ろしている。ロンロは魔女にすがりつきたいのかもしれない。必死に我慢しているようだ。オドロイはふてくされたようにそっぽを向いて、それでも杖つえを抱いて魔女のそばに座っている。魔女ヨモジと魔王キジタカも少し離れた場所から見守ってくれている。

　仲間たちは静かに魔女を送ろうとしていた。

　彼女の心も不思議と落ちついている。悲しみがないとは言わない。それにもかかわらず、彼女の胸は騒いでいなかった。彼女はいま眠りにつこうとしている魔女が好きだった。魔女は森を愛し、生き物たちを慈いつくしんだ。魔女はいろいろな手段で彼女に歴史の真実を教えながら、真実の意味を伝えた。真実とは唯一ではないのだ。真実は人の心に宿る。人は真実を選びとることができるのだ。ゆえに魔女たちはそれぞれが自分自身の真実を持っている。魔女たちはそれを否定しない。刃やいばと血を忌むのならば、戦場に出なくてもいいのだ。魔女はおのれの真実のためにのみ戦う。戦い方は自分で決めればいい。魔女は彼女の師だった。それ以上の存在だった。

「アラベラ」

　魔女の瞳ひとみが彼女を映した。

「汝なんじは人なりや」

「我は人である」

　よどみなく彼女が答えると、魔女は少しだけ笑った。

「汝はいかなる人なりや」

「我は一人の人である」

　汝は、我は、一人の人である。汝は、我は、人であり、一個の生命である。汝は、我は、流る転てんする命のひとかけらである。命は星である。空である。大地である。水である。火である。岩である。砂である。宇宙である。あまねくすべてである。すべてであり、その一端である。汝は、我は、生きて死するものである。汝も、我も、死するまで生きる、命のひとかけらである。

　魔女と彼女は唱和した。彼女は魔女の前に頭こうべを垂れた。魔女の唇が彼女の額にふれた。

「ひとかけらの命に名を与えん。汝、今このときより」

　魔女はまばたきをして、そっと息を吐いた。

　長かった修行が終わろうとしている。

　師に新たな名を与えられた瞬間、彼女は魔女として生まれ変わるのだ。

「ヘルガなり」

　彼女は声をもらしそうになった。視界が曇った。見下ろす師の顔に雫しずくが落ちかかった。何か言葉を発したかった。出てこなかった。師は手を持ちあげて、彼女の頬ほおを撫なでた。それから、唇を。

「継いでくれますか。わたしの名を」

　彼女は師の手を握り、強く握りしめて、何度もうなずいた。師は笑みを浮かべた。

「よかった。わたしも、師から受け継いだのです。この名を」

　瞼まぶたが閉じようとしている。間もなく師の目は光を失い、何も見えなくなるだろう。師の耳は何も聞こえなくなるだろう。彼女はようやく知った。彼女の心は落ちついてなどいなかった。抑えつけていただけだった。そうしなければならないほど、彼女の胸の奥には炎のような激情が渦巻いていたのだ。このどす黒い業ごう火かで師の最期のときを乱したくなかった。まだ我慢しなければならない。師には安らかに旅立ってほしかった。彼女は母を覚えていない。師に母を見ていた。せめてそのことだけは伝えたかった。どう言えばいいのかわからなかった。迷っている間に師の瞼が落ちてしまった。師の指が力を失った。息が絶えた。胸が動かなくなった。彼女は歯を食いしばった。泣き叫ぶことだけはすまいと思った。それから、師はただ死んだのではない。そのことも忘れてはならない。忘れられようはずがない。師は死んだのではない。殺されたのだ。

　右みぎ頬ほおが痛い。ひどく疼うずく。

　キュムが死んだとき、憤ってくれたのはあなただけだった。あなたのまっすぐさを好ましく思っていた。ずっとあなたを欺あざむいていた。そのことを考えると、いつも胸が軋きしんだ。あなたと一緒にいると、ときおり何もかも忘れた。もう無理だ。

　ヨナハン・クロムスティード。あなたが師の命を奪った。

　あなたに恨みはなかった。今は違う。わたしはあなたを許さない。

　こうして彼女はヘルガになった。



　　　



　ヨナハンはマードック大教会に付設されている救護院に収容された。セルジュはヨナハンに付き添っている。

　宿に帰りつくころには、もう空が白みはじめていた。

　ひどく疲れた。

　眠りたいけれど、眠れない。

　レーレの寝台はユユに占領されてしまっている。そもそもユユは自分の部屋へ行く気がなかったようだ。レーレの部屋に直行して、有無を言わせず寝台に寝転がった。

　レーレは床に座って膝ひざを抱え、寝台に背をもたれさせている。ユユはまだ寝ていない。布団に肘ひじをついて、うつぶせと横向きの中間くらいの体勢になっている。

　外はそろそろ薄明るいだろう。でも、窓の板戸を閉めきっている。日の光は射さしこんでこない。部屋を照らす明かりは蝋ろう燭そくにともる小さな火だけだ。

「今夜のこと」

　ユユは静かに息を吐いた。

「子爵が聞いたら、もう立ちなおれないかもしれないわね」

　アラベラの父、ニコラス・リデル子爵は何も知らずに眠っている。もともと体調を崩しているのだ。叩たたき起おこして事の顛てん末まつを話して聞かせるのは酷だし、それはレーレたちの役目じゃないだろう。

「そうだね」

「リデル子爵家は終わりだって言っていた。結局、そのとおりになったんだわ」

「しょうがないよ」

「どうしてそう思うの？」

「アラベラは魔女だったんだ」

「そんなに悪いことなのかしら」

「何が？」

「あの人たちは」

　ユユはレーレの問いには答えなかった。囁ささやくような声で別のことを言った。

「アラベラを助けだしにきたんだわ」

「うん」

「命懸けで」

「あの魔女、死んじゃったのかな」

「わからないわ」

「おれ、また殺した」

「やらなければ、やられていたかもしれないのよ」

「でも、結局、無駄だった」

「レーレは生きているじゃない」

「殺さないと、生きられないのかな」

「そうよ。わたしたちはみんな、生き物を殺して生きている」

「そういうことじゃなくて」

「じゃあ、どういうことなの？」

「食べるために殺すなら、べつにいいけど」

「どうしていいの？」



    

  
    
      



    

  
    
      「だって、食べないと……生きられないし」

「なぜ生きるの？」

「え」

「わたしたちは、なぜ生きているの？　生きていかないといけないの？」

「そんなの」

　レーレは自分の膝ひざに顎あごを押しつけた。

「……そんなの、わからないよ」

「バカなレーレ」

　ユユはかすかに笑ったようだ。

　レーレは口の中を軽く噛かんでみた。

「ユユは、わかるの？」

「当然でしょう」

「おれたちは、なんで生きてるの？」

「意味は、ないわ」

「ない……？」

「そうよ。意味なんかない。わたしたちは、ある男の人がいて、女の人がいて、二人が契りを結んで、その結果として産まれたんだわ。ただそれだけ」

　寝台が軋きしんだ。

　ユユが仰あお向むけになったようだ。

「意味は自分で見つけるのよ、レーレ」

　それなら、おれにはもう、あるのかもしれない。

　口ではうまく説明できないけど、ちゃんとあるような気がする。

　レーレは立ちあがった。

　ユユは寝台の上で手足をのばしていた。

　胸がゆっくりと上下している。

　剥むきだしの肩がひどく無防備だ。

　身体からだのどこにも力が入っていないように見える。

　ユユはレーレを見上げていた。

　その瞳ひとみがほんの少しだけ潤んでいる。

　唇がわずかに開いていた。

　ユユは息をしている。

　生きている。

　ここにいる。

　すぐそばに。この手が届く場所に。

「一緒に寝てもいい？」

「だめ」

「そっか」

　レーレは床に座りこんで膝ひざを抱えた。いいよ。べつに。そんな気がしたし。おれが何か頼んで、ユユがうなずいてくれるわけがない。いつだってそうなんだ。だいたい、一緒に寝ていいか、なんて。いいわけないじゃないか。あるけど。同じ寝台で寝たことは。今までだって。でも、それはユユの気まぐれで。だったら、なんでおれの部屋に。自分の部屋に行けばいいのに。言えないけど。口答えしたら、怒られるに決まってるし。

　ため息が出てしまった。ごまかそうとして、また立ちあがった。それで、どうするのか。わからない、あては何もないけれど、これ以上、この部屋で、ユユと二人きりでいたら、頭がおかしくなってしまいそうだ。そうだ。外の空気でも吸って、気分を落ちつけよう。レーレは扉のほうへと歩いた。途中で呼び止められた。

「どこへ行くの？」

「え。いや」

　レーレはユユに背を向けたまま、扉の掛け金に手をかけた。

「べつに、どこにも。ただ、ちょっと外に」

「わたしをひとりぼっちにするのね」

「いや、だって」

「だからレーレはバカだっていうのよ」

　また寝台が軋きしんだ。布地がこすれあう音がした。レーレは振り返った。ユユは寝台の左端に移動していた。身体からだを横向きにして、胸のあたりまで上掛けをかけている。ユユは自分の隣を軽く叩たたいてみせた。

「きなさい」

　つい最近、似たようなことがあった。

　ユユに同じことをさせてしまった。本当に、おれってバカだ。

「……はい」

　レーレは寝台のそばに引き返した。寝ようとしたら、またユユに、だめ、と言われた。

「明かりを消して」

　蝋ろう燭そくの火を吹き消すと、部屋はほとんど真っ暗になった。まだ暗くら闇やみに目が慣れていない。レーレはユユの身体にふれてしまわぬように、寝台の右端に身を横たえた。ユユが上掛けをかけてくれた。その手が一瞬、レーレの肩をかすめた。動どう悸きがして、こらえきれなくて、レーレはユユに背中を向け、両手を腿ももの間に挟んで身体を丸めた。きつく目をつぶった。歯を食いしばった。いつか平気になる。眠くなる。そのうち寝てしまう。そう思った。ならなかった。なんだか息が苦しい。もうだめだ。

　レーレは仰あお向むけになった。目を開けて、ユユのほうを見ようとした。いけない。ユユは思っていたよりも近くにいる。息づかいが聞こえる。ぬくもりを感じる。見てしまったら、我慢できなくなる。何を？　わからない。とにかく、よくない。レーレは瞼まぶたの上に手の甲をのせた。寝よう。寝るんだ。無理だ。眠るのに気合いを入れてどうする。

「レーレ」

　聞き違えかと思った。それか、寝言かもしれない。レーレは瞼の上から手をどけて、隣を見た。ユユはこっちに顔を向けていた。

「て」

「え？」

「手を」

　ユユは手をのばしてきた。

　レーレの手をそっと握った。

「このままでいて」

「うん」

「おやすみなさい」

「おやすみ」

　そろそろ朝だ。知ったことじゃない。どうだっていい。

　ユユと手をつないでいたら、頭がぼうっとしてきた。あたたかい。何も考えなかった。何も思わなかった。物音を聞いて目が覚めるまで、自分が眠っていたことに気づかなかった。音。何の音だろう。手。ユユの手は。この手の中にある。離れていない。二人の手はつながれたままだ。寝息が聞こえる。ほっとした。ユユはまだ寝ている。音。あれは何の音だろう。廊下か。誰だれかがどこかの扉を開けた音かもしれない。

　ずいぶん迷ったあげく、そっとユユの手を離した。ユユは起きなかった。レーレはできるだけ音を立てないように注意して、寝台から抜けだした。ちょっと後悔した。もっと隣で寝ていたかった。

　扉を開ける前にもう一度、ユユの様子を確認した。ユユはぐっすり眠っているようだ。レーレは掛け金を外して扉を開けた。廊下に出ると、セルジュが立っていた。レーレは扉を閉めた。

「おはよう」

　セルジュは返事をしない。寝ていないのか。かなり顔色が悪いし、目の下に隈くまもできている。ずっとヨナハンを看病していて、宿に戻ってきたところなのかもしれない。でも、何かおかしい。胸がざわざわする。

　セルジュはしげしげとレーレの顔を見ている。まるで初めて会う相手を観察して、どんな人間なのか見抜こうとしているかのようだ。やけに冷静な、無色透明な眼まな差ざしだ。

「もう午後だ」

　セルジュはやっと口を開いた。ぞっとするほど乾いた声だった。

「ユユは」

「まだ、寝てるけど」

「そうか」

「ヨナハンは？」

「ああ」

　セルジュは顎あごで廊下の先を示して、先に歩きだした。ついてこい、という意味らしい。レーレは唾つばをのみこんだ。足が動かない。行ってはいけないと身体からだが告げている。セルジュはすぐに足を止めた。自分の部屋の前だ。セルジュは扉を開けて振り向いた。

「どうした。入れ」

　思わず首を縦に振ってしまった。言うとおりにしないとまずい。そんな気がした。それでも迷いが消えなかった。セルジュがうっすらと笑った。

「聞こえないのか。入れと言っているんだ、レーレ・イジュール」

「わかったよ」

　レーレはセルジュの部屋に足を踏み入れた。セルジュは扉を閉めて、掛け金をかけた。

「椅い子すにでも座れ」

「うん」

「ヨナハンは」

　セルジュは寝台に腰を下ろして脚を組んだ。

「あいつはアラベラさまを――いや、あの魔女を追うつもりだ。追いかけて、どうするつもりなのかは知らないがな。傷は見た目ほどじゃない。あいつは昔から無駄に身体が丈夫だし、すぐ動けるようになるだろうさ」

「そっか」

　レーレは椅子に腰かけて、セルジュの表情をうかがった。さっきとは違う。少しだけ顔つきがやわらかい。なんとなく楽しそうですらある。

「だいぶ落ちこんでいるが、まあ、あたりまえだろうな。許嫁いいなずけが魔女だったんだ。考えようによっては、許嫁でよかった。あのまま結婚していたら、聖騎士と魔女の間に子供が生まれていたかもしれない。笑えない話だ。アラベラ・リデル。すっかり騙だまされていた。とんだ食わせ者だ」

　セルジュは低く喉のどを鳴らして笑った。

「食わせ者だよ、本当に。レーレ。俺おれはヨナハンに付き添っていてやったんだがな。正直、手持ちぶさただった。手当ては救護院の連中がやってくれたしな。俺はただ、あいつの繰り言を聞いていただけさ。暇だから、こんなことを考えていた」

　俺おれ。セルジュは、俺、と言った。あたし、ではなく、俺、と。

　セルジュはレーレを正面から見すえた。

「レーレ。おまえはユユ・ビューレのために義勇兵に志願したんだ。なぜなら、魔女審判で有罪を宣告されて火あぶりになりかけていたユユが、魔女たちに連れていかれたからだ。おまえはユユの正体を知らなかったのかもな。もとからユユは魔女だったんだ。ずっと前から。魔女たちは仲間のユユを間一髪で救ったんだろう。でも、そんなこと、おまえには関係ない。おまえはとにかくユユを取り返したかった。それで、義勇兵として星の鎖に同行することにした。おまえはまんまと岩山の魔女砦とりでに入りこんで、ユユを見つけた。そして無理やり連れだした」

「魔女は」

　動揺するな。平然としていろ。レーレは決して目をそらさなかった。

「何か目的があってクローデルを襲ったんじゃなかった？」

「そうだ。ユユ・ビューレの救出はついでだった」

「ユユ・イジュールだよ。ユユはおれの妹だ。誤解はとけたんだと思ってたけど」

「その妹は、なぜポルモと知りあいなんだ」

「ポルモ……？」

「小さな人間だ。たしか、ランラ、とか呼んでいたな」

「さあ」

「それに、あの子供の魔女。ヨモジといったか。あいつはユユを知っていた。そういう反応だった」

「気のせいじゃないの」

「そうかもしれない」

　セルジュはうなずいて肩をすくめた。レーレはため息をつきそうになって、慌ててこらえた。だめだ。気を抜くな。セルジュはかすかに眉まゆをひそめた。悔しそうだ。案の定だ。レーレが安あん堵どの仕し種ぐさを見せることを期待していたのだろう。そうはゆかない。

「ほとんど俺の想像だ。証拠は少ない。ただ――」

　セルジュは自分の膝ひざに頬ほお杖づえをついた。

「俺の証言だけでも、巡じゆん検けん司し祭さいは動くだろうな。アシュロンの審問官は拷問好きらしい。自白するまで責めたてるぞ。自白したら終わりだ。必ず有罪になる」

　そうか。そういうつもりなのか。それなら、しょうがない。

　レーレは今、丸腰だ。セルジュの剣は寝台に立てかけてある。あれを奪う。やれる。ヨナハンならともかく、相手がセルジュなら。奪った剣で、セルジュを殺す。口を塞ふさいで、声を出させずに、息の根を止める。そうして、ユユを連れて逃げる。それしかない。セルジュがそのつもりなら、そうするしか。

「焦るなよ、レーレ」

　セルジュは右足を剣の鞘さやにふれさせた。わずかに顔が引きつっている。剣を手にとったりしたら、レーレは動く。動かざるをえない。セルジュもそのことをわかっているのだ。

「ほとんど俺おれの想像だと言っただろう。告発する気はない」

　きっとその場しのぎだ。信じない。レーレはセルジュの命を絶つ方法だけを考えている。剣なんかなくたって、やれる。首の骨をへし折ってやればいい。

「そう怖い顔をするな」

　セルジュはゆっくりと剣の鞘から右足を離した。

「俺だって思いたくないんだ。ユユには胸きよう襟きんを開いて話したつもりだしな。自分で言うのもなんだが、こんな身の上だから、誰だれかと腹を割って語りあう機会なんてなかった。それが、本当は騙だまされていたんだとしたら、どうする？　腸はらわたが煮えくり返る。この手で八つ裂きにしたって気がすまない。ヨナハンはまさしくそんな気分なんだろうな。あんなやつでも、幼おさな馴な染じみだ。放ほうってはおけない。休暇の間、あいつはアラベラ・リデルを捜すつもりだろう。俺もつきあってやるさ」

「勝手にすればいいだろ」

「俺だけじゃない」

「え？」

「おまえもくるんだ、レーレ」

　セルジュは笑みを浮かべた。可お笑かしくてたまらず、我慢しきれずに、ついついこぼしてしまった。そんな笑顔だった。

「いいか、レーレ・イジュール。ユユには余計なことを言うな。おまえは、おまえの意思で、俺の従卒になるんだ。もちろん、給料はくれてやる。所しよ詮せん、准じゆん騎士の従卒だからな。たいした額じゃないが、餓うえることはないだろう。おまえは俺のために働け。俺の手足になれ。従卒の仕事はな。意外と楽じゃないぞ。戦場ではもちろん、主人を守って戦う。それだけじゃない。ふだんは身の回りの世話もするんだ。ここだけの話、主人に求められれば、密ひそかに同どう衾きんすることだってある。戦場では女日照りがつづくからな。主しゆは同性愛を禁じておられるが、欲望には勝てないというわけだ。まあ、心配するな。俺は――あたしは、おまえに抱かれたいとは思わない。今のところはな」

「なんで……おれが」

「追われる身になりたくはないだろう？」

　セルジュはまるで少女のように首を傾けて、にっこりと笑った。

「考えてみろ、レーレ。これは悪くない取引だ。そうだろう？　あたしの従卒になって、何か損をすることがあるか？　何か困ることが？　あるとしたら、一つだけだ。おまえは従卒として、ずっとあたしのそばにいないといけない」

「……あんたの、そばに」

「そうだ。ユユと離ればなれになることも多くなるだろうな。でも、べつにかまわないだろう？　兄が准じゆん騎士の従卒になれば、妹としてはかえって安心なんじゃないか。妹は妹でうまくやるさ」

　違う、と言いそうになった。ユユは妹なんかじゃない。だめだ。言えない。嘘うそが崩れる。いったん崩れたら、たぶん何もかも台無しになってしまう。

　セルジュはまだ笑っている。くそ。こいつ、本当はわかっているんだ。レーレとユユは本物の兄妹じゃないと思っている。でも、レーレの口から言うわけにはゆかない。

「あたしは裏切られたくない。信用させてほしいんだ、レーレ。そこに跪ひざまずいて、誠意を見せてくれ」

　拒んだら、どうなるだろう。セルジュはユユを告発する。その前に、セルジュを殺すしかない。殺して逃げたら、疑われるのはレーレだ。追っ手がかかるだろう。

　レーレは椅い子すから立ちあがった。セルジュの剣から目が離れない。剣を奪う。セルジュを殺す。また殺すのか。平気だ。ユユのためなら、いくらでも殺してやる。いつでも殺せる。そうだ。今じゃなくていい。きっと好機はある。

「あたしに仕えろ、レーレ」

　ふりをするだけだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　今だけだ。

　レーレは膝ひざを折って、頭こうべを垂れた。

　セルジュが寝台から腰を上げて、屈かがみこんできた。

　その指がレーレの顎あごをつまんだ。

　無理やり持ちあげられた。

　セルジュは舌なめずりをした。

「おまえがあたしのものになったら、ユユはどんな顔をするだろうな」



了



    

  
    
      
あとがき
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　ぜんぶ嘘うそです。横断歩道の途中で腕立て伏せをしてみせたのは僕の古い友人です。みんなが酒に酔った勢いで裸踊りを始めたとき、僕だけ参加しませんでした。エレキギターは壊したりせず質に入れました。当時、僕は貧乏で、大変お金に困っていたのです。
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　何たることでしょう。こんなつまらないエピソードで紙数を費やしてしまいました。やむをえません。この物語への思い入れについては次回ということで、ｋａｙａ８さんをはじめ、本書の制作、出版、販売に関かかわったすべての方々、そして今、本書を手にとってくださっている皆様にたっぷりの愛と感謝をこめつつ、今日のところは筆を置きます。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      　著者

　十文字青（じゅうもんじ・あお）

　　北海道生まれ、札幌市在住。２００３年『純潔ブルースプリング』で、第７回角川学園小説大賞特別賞を受賞。『薔薇のマリアⅠ．夢追い女王は永遠に眠れ』でデビュー。代表作は、『薔薇のマリア』シリーズ（角川スニーカー文庫）、『ＡＮＧＥＬ＋ＤＩＶＥ』『ＡＮＧＥＬ＋ＤＩＶＥ ＣＯＤＥＸ』シリーズ（一迅社文庫）。

　　ブログ『ＢＲＡＩＮ Ｘ』http://brainx.blog36.fc2.com/



　イラスト

　ｋａｙａ８（かやはち）

　　島根で生まれた新人絵描きです。

　　資料集めが好きで、廃墟、工場、銃、剣、鎧甲冑、この辺りの単語を見るとすぐ手を出します。

　　愛鳥に毎日癒されながら、絵を描いています。

　　ホームページ『ＺＡＺＡＺＡ』

　　http://www.zazazak8.net/
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著者名……十文字青

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー
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